



























































大国チートなら異世界征服も楽勝ですよ？ 2




英雄嫁を増やすのも皇帝の大事な仕事です。




【電子特典付き】








櫂末高彰





ＭＦ文庫Ｊ









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　CONTENTS









第？章　異世界ファンタジーとは何だったのか（哲学）

第一章　うわ、幼女強い（驚愕）

第二章　戦隊ヒーローものでよく見るアレ（ただし緑はいない）

第三章　ランキングが全てじゃないから！（強がり）

第四章　魔法[image: ]現代兵器って作品によってうわなにをするやめろ（失言）

第五章　ロリババアって考えてみたらすごい言葉だよな（感心）

第六章　平和なカプ争いなど存在しない（恐怖）

第七章　危機的状況では覚醒するという風潮（ただし主人公に限る）

第八章　破廉恥外道じゃない皇帝なんて存在しません！（断言）




電子書籍特典　書き下ろし短編






[image: ]

[image: ]

[image: ]





前巻のあらすじ







　平凡な高校三年生である日和ひより常つね信のぶは、呪殺された皇帝とうり二つという理由で異世界の大国グロリア帝国に召喚された。

「貴様には皇帝陛下の替え玉となってもらう！」

「お断りします」

　替え玉皇帝になることを宰さい相しようムツィオに強要されるが、皇帝の妹であり常信を召喚した銀髪巨乳の美少女パオラのお陰で立場が逆転する。従属魔法によって彼女に命令できるようになった常信は、元の世界に戻る条件が揃そろうまでの間だけ皇帝の代わりを務めることにした。

　しかし大国の奢おごりと歪ゆがみに染まった帝国の現状を知るにつけ、早急な改革が必要だと考えるようになる。自じ堕だ落らくな天才獣人娘キャラの発明に目をつけた常信は帝国内に魔力通信網を張り巡らせ、身分を問わず優秀な人材を募集する。

「私にお任せいただければ、このグロリア帝国を立て直してみせますわ」

　政治に情熱を燃やすエルフの公爵令嬢ベアトリーチェを登用し、改革は急速に押し進められていった。これで一安心だと常信は胸を撫なで下ろすが、そこに帝国騎士ヒルデガルトから凶報がもたらされる。

「十四カ国連合軍の侵攻はとどまるところを知らず、帝国軍はもはや崩壊寸前です！」

　稀き代たいの天才軍師マサトに率いられた連合軍が帝国東部を脅かし、帝都へと進軍を続けていたのだ。対応に苦慮する常つね信のぶだったが、魔力通信網の知恵袋から着想を得て圧倒的な物量により連合軍を粉砕する。

「どんな天才的な策も、超人的な作戦も、俺たち帝国は全すべて打ち砕いてやる。圧倒的な数の力で！　だってウチ、大国だし」

　さらにアレグランサ王国の姫騎士ナタリアの奇襲や最古参の重臣フェレーロ公爵の裏切りをも莫ばく大だいな物量で弾はじき返し、ロンバル平原ではヒルデガルト（と「十二星姫ドーデイ・ステラ」）の活躍によってイグドラル王国の姫騎士ロザリンドを捕らえることができた。

　ところが天才軍師マサトは巧みに城内へと潜入し、皇帝の暗殺を企てる。常信の首に凶刃が迫ったとき、謁見の間にパオラの声が響いた。

「ダメーッ！　お兄ちゃん！」

　身を挺して常信を守る彼女に、マサトは動きを止めてしまう。絶好機を逃した彼は駆けつけた大量の帝国民に取り押さえられた。彼の妹が不治の病に冒されていることを知った常信は万能薬を与え、ついでにマサトの祖国、蓬ほう萊らい国の秘宝を全力で投げつけて返す。

「こんなもん、いるかああああああああああっ！」

　かくして十四カ国連合軍は瓦解し、帝国に平穏が戻った。

　帝国を裏切ったフェレーロ公爵に対し、常信は寛大な裁きを下す。私室に戻った彼は改めて自身の凡庸さを嘆くが、それは皇帝として生きていく覚悟の裏返しでもあった。魔力通信網で見かけた帝国民の言葉に勇気づけられ、常信はパオラに皇帝として生きていくことを告げる。

　喜ぶ彼女に常信は自分の想いを打ち明けた。

「戦争なんてするもんじゃない。戦争以外のあらゆる手段を使って他国を圧倒してやる」

「へーかは、それが可能とお考えですかな？」

　パオラの芝居がかった問いかけに、常信は微笑ほほえむ。

「もちろん。だってウチ、大国だから！」

　格好良く決まったと思いきや、そこにベアトリーチェ、キャラ、ヒルデガルトが寝間着姿でやって来た。パオラを含め、四人とも常信の嫁になったので今から子作りをして欲しいと迫られる。

　焦る常信は四人に捕まり、寝室へと引きずり込まれてしまった──





第？章　異世界ファンタジーとは何だったのか（哲学）







　真紅の偉容が聳そびえ立たっている。

　大陸最強種、竜族。その中でも最高峰の一角といわれるセキリンダイシンリュウの姿を目の当たりにして、日和ひより常つね信のぶは息を吞のんだ。

　およそ二○○○メートル離れているというのに、ここまで凄すさまじい威圧感が伝わってくる。眼下の将兵もどこか及び腰だ。相手の攻撃が届かない距離だと分かっていてもなお、恐おそれを抱かずにはいられない。

　全身を覆う血のように紅あかい鱗うろこはゴツゴツと尖とがっており、敵意をむき出しにしている。身を揺するたび、鱗が日光を反射してぬらりと光った。

　強きよう靱じんな四肢はどっしりと大地に降ろされ、鋼を紙のように引き裂くかぎ爪が地面に食い込んでいる。あの一ひと摑つかみで人間など数十人が一瞬にして命を落とすことだろう。

　フーッと不機嫌そうに鼻息を吹き、セキリンダイシンリュウがこちらを見た。

　二○○○メートル先の巨獣と目が合う。

　爬は虫ちゆう類るい特有の眼めが金色に輝いた。

　僅わずかに口を開き、獰どう猛もうに嗤わらう。

「どうした、皇帝？　早く攻撃して来い。まずはお前たちに好きなだけ攻撃させてやると言ったであろう。我に掠かすり傷きず一つでも負わせることができれば、お前たちの話を聞いてやらなくもないぞ。ほら、遠慮するな」

　頭の中に響いてくる重厚な声。

　人間より遥はるかに長命な竜族は人語を解かいする。その声音は己の勝利を確信して揺らぐことのない絶対の自信に満みち溢あふれていた。

　相手に煽あおられ、常信は一つ頷うなずく。

「よし、始めよう」

　豪華な装飾の施ほどこされた革張りの椅い子すから立ち上がり、前に出た。手すりに手を置いて、そっと眼下を窺うかがう。本陣に設しつらえた物見台から自軍の様子を見下ろした。

「ジルベルト！」

　総大将の名を呼ぶ。物見台の少し前にある指揮官台に仁王立ちしていた全身甲かつ冑ちゆう姿の大男が鎧よろいをガチャガチャいわせながら振ふり返かえった。素早く跪ひざまずく。

「陛下ぁ!!　我が軍、準備は整っておりますっ」

　そこそこ距離があるはずなのに、すぐ側そばで話しているかのような大音声が飛んできた。帝国軍総大将にして近衞騎士団長を務める大男、ジルベルト・テッサリーニは無駄に声が大きいので困る。

「第一陣、進軍せよ！」

　そう呼びかけると、ジルベルトは「ははーっ」と一礼し、攻撃対象へと向き直った。大きく腕を振って進軍を命じる。

　オオーッ！　とかけ声が上がった。

　セキリンダイシンリュウが居座る土と岩ばかりの荒野を、重い鉄の音を鳴らしながら帝国軍が整然と進んでいく。

　その数、三○○○両。

　車体を鋼鉄で覆い、三百六十度旋回が可能な砲塔を備え、履帯による無限軌道で走行する戦闘用車両。いわゆる戦車が凹凸だらけの荒野を竜に向かって進み、半円形に包囲していった。

　攻撃対象との距離、約一五○○メートルで停車する。一斉に照準を合わせた。

「フン」

　竜が鼻を鳴らす。つまらないと言わんばかりに頭を振った。

「何をやるのかと思えば。随分と古くさい代物を引っ張り出してきたのだな、皇帝。こんな前時代的な獣人族の鉄くずが我に通用するなどと、よもや思うてはおるまいな？」

　頭の中に竜の声が響く。明らかに苛いら立だちを含んでいた。

「まあ、一応ね……」

　顔を顰しかめつつ呟つぶやく。無駄だと分かっていても、万が一という可能性を捨てきれないのは自分が凡人だからだろうか。そんなことを思いながらセキリンダイシンリュウを取り囲む三○○○両の戦車を見下ろした。

「遠隔操作でも、あんなにきれいに動かせるものなんだな」

　感嘆とともに言う。

　竜を取り囲んでいる戦車は全すべて遠隔操作されており、誰も乗っていなかった。常つね信のぶに細かいところは分からないが、かなり高度な技術が用いられているらしい。

　攻撃準備が整った。

　相手は冷然と戦車群を睨ねめつけている。

「攻撃、始めぇ!!」

　足下でジルベルトが命じた。

　しかし三○○○両の戦車砲は相手に照準を定めたまま静まっている。

　常信はグッと手すりを握りしめた。

　背後から甲高い音が微かすかに響き、次いで轟ごう音おんが空一面を埋め尽くす。

　約五○○○○発のロケット弾がセキリンダイシンリュウ目がけて飛んできた。

　ウオオオオオオオオオ！　と帝国軍将兵が歓声を上げる。

　本陣より行程にして一日ほど後方の山岳地帯に配備した自走式多連装ロケット砲五○○○両が攻撃命令を受けてロケット弾を放ったのだ。

　降り注ぐロケット弾に合わせて戦車の砲台が火を噴いた。

　三○○○発の砲弾が竜に襲い掛かる。

「愚かな」

　ところが、セキリンダイシンリュウは哀れみの籠こもった声で呟つぶやいた。

「獣人族の開発した兵器を魔法によって悉ことごとく打ち砕いたのは、他でもない帝国軍であったというのに。何を血迷ったのだ？」

　次の瞬間、全すべてのロケット弾および砲弾が動きを止めた。

　竜に着弾する数メートル手前の空間で、そこだけ時間が止まってしまったかのように固まっている。竜が牙きばを剝むき出だしにして獰どう猛もうに嗤わらった。

「愚かで浅はかな人間種よ。今一度、最強種たる我の力に恐怖せよ。恐おそれをその身に刻み、ひれ伏して命乞ごいをするが良い」

　一息入れて、吠ほえる。

「『反転』！」

　竜の周りに魔法陣が展開した。ロケット弾と砲弾一つ一つを包み込む。

　全ての弾が反転し、発射した場所へと撃ち返された。

「!?」

　常つね信のぶは目を剝く。

　轟ごう音おんを上げてロケット弾が頭上を飛び去っていった。かと思えば、足元から爆音が響き渡る。見下ろした先では三○○○両の戦車が全て火の手を上げていた。被害は車体によってまちまちのようだが、大半が戦闘不能に陥おちいっている。

「陛下ーっ！　俺、やっちまいましたー!!」

　ジルベルトが叫んだ。ビクッとして見下ろすと、頭を抱えた大男が膝ひざを突いて天を仰いでいる。

「後方に配した自走砲第一陣も全て粉こな微み塵じんに消し飛んだと報告がありましたーっ。ぬおおおお！　セキリンダイシンリュウめぇぇっ……！　これほどの強敵だとは！　反転魔法によりあらゆる攻撃を反転させ、相手にそのまま返すっ。あの魔法によって守られている竜族には単なる物理攻撃は一切意味を為なさないので魔力が付与された武器で攻撃するしかないと知ってはおりましたが、これほどとはぁっ……！」

「……ああ、うん。そうだな」

　常信の気持ちを彼が概おおむね代弁してくれた。

「説明されていた通りとはいえ、これは確かに絶望感あるな……」

　戦車だけでなく自走砲も遠隔操作なので人的被害はない。被害はないのだが、目の前で見せつけられた衝撃は予想以上にきつかった。

　火の海と化した荒野でセキリンダイシンリュウは悠ゆう々ゆうと欠伸あくびをする。

「どうした、皇帝？　もう終しまいか？　随分と張り合いがないのう」

　興きよう醒ざめとばかり首を巡らし、あらぬ方を見やった。

「マリーも吞のん気きなものだ。午後のティータイムか。我もそろそろ食事の時間にするかのう。ちょうどいいところに人間種が群れておるわい。この数なら腹も満たされるであろう」

　ギロリとこちらを睥へい睨げいする。足下の将兵たちから悲鳴が上がった。騒そう然ぜんとする中、ジルベルトが他を圧倒する大声で喚わめく。

「陛下ーっ！　陛下ぁぁっ！　ここはどうか速やかにお逃げ下さぁい!!　俺が命に代えても必ず陛下をお守り致しますので！　お早く！　お早くぅっ！」

　あまりの大声に周りの将兵たちが逆に大人しくなってしまった。自分より取り乱している者を見ると冷静になれるというが、その典型例を見た気がする。総大将としてはどうかと思うけれど。

「落ち着け、ジルベルト。予定通りだ」

　常つね信のぶは足下の大男にそう声を掛けるが、ジルベルトの喚きは収まらない。ため息を吐つき、懐ふところから手の平サイズの水晶を取り出した。晶機コムニカという様々な機能を備えた水晶である。それで直接命令を下した。

「第二陣、進軍せよ」

　常信の命を受け、新たな戦車群が動き始める。

　こちらの（というか主にジルベルトの）動揺を面白がっていたセキリンダイシンリュウがゆるりと首を傾かしげた。爬は虫ちゆう類るい特有の眼めが不快感を示す。

「愚かにも程があるぞ、皇帝。先程、思い知ったであろう。我に魔力付与のない攻撃は通用せぬ。科学技術とやらで開発された兵器に魔力付与が出来ぬのも承知しておるはずだ。そうでなければ、身体能力に優れ、圧倒的な科学技術力を有しておる獣人族が脆ぜい弱じやくで無む知ち蒙もう昧まいな人間種風情に敗北することなどあり得なかったのだからな」

　嚙かんで含めるような物言いに常信は苦笑した。

「悪いが、もう一回だけ試させてくれ。今度はさっきより数も多い。万が一ってことがあるかもしれないだろ？」

　そう返すと、セキリンダイシンリュウは意外にもハアと嘆たん息そくした。「好きにしろ」と言い捨ててそっぽを向く。こちらへの興味を完全になくしたようだ。

　帝国軍第二陣は戦車一○○○○両。後方に配置した自走砲は二○○○○両に及ぶ。旧式のものを再利用し、急いでかき集めた第一陣に対し、新たに大量生産させた新品なので、単純な性能も向上しているはずだ。

　無論、魔力付与がなければ、性能の向上も無意味なのだが。

　一○○○○両がセキリンダイシンリュウを半円形に取り囲んだ。

　それぞれが照準を合わせ始める。

　攻撃対象はこちらを全く見ていない。また大おお欠伸あくびをした。

「……上う手まくいきますように」

　常つね信のぶは祈る。

　神か仏か運命か。とにかく超越的な何かに祈った。

　背後からまた轟ごう音おんとともにロケット弾が飛んでくる。

　約二○○○○○発のロケット弾が天を埋め尽くした。

　比喩ではない。膨大な軌跡が日光を遮さえぎり、一時、天てん蓋がいを作り上げた。

　一○○○○の砲台が一斉に火を噴く。

「フン」

　セキリンダイシンリュウは鼻を鳴らし、一声、吠ほえた。

「『反転』！」

　無数の砲弾とロケット弾が魔法陣に包み込まれ──




　真紅の鱗うろこに着弾し、爆裂した。




　ゴガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?

　大陸最強種の悲鳴が上がる。

　さらに着弾。着弾。着弾。

　次々に炸さく裂れつし、爆発する。竜だけでなく周囲の大地にも着弾し、爆炎を上げ、土と岩を巻き上げた。地面が抉えぐり取とられ地形が変化する。十分な距離を取ってはいるものの、大事を取って戦車群を少し下がらせた。後退しながら第二波、第三波の砲撃が為なされる。炎と煙に包まれて竜の姿が見えなくなってしまった。

　セキリンダイシンリュウの悲鳴が途切れ途切れに聞こえてくる。

　猛烈な爆発音を聞きながら、常信は安あん堵どの息をついた。

「ただの攻撃が通用しないのは知ってるよ。対策はちゃんと講じてる」

　相手には聞こえていないのを承知で告げる。

「だってウチ、大国だから」





第一章　うわ、幼女強い（驚愕）







　おっぱいに挟まれて身動きが取れない。

　両頰から伝わってくる肌のぬくもりと柔らかな圧力に日和ひより常つね信のぶは硬直していた。

「むーっ。みんな、へーかの嫁だけど、わたしが一番なの！」

「正妻として、陛下に一番に愛していただくのは私でなければなりませんわ」

　頭の上で言い合いが続いている。

　二人の美少女が常信を挟んで向かい合い、鬩せめぎ合あっていた。

　ベッドに全裸で正座し、固唾かたずを吞のんでいる自分に滑こつ稽けいさすら覚える。しかし体はもちろんのこと、視線さえあまり動かせなかった。何しろ左右から自分を挟んでいる美少女ともに生まれたままの姿だからだ。

　彼女たちが身じろぎするたび、肩や腕に滑らかな肌が当たる。

　その感触に心臓がバクバク鳴っていた。

　息を整えようと深呼吸をしても左右から良い香りがして頭がクラクラする。

　あげく目の前には、そんな自分をじーっと見つめる視線とチラチラ見つめる視線。やはりどちらも一糸まとわぬ姿で一人は平然と、もう一人は恥ずかしそうに大事なところを隠しつつベッドに座っていた。

「ねーねー、パオラでもビーチェでもどっちでもいいから、早くしてよー……。後がつかえてるよ……」

「あああ後がつかえてるだなんて、キャラさん!?　私は、そのっ……陛下のご都合のよろしいときにっ……」

　先程から常信の股間をじーっと凝視している赤毛の美少女が淡々と口を開くなり、もじもじ身を揺すっていたプラチナブロンドの髪の美少女が顔を真っ赤にして狼狽うろたえる。

「ほらーっ。キャラちゃんもああ言ってるから、ビッチェはあっち行ってて！」

　左頰をたゆんたゆん押された。

「パオラ様、ワガママを言って陛下を困らせてはいけません」

　右頰をむにゅむにゅ押される。

　たゆんたゆん。

　むにゅむにゅ。

　たゆんたゆん。

　むにゅむにゅ。

　壮絶な鬩ぎ合いに常信の我慢は色々と限界だった。

　ギュッと目を瞑つぶり、精神統一を図る。

　現状を冷静に分析しようと、自分自身について改めて考えてみた。

　名前は日和ひより常つね信のぶ。平凡な高校三年生で、歳としは十八。ただし、少し前から全く平凡でない人生を歩んでいる。突然、異世界に召喚され大陸の八割を占める超大国グロリア帝国の皇帝に据えられてしまった。暗殺された前皇帝にうり二つだからというのが理由らしい。あくまで一時的な身代わりということで了承したものの、大国病を患わずらっていた国内の改革や帝国に恨みをもつ諸国が集結した十四カ国連合との戦争を経て皇帝として生きていく決意をしたばかりだ。

　そんな自分は今、広々とした豪華な寝室の、これまた広々としたベッドで四人の美少女に囲まれている。

「おおーっ……。ピクピク動いてるねー」

　赤毛の美少女が四よつん這ばいになって、こちらの股間に顔を近づけてきた。しげしげと観察する。普段は眠そうな顔をしているのに、しっかり目を見開き、鼻をひくつかせた。猫耳と尻尾しつぽがピンと立つ。

「なるほどねー……。ちょっと触ってみても……あ、でも、何か怖いなー……」

　ベッドに横たわって見上げてきた。角度を変えて観察しているらしい。

　ものすごく恥ずかしい。

　この赤毛の猫耳猫尻尾娘はキャラ・カッチーノ。獣人族の娘で幾いくつもの発明をしている天才少女だが、「働いたら負け」だと言い切る自じ堕だ落らく娘だ。

「あ、あのっ……。キャラさんっ……。そんなに近づいたら、危険なのではっ？」

　ベッドの隅でそわそわしているのはヒルデガルト・スターリング。短めに切り揃そろえたプラチナブロンドの髪に透き通った青灰色の瞳ひとみが凛り々りしい帝国騎士だ。しかし今は首まで真っ赤にしておろおろと身を固くしており、凛々しさの欠片かけらも見受けられない。

「陛下ぁ、陛下からも仰おつしやって下さいな。ここは私に譲るべきだと」

　むにゅむにゅ右頰を押された。

　つい視線を右上に向けてしまう。淡雪のような白さの双丘が滑り、ピンクの突起が唇の端に当たった。

「！」

　焦って顔を上げる。紫の瞳に捕らえられた。艶えん然ぜんと微笑ほほえむ彼女はベアトリーチェ・エヴァンジェリスティ公爵令嬢。細く優美な指先でゆっくりと豪ごう奢しやな金髪を搔かき上あげ、「陛下」と囁ささやいた。背筋がゾワゾワッとする。

　妖精族のエルフであることを示す長く尖とがった耳。華きや奢しやな体つきなのに胸と尻しりは張りがあり、神秘的な美しさに肉感をも併あわせ持っている。

　この世のものとは思えない美び貌ぼうに、知らず身を退ひいた。

　今度は左頰をたゆんと優しく押し返される。

「ねえねえ、へーか！」

　元気な声に振り向く。慈じ愛あいそのものといっても過言でない大きな二つの山が頰を滑り、桃色の蕾つぼみが鼻先を弾はじいた。見上げる。

　目に飛び込んできたのは翡ひ翠すい色の円つぶらな瞳ひとみ。

　さらさらの銀髪が流れ落ち、こちらの頰を微かすかに撫なでた。幼さの残る愛らしい顔立ちに桜色の唇がほんのり色気を宿している。

　この娘こはパオラ・ハルバート。皇帝の妹で、自分をこの世界に召喚した大陸有数の魔法使いでもある。心根が優しく、彼女の笑顔はいつも周りを明るくしてくれる。

　平和の象徴とも思える雄大な双子山に優しく包み込まれ、無邪気な笑顔を眩まぶしく見つめる。パオラが穢けがれを知らない瞳で尋ねた。

「へーかは誰と一番に子作りしたいの？」

「!?」

　吹き出しそうになり、ぎりぎりで堪こらえた。パオラは、たゆんたゆんと急せかしてくる。そこにベアトリーチェがむにゅむにゅ割り込んできた。

「そもそもパオラ様は陛下の妹君なのですから、御子を授かるのは問題がありますわ」

「むーっ。へーかとわたしは良いの！」

「答えになっておりませんわね」

　悠然と首を傾かしげる金髪エルフ。彼女に反論したのはキャラだった。

「まーまー……。近親婚を禁じてるのって人間種くらいなもんだしー。それも割と最近のことじゃーん。百年くらい遡さかのぼれば、むしろ王族は近親婚だらけだったらしいからねー」

「妖精族も近親婚が多いと聞きました。純粋種を守るためとか」

　ヒルデガルトが獣人娘に続く。ベアトリーチェが口を引き結んだ。

「そ、そういう風習を変えたくて、私はここに来たんです！」

　声を上げ、そのことに自分自身が驚いたらしく、彼女はコホンと咳せき払ばらいをする。「近親婚のことは一いつ旦たん、置いておきましょう」とパオラに向き直った。

「ところでパオラ様は、どうすれば陛下に愛していただけるかご存ぞん知じですの？　子どもは天から授かるものですが、それにはちゃんとした手順を踏む必要があるんですよ」

　艶なまめかしい目つきで煽あおる。パオラがぷくっと頰を膨れさせた。

「そんなの……みんなに教えてもらえばいいもん！」

　言うや否いなや、サイドテーブルに手を伸ばし、そこに置いてあった晶機コムニカを摑つかんだ。素早く指を走らせる。

「子作りの仕方なら、知恵袋に聞けばすぐだよ！」

「それはやめてええええええええええ！」

　常つね信のぶは絶叫しながらパオラに飛びつき、晶機を奪い取った。

　画面を見ると、質問のところに「へーかとこづくり」まで書いてある。急いで消した。

「パオラ！　そういう……パオラ？」

　左手にボリュームのある肉感。

　それは柔らかくも張りがあり、揉もむと指先をしっかり押し返してくる。触れているだけで心が穏やかになり、撫なでると胸の高鳴りを覚えた。

　期せずして押し倒す形になってしまったパオラは、ベッドに仰あお向むけになってこちらを見上げている。とろんとした瞳ひとみで「へーかぁ」と甘い声を出した。

「わたし……子作りの仕方、教えてもらわないとぉ……。一番に、してもらうのぉっ」

　ビクビクッと彼女の体が痙けい攣れんする。「んんっ」と眉まゆを顰ひそめ、キュッとパオラが目を瞑つぶる。口を引き結び、何かを必死に堪こらえているようだ。

「……ああ！　そうかっ。従属魔法かっ」

　すっかり忘れていた。慌てて身を引く。左手が偉大な山から離れるのは名残惜しかったけれど。

　パオラには、常つね信のぶの命令に従うよう従属魔法がかけられている。本来は常信が彼女の言うことを聞くよう施ほどこされるはずだった魔法だが、パオラの勘違いにより主従が逆転してしまっているのだ。

　そしてこの魔法には、主人に命じられると気持ち良くなるという付加効果もあった。そのため常信が命じるたび、彼女は快感を覚えてしまう。その快感は命令を実行するまで続くのだ。

「パオラ。子どもの作り方を知恵袋で聞いちゃダメだ。いいね」

　念を押す。ところが彼女は美しい銀髪を振り乱して「やああっ！」と声を上げた。熱い息が吐き出され、二つの山がたぷんたぷん暴れる。身を捩よじり、シーツを摑つかむ。それでもパオラは抵抗を続けた。

「へーかと……一番に、子作りするのぉっ……。やり方、教えてもらわないとぉ……」

　仰向けになった彼女の体はしっとり汗ばんでいる。「いや」「いや」と蕩とろけた顔で涎よだれを垂らしながらシーツをかき抱き、ビクビクと震える体を押さえ込もうとした。こちらに向かってぐっと腰を突き上げる。足の指先まで力が籠こもっていた。

　ツウッと太ふと股ももの内側を雫しずくが滑り落ちる。

「あの……陛下、さすがにそろそろ……」

　耳元で遠慮がちな声。

　ハッとして振り向くと、顔を真っ赤にして俯うつむいているベアトリーチェがいた。

「わ、分かった！　命令は取り消す！」

「はふぅっ……」

　常信が叫んだ途端、パオラは脱力してベッドに倒れ込む。荒い息をつく彼女の顔をそっと覗のぞき込こむと、焦点の合っていない目で「へーかぁ……」と呟つぶやいた。

「パオラ様には負けましたわ……」

　ベアトリーチェが息を吐く。

「陛下。どうぞ、パオラ様から愛して差し上げて下さい。その次は、私で。それは譲れませんわよ」

　念を押すように微笑ほほえんだ。

　頭の中が真っ白になる。

「え……あ、いや……その……」

　視線を彷徨さまよわせた。じーっとこちらの股間を見つめ続けていたキャラと目が合う。彼女がにまーっと笑った。

「っていうかー……。ビーチェも耳みみ年どし増まなんでしょー？　陛下とパオラのを見てやり方を教わるつもりだよねー……」

「何を言うの、この獣人！」

　細く長いエルフ耳の先まで朱に染め、ベアトリーチェが言い返す。しかし明らかに動揺していた。

「だってさー……。陛下のそれって、もう入る準備できてるじゃーん……。あたし、けっこう見たことあるんだよねー」

「んな!?」

「キャラさん!?」

　ベアトリーチェとヒルデガルトが目を見開く。キャラは勝ち誇った顔で言った。

「初めては痛いみたいだよー。だから、あたしはひとまず様子見ー……。大丈夫そうなら、いかせてもらうからー……」

「くっ……。獣人のくせに、何て策士なのっ」

　金髪エルフが唇を嚙かむ。「そ、そんなに痛いのかしら……？」と呟いた。

「まー、陛下が上う手まくリードしてくれれば良いんじゃないかなー……」

　とんでもない発言が飛んでくる。ベアトリーチェが期待に満ちた眼まな差ざしを向けてきた。

「陛下、あまり痛くしないでいただけると……」

「へーかぁ」

　甘えた声でパオラが這はい寄よってくる。腰に腕を回してしがみついた。潤うるんだ瞳ひとみで見上げる。「お願いします」と囁ささやくように言った。

「…………」

　声がする。

　心の声が。

　何を迷っているんだ？　さっさとやっちまえばいいじゃないか。いや待て。ここで流されてしまうのは人として間違っているだろっ？　世の中には順序というものがあってだな。ごちゃごちゃ言ってないで押し倒せよ！　そんなことをして彼女を傷つけるようなことになったらどうするんだ。そんなわけないだろ向こうが求めてきてるんだから。でもそれはよく分かっていないからであってきちんとお互いの気持ちを確かめ合って考えるな感じろ！　性的な意味で。だから人として間違ってるんだって！　人として間違っていても男としては間違っていない！　何で名言っぽく言った!?　いいからさっさといっちまえよ！　行ってイけよ！　あとイかせろよ！　ここでド下ネタぶっ込んでくるんじゃない！　ほぉら目の前におっぱいがあるよ。理由なんてそれだけで十分だろ？　いつまで自分を偽ってるんだ？　さっさと素直になっちまえ。だが、しかしぃっ……！

　欲望と理性が激しくぶつかり合う。

　懊おう悩のうする常つね信のぶの頭に、ぽふんと手が乗せられた。優しく撫なでられる。

「よしよし。大丈夫ですよ、へーか」

　目の前に天使の笑顔があった。

「ぱ、パオラぁっ……！」

　ひしと抱きしめる。「ひゃっ」と可愛かわいらしい悲鳴が聞こえたが、パオラは安心させるように頭を撫で続けてくれた。

「ごめんなっ。ごめんな、パオラ！」
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　謝る。

　何に対しての謝罪かは自分でも分からなかったが、彼女にとても申し訳ない気がしていた。見つめ合い、告げる。

「パオラ。やっぱり子どもを作るのは、ちゃんと結婚式を挙げてからにしよう」




「ヘタレですなあ」

　禿とく頭とうの帝国宰さい相しようが頭を振った。

　常つね信のぶはぐぬぬぬ……と歯を食いしばる。

　翌朝。執務室で昨晩の件について宰相に問とい糾ただしたところ、パオラの祖父でもある宰相ムツィオ・デルベッキオは平気な面で「お世継ぎを残すことも陛下の大切な務めでございます」と言ってのけた。

　あげく、昨夜は何もなかったと聞くなり呆あきれた顔でぼやいたのだ。

「お前だって前に言ってたじゃないか！　パオラに手を出したら許さないって」

　せめてもの反撃を試みた常信に、ムツィオは真剣な目つきで返す。

「先日、申し上げましたぞ。儂わしも腹を括くくったと」

「腹を括ったって……そういう意味だったのか？」

「儂は陛下を元の世界に帰すつもりは毛頭ありませぬ。このまま本物の皇帝陛下として、帝国を導いていただきます」

　慇いん懃ぎんに礼をしてきた。

「……とにかく、そういうことは誰か一人と式を挙げてからってことになったんだ。おかげでパオラとビーチェの火花が激しくなった気がするんだが、そんなに急せかさないでくれ。皇帝として他にやることは幾いくらでもあるだろ」

　つい目を逸そらしてしまい、言い訳じみた物言いをする。ムツィオは「御意」とだけ答えた。それからにんまり笑みを浮かべる。

「パオラの祖父としましては、安心しております。やはり、あの子にはまだ早い！」

「何だよ、それ……」

　呟つぶやき、書類に目を通した。十四カ国連合軍との戦後処理が始まっている。大半の国は終戦協定にサインをし、損害賠償交渉の席に就いた。帝国の外交官を受け入れることも承しよう諾だくさせられそうだ。

　ただ、強硬に反発している国もある。その最たるものがイグドラル王国だった。帝国が提案した終戦協定をはね除のけ、たった一国でも戦い続けると宣言している。王女であるロザリンドを虜りよ囚しゆうにしたままなので、彼女の処遇を含めて対策を練る必要があった。

「ロザリンドはさっさと本国に帰した方が良いんじゃないか？」

　軽い気持ちで言った常信にムツィオは険しい表情を見せる。

「畏おそれながら陛下。風の姫ヴエネリツサ・ロザリンドの身柄は非常に大きな外交手札であり貴重な人質にございます。それをみすみす手放すのはいかがなものかと」

「……そうなるよなあ」

　連合軍との戦争が終わり、彼女の身柄は牢ろう獄ごくから貴族専用の監禁部屋に移された。監禁部屋といっても室内は豪華な造りで、部屋から出られないこと以外は不自由のない生活が送れるようになっている。

「終わっても面倒事が山積みだなんて……。本当に戦争ってろくでもないな……」

「何を仰おつしやるやら」

　常つね信のぶのぼやきにムツィオが眉まゆを顰ひそめた。

「戦争は国家間の争いを収めるために有効な手段の一つですぞ。特に栄光あるグロリア帝国の歴史は戦争による拡大の歴史といっても良く、数多あまたの国々を併合することによって栄えてきたのです」

「それで、諸悪の根元みたく言われるようになったんじゃないか。もう戦争はしないからな！　そんなことしなくても他国を圧倒できるだろ？」

「何と！」

　宰さい相しようが目を丸くする。

「戦争をしないと仰せになるのですか!?　帝国にとって戦争は最も容易たやすく他国を制圧できる外交手段ですぞ？　それをやらないとは、さすがに無む茶ちやが過ぎますな」

「いいや、決めた。戦争はしない。そもそも外交力＝武力みたいな発想が古いんだよ。これからの帝国は戦争以外の外交手段を駆使して繁栄するんだ。もちろん、そのためにはどんな手だって使うぞ」

「ほほう」

　常信が断言したからか、ムツィオの目つきが変わった。禿とく頭とうをつるりと撫なで上げ、ニヤリとする。

「また大胆な政策を打ち出しましたな。武力無しで自衛が成り立ちましょうか？」

「全く無しっていうのは難しいだろうけど……。少なくとも、こっちから攻め込むのは無しだ。向こうが攻めてきそうなら、その前に攻めて来られない状況を作り出す。専守防衛っていうより先手外交って感じかな」

　具体的なことは何も思いついていないのだが、考えながら口にしてみた。

「そうなると、当面の問題はやはりイグドラルでしょうなあ。戦力差は歴然。戦えば勝ち目がないというのに、国王アドルフⅣ世は帝国と戦う気満々ですぞ」

「ロザリンドを上う手まく使いたいな。やっぱり彼女を帰して、国王を説得してもらうとかどうだ？　王女なんだし発言力ありそうじゃないか」

「僭せん越えつながら申し上げますと、少々甘うございますな。アドルフという男は冷酷で独善的です。帝国に降伏した弟に怒り、自身の側近であったはずの甥おいを斬り殺したことからも、その性格が知れましょう。たとえ娘であろうと、和平交渉に耳を貸すとは思えませぬ」

「そうか……」

　常つね信のぶは腕を組んで唸うなる。戦争よりも和平交渉の方が難しいというのは皮肉なものだなと思わずにはいられなかった。

「ときに陛下、一つお願いが」

　ムツィオが声を潜める。

「先日、隠いん居きよさせたサルバドール・フェレーロですが、帝都に招いていただけませぬか。友人として、儂わしの手伝いをさせとう存じます」

「……それは、五大臣への牽けん制せいか？」

「ご明察にございます」

「なるほどね……。良かろう。そのように為なせ」

「御意」

　宰さい相しようが禿とく頭とうを深く下げた。

　すっかり大人しくなった五大臣だが、その影響力はいまだ健在である。ムツィオは諸侯に根回しして少しずつ老人たちの力を削そいでいるようだが、その手伝いを、やはり隠居しても諸侯に影響力をもつサルバドール卿きようにさせたいようだ。

「いまだ帝国の改革は道みち半なかばってことだよな。俺ももっと色々知る必要がある。こっちの文化水準とか前から気になってたし……」

「また資料を幾いくつかお持ち致しましょう」

　宰相の言葉に「ああ、頼む」と答える。ムツィオは一礼して執務室を出ていった。

「料理のレベルとか風ふ呂ろとかトイレとか、明らかに中世ヨーロッパの水準じゃないんだよなあ。もちろん魔法があるから技術進歩の仕方が違うっていうのもあるんだろうけど」

　一人呟つぶやきながら水晶球を操る。

　魔力通信網内には、キャラが立ち上げた井戸端会議や知恵袋サイトだけでなく、様々なサイトが作られていた。まだ不十分ながらも検索サイトや通販サイトもある。常信は帝国の文化水準を知るのに手頃なものはないかと適当にサイトを覗のぞいて回った。

「えっ……噓うそだろ……？」

　小一時間経たった頃、たまたま見つけたサイトに目を奪われた。

「グロリア帝国……何て恐おそろしい国っ……！」

　ガッと頭を摑つかむ。目を見開き、そろそろと頁ページを開いてみた。

　それは小説やマンガやイラストを自由に投稿できるサイト。

　帝国中の創作者たちが集い、自身の作品を見せ合って楽しんでいる。しかも「大人の創作部屋」「紳士俱く楽ら部ぶ」といった部屋割りで年齢や身分による規制をかけ棲すみ分わけまで為されていた。

「……俺、十八だし。それに、グロリア帝国の成人って確か十四とかだったし」

　誰もいないのに言い訳を口にしつつ、成人指定のある部屋にも入る。

「まあ、そうはいってもレベルはそこまで大したものじゃあああああああああああっ!?　うわ、めっちゃエロい！　何これ、すごい!!」

　見入ってしまった。玉ぎよく石せき混こん淆こうなのは間違いないが、玉の質が予想より遥はるか高みにあって圧倒される。

　ムツィオが戻ってくるまで、一切仕事が手につかなかった。




　それから、およそ一ヶ月。

「かるい海豚いるか先生の作品はどれもレベルが高いなあ。成人指定だけじゃなくて、一般ものも面白いし、どんどん描いてもらいたいなあ」

　常つね信のぶは水晶球で様々な小説やマンガを読むのが日課になっていた。少し疲れを覚えたらイラストを眺めて回る。お気に入り作家が何人もいた。

「早く書籍化して欲しいなあ。帝国には印刷技術や製本技術が普通にあるんだから、あとは出版社だよ。でも、こういうのって国が主導するのはどうかと思うし……」

　ふと、寒さに身震いした。

　立ち上がり、窓から外を見る。薄く雲が広がっていた。

「こっちの冬はそんなに寒くならないって聞いたんだけど……」

　帝都は一年を通して比較的穏やかな気候らしい。それでも冬は訪れた。雪こそ降っていないものの気温は下がり寒い日が続いている。

「陛下！　大変なことが判明しましたぞっ」

　執務室の扉を勢いよく開き、ムツィオとベアトリーチェが飛び込んできた。

「どうした？」

　振り向いた常信に禿とく頭とうの宰さい相しようが一束の書類を恭うやうやしく差し出す。

「今年の税収にございます」

「税収……。ああ、徴税の時期だったのか」

　帝国では職業によって徴税の時期がずれているそうだが、最大のものは農家の収穫が終わった後、収穫祭の前に行われる。各地で集められた税金が都市部でまとめられ、帝都に納められて初めて帝国全体の税収が判明するのだ。

　ムツィオは厳しい表情をしている。常信は書類を手にしながら嫌な予感に苛さいなまれた。

「まあ、十四カ国連合軍のあれこれで大変だったし、大収穫祭とか無む茶ちやもやったし、何より魔力通信網作りとかお金かかったからなあ……。税収が減ってても仕方ないんじゃないかな？」

　少しでも精神的ダメージを減らすため、あえてマイナスなことを口にしてみる。しかし宰さい相しようは無言だ。意を決して常つね信のぶは表紙を捲めくった。

「うおっ？」

　目に飛び込んできたのは凄すさまじい桁けたの数字。

　常信の感覚では十二分に多い金額だったが、これを国家予算の観点で見ると、むしろ少ない方なのかも知れない。

「これは……去年と比べて、どの程度のものなんだ？」

　恐おそる恐おそる尋ねる。厳しい顔つきで常信を見ていたムツィオが咳せき払ばらいをした。

「陛下。去年どころの騒ぎではございません。一昨年と比べても十年前と比べても、グロリア帝国建国史上……」

　息を吞のむ。

「最大の税収額にございます!!　それもダントツの！　儂わしはもちろんのこと、誰も予想だにしなかった莫ばく大だいな税収に度肝を抜かれましたぞ！」

　一転してムツィオが破顔した。

「これもひとえに陛下の人徳の賜たま物ものですわ」

　それまで随分と大人しく控えていたベアトリーチェが素早くしなだれかかる。

「最大……最大!?　えええ、何で!?　大収穫祭絡みで徴税を免除したところもあったよな？　それなのに税収が上がったのか？　下がったんじゃなくて？」

「好景気に沸いて、皆の財布の紐ひもが緩んだのではないかと」

　ベアトリーチェが解説した。

　曰いわく、魔力通信網の拠点建設で仕事が増え、大量の金と物資が動いた結果、気前よく金を使う人々が増加した。

　大収穫祭でも意図的に物資を動かし消費を押し進めた影響で一いつ時ときに財を成すことのできた者たちが余剰分を投資に回した。

　景気が良いので徴税に対しても不正を働く者が減り、国内の改革によって役人の質が向上していたお陰で横おう領りようがほぼなくなった。

　そういった事柄が重なり、過去最大の税収額を成し遂げたと考えられる。

「さすがは陛下。全すべて計算のうちだったのですね」

　うっとりと見つめてくる宰相補にハハハと乾いた笑いを返すことしかできない。

「公共事業って、本当に効果があるんだな」

　授業で習ったことをここまで分かりやすく体験することになるとは思ってもみなかった。

「とにかく、税収が多かったのは、まあ、良かったんじゃないか」

　書類を捲りながら椅い子すに座る。細かく金額が書き込まれた表がずらずらと続くので途中で読むのを止やめた。ムツィオが再び咳払いをする。

「これは、もう一つ蔵を造らねばなりませんな」

「いや、使えよ。税金は貯ため込こんでないで国民の生活のために使うものだろ。何ですぐ蔵建てようとするんだ？」

「無論、陛下の権力を盤石のものにするためでございます」

　宰さい相しようは平然と言い切った。

「それから陛下にもう一つ、喜ばしいご報告が」

　耳元でベアトリーチェが囁ささやく。「普通に報告してくれ」とやんわり押しのけた。彼女は少し不満そうに身を引き、丁寧に一礼する。

「アートマ神王国から使者が参りました。陛下に献上品を持って来たそうですわ」

「アートマ？」

　思わず聞き返してしまった。ムツィオが三度咳せき払ばらいをする。

「アートマとは懐かしい名を聞きましたなあ。かつてはシェール王国と並び称された大国でしたが、いまや北東の一小国に過ぎませぬ。しかし現存する国家では最も歴史のある千年王国であるのも確か。特にアートマの王家は巫み女この家系でして、代々神秘的な力を有しておりますなあ」

「急にどうされたのですか、宰相閣下？　その程度のこと、説明するまでもないことですわ。陛下もすでに存じておられますわよね？」

　ベアトリーチェが首を傾かしげた。常つね信のぶは「ああ、そうだな」と答えつつ、「久し振りに名前を聞いたのも確かだ。せっかくだから宰相の話を聞いてやろうではないか」と続ける。ムツィオが「ありがたき幸せ」と会え釈しやくをした。

「アートマ王家は、その神秘的な力によって他国から尊そん崇すうを集めておりました。グロリア帝国も敬意を払ってはいたのですが、いかんせん初代皇帝は宗教嫌いでしてな。『神王』を名乗っているアートマの国王に対し『不ふ遜そんだ』と異議を唱え、戦争に」

「また、その展開！」

　反射的に叫んでしまう。ベアトリーチェが目を丸くした。

「さすがに滅ぼすことはございませなんだが、領土の大半を奪った後、国交を断絶しておりました。そんなアートマから使者が参りまして、是非、陛下に献上したい品があると申しておるのです」

「陛下の威光を、ようやくアートマ王家も認めたということですわ」

「とはいえ、罠わなの可能性も捨てきれませぬ。使者とお会いになるかどうか、陛下がお決めになればよろしいかと」

「罠……か。確かビーチェは人の心がある程度読めるんだったよな？」

「心の色いろ艶つやが視みえる、といった程度ですが。すでにアートマの使者とは私が接見致しました。帝国と友ゆう誼ぎを結びたいという思いに偽りはございませんでしたわ。それと、帝国に対する怯おびえや悔しさといった感情も見え隠れしておりましたわね」

「なるほど……。献上品の検分は？」

「大半は済ませておりますが、一つだけ、陛下に直接お渡しするよう固く命じられていると検分を拒んでいるものがございまして。このくらいの大きさの宝石箱なのですが」

　ムツィオが胸の前で両手をコの字にして向かい合わせる。長辺が二十センチほどの直方体のようだった。

「まさか、開けたら爆発するとか……」

「それはありませんわ。密ひそかに検分させましたので」

　ベアトリーチェがさらりと言う。常つね信のぶだけでなくムツィオまで目を剝むいた。

「そのような怪しい代物、調べない方が問題ですわ。使者の隙すきをついて中身を確認させたところ、それは素晴らしい宝石が一つ、収められていたそうです」

「何と!?　それはもしや、アートマ王家の秘宝ではっ」

「陛下の威光にアートマ王家もひれ伏したのでしょう」

　頷うなずき合う宰さい相しようと宰相補。彼女たちの反応を見るに、アートマ王家にとって相当価値のある宝石のようだ。

「……それほどのものを持って来たというなら、会わないわけにはいかないな。使者を謁見の間に」

　そう命じて常信は席を立った。




　アートマ神王国の使者は白かった。

　純白の礼服に白い外がい套とうを羽織り、謁見の間に入ってきたときはフードも目深に被かぶっていたので得体の知れない一団にしか見えなかった。

「グロリア帝国皇帝陛下におかれましては、ご壮健であられ、我ら一同、まこと歓喜に堪えません。このたびは謁見をお許し頂き、重ねて御礼申し上げます」

　跪ひざまずいて頭こうべを垂れた白の一団は総勢五名。その先頭にいる男が発言を許され、フードを降ろして挨あい拶さつをした。常信は「うむ」と威厳が籠こもるよう努めて頷く。白い男が大事そうに抱えていた宝石箱を捧ささげ持もち、こちらに差し出した。

「我がアートマ王国とグロリア帝国の末永き親交を願い、謹つつしんで国宝『ブラフマ』を献上致します。どうか陛下におかれましては、お納め頂きますよう」

　国宝という単語に広間がどよめく。宰相も「おお」と声を洩もらした。近衛このえ兵へいが宝石箱を受け取り、宰相に渡す。

「陛下、ご確認を」

　宰相が宝石箱の蓋ふたを開けた。常信の前に差し出す。

「……これが、国宝『ブラフマ』？」

　宝石箱の中に収まっていたのは握り拳こぶしほどの大きさの透明な宝石だった。ダイヤモンドだろうか。そっと手に取り、宙に翳かざす。たちまち光を乱反射させ、七色に輝いた。

　再び広間中にどよめきが起こる。感嘆のため息も聞こえた。

「これは……ものすごいな」

　宝石にはあまり興味のない常つね信のぶですら、その輝きに魅せられる。

　もっと良く見てみようと更に宝石を高く掲げた瞬間──

　宝石の中から真っ白な美少女が飛び出した。

「見敵必殺」

　常信の脳天に巨大な剣が振り下ろされる。至近距離の奇襲に全く身動きが取れない。

　岩が削れるような鈍い音が響いた。

　同時に空気が弾はじける。

　目を閉じ、身を竦すくめていた常信は、恐おそる恐おそる周囲を確認した。

「陛下ああああああああああああああああああっ!!」

　不意を突く絶叫に耳を塞ふさぐ。ジルベルトが飛び込んできて、こちらに背を向けて立ち塞がった。「おのれ、何やつ!?」と大音声で誰何すいかするが、肝心の常信は彼が邪魔になっていて襲撃者の姿を見ることができない。

「奇襲失敗。……玉座に魔法陣を確認」

　鈴を転がすような声がした。恐らく先程見た真っ白な少女のものだろう。次いで「姫様!?」「どうしてここに!?」という当惑した声。それに応じたらしく、鈴のような声が「使者帰還」と告げた。

「逃がしはせんぞおぉ！」

　ジルベルトが鎧よろいをうるさく鳴らして突っ込んでいく。ようやく視界が開けた。

　広間の中央付近に真っ白な少女が立っている。純白の簡素な衣服に雪のように白い肌。そして白金の髪とひたすら白ずくめだ。唯一、瞳ひとみの色は黄金で、どこかぼんやりと焦点が定まっていない印象を受ける。

　そして一際目を引くのは、先程、常信に振り下ろされた大剣だ。小柄な少女の背丈よりも長そうな刀身をもつそれを、彼女は悠ゆう々ゆうと担かついでいる。「ぜえええい！」と叩たたきつけられたジルベルトの剣を軽々といなし、ひょいと身を翻ひるがえした。

「取り囲め！」

「決して逃がすな！」

　警備兵が四方八方から少女に群がり、槍やりを突き出す。完全に包囲されたと思いきや、彼女はひらりと跳ちよう躍やくした。そして、こちらを見る。

「？」

　黄金の瞳と目が合った。

　と思ったときには膝ひざの上に少女がいた。

「え？　あれ？」

　目を瞬かせる。何が起きたのか全く分からない。ムツィオとベアトリーチェが同時に「陛下！」と叫んだ。標的を見失い、きょろきょろと周囲を見回していたジルベルトたちが玉座の方を見て「ああっ？」と悲痛な声を上げる。

「皇帝陛下。こんにちは」

　常つね信のぶの膝に乗った真っ白な少女は、大剣を担かついだまま淡々と挨あい拶さつをしてきた。

「こ、こんにちは……」

　挨拶を返す。少女が小首を傾かしげた。

「宣戦布告。私、『光の姫ルーテツサ』ユーリ。国宝を返還希望」

　そう言うや否いなや、常信の手から宝石を奪い取る。「あっ」と口にしたときには姿が消えていた。左右を見回しても見当たらない。

　広間の出入り口近くで窓ガラスが割れる音がした。

　皆の視線がそちらに向く。

　真っ白な少女──ユーリがそこにいた。大剣で窓ガラスを割ったらしい。黄金の瞳ひとみと再び目が合った。

　ほんの僅わずかに微笑ほほえみ、次の瞬間には、彼女はいなくなっていた。
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「…………」

　何が何だか分からない。

　突然の襲撃と撤退。その動揺が広間を覆い尽くしていた。

　ふと気がつく。

　アートマ王国の使者五人の姿も見当たらない。その代わりに純白の外がい套とうが五つ、床に広がって落ちていた。
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第二章　戦隊ヒーローものでよく見るアレ（ただし緑はいない）







「ネタにされてる……」

　常つね信のぶは執務机に肘ひじをついて項垂うなだれた。

「何たること！　井戸端会議に参加した者を全員、捕らえましょう」

　ムツィオが怒声を上げる。しかし常信は首を振った。

「そんなことをしても意味はない。それより画像を上げてくれたのは助かった。あのときは何が何だか分からないうちにいなくなったから、顔をよく確認できなかったんだ」

　水晶球に画像を映し出し、「光の姫ルーテツサ」ユーリの姿を拡大表示させる。

「本人に間違いないかと」

　そう言ったのはサルバドール・フェレーロ元公爵だった。

　首尾良く帝都に連れて来ることができた彼は、宰さい相しようと組んで帝国貴族への根回しを密ひそかに行っているらしい。

　サルバドールは公爵として東部を治めていた頃、帝国の北東部と国境を接しているアートマ神王国に密偵を派遣して常に国内情勢を探らせていたそうだ。現国王の娘であり巫み女この地位にあるユーリの顔も確認したことがあるという。

「アートマ神王国は女系です。次期女王に選ばれた娘が『巫み女こ』の地位に就き、教会で神の声を聞く修行をするそうですな。そして戴たい冠かん式しきの折、神より認められた王、『神王』に即位するとか」

「つまり、ユーリは次期女王候補ってことか。しかも『光の姫ルーテツサ』だなんて……」

「巫女でありながら暗殺者の真ま似ね事ごとをするとは、立場を弁わきまえぬ不届き者ですな」

　元公爵が顰しかめ面つらになる。

「問題はそこじゃないだろ……。あんなにあっさり侵入されて、しかも使者まで全員取り逃がして、ここの警備体制はどうなってるんだよっ」

「警備体制の見直しを早急に致します。それからユーリ姫についても徹底的に調べさせましょう」

　宰さい相しようが素早く答えた。

「頼んだ……。俺は、少し休む」

　アートマ王国の使者を迎え、「光の姫」ユーリの奇襲を受けてから数日。

　城内はいまだ騒そう然ぜんとしていた。

　あまりに見事な奇襲と撤退を見せつけられ、いつ何時、命を狙ねらわれるか分からない恐怖が城内に広まっている。その暗い雰囲気は徐々に帝都を浸食しつつあった。

「ロザリンドを捕らえたことで油断してたのかもしれない……。『七勇神姫セテイオ・プリンサ』は基本、チートキャラなんだ。あいつらのこと、もっと念入りに調べて対策を立てておかないと」

　一人呟つぶやきながら廊下を進み、私室に入る。

「お帰りなさい、へーか」

「お邪魔してるよー……」

　リビングにはパオラとキャラがいた。

　二人ともこたつに潜り込んでぬくぬくしている。

「……えっ？」

　常つね信のぶは目を見開いた。

「何で!?　何で、こたつがあるんだ!?」

「もちろん、寒いからだよ！　冬はこたつだよねぇ」

「あー……ダメになるー……」

　緩みきった二人の下に駆け寄り、まじまじと見下ろす。正方形のテーブルに羽毛布団が挟まれ、天板にはみかんの入った籠かごまで置かれてあった。

「へーか、みかん食べる？　甘くて美お味いしいよ」

　パオラが和みきった顔でみかんを一つ手に取る。常信は布団の端を摑つかみ、ガバッと捲まくり上あげた。

「ひゃあっ？　へーか、寒いよーっ」

「うー……何してんのー？」

　こたつの中でパオラの足がもじもじ動く。首まで潜り込んでいたキャラは猫のように丸くなった。

「これは……魔力で発熱してるのか？」

　天板の裏にあたる部分を覗のぞき込こむ。厚みのある円形の板が貼はられており、それが橙だいだい色の柔らかな光を放っていた。試しに指先でちょっと触れてみる。熱を放射しているのに板そのものは熱くなかった。

「へーかぁっ。早くお布団戻してぇ」

　パオラが足をパタパタさせる。ついそちらに目をやってしまい、無防備な太ふと股ももに焦った。「ああ、ごめん」と慌てて布団を降ろす。

「別にこたつなんて珍しくないでしょー……？」

　キャラが眠そうな目でこちらを見上げてきた。こたつに足を入れながら「まあ、なあ」と曖あい昧まいに返す。

「こたつって、いつ頃からあったっけ？」

　少々際どい発言になってしまうが、疑問の方が勝まさり、常つね信のぶはそう尋ねてみた。キャラの耳がピクッと動く。

「あたしが生まれたときには普通にあったけどー……」
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「お祖じ父いちゃんが子どもの頃からあるんだって」

「そんな前から……おかしいぞ。やっぱり思ってたのと違う……」

　考え込む常つね信のぶにパオラが「はい、あーん」とみかんを一房差し出してきた。「ありがとう」と受け取ろうとするが、スッと手を引かれる。

「へーか、あーん！」

　強めに言われて気づいた。「あ、あーん」と控えめに口を開ける。みかんが押し込まれた。パオラの指が少しだけ唇に触れる。

　舌の上に乗ったみかんを嚙かみ潰つぶすと、酸味のある甘い果汁が口の中に広がった。

「えへへーっ。へーか、美お味いしい？」

「あ、うん。美味しいよ」

　胸が高鳴る。「じゃあ、もう一口」と差し出されたみかんを口に含んだ。

　甘い空間にすっかり和む。

「って、それどころじゃないんだ！」

　バンと天板を叩たたいた。パオラが「ふやっ」と可愛かわいらしい悲鳴を上げる。

「『七勇神姫セテイオ・プリンサ』だよ！　彼女たちのことをもっと調べないといけないんだ！　特にこないだの『光の姫ルーテツサ』！　あの能力は一体、何なのかっ……」

「あー、それねー……」

　キャラがもそもそと身を起こした。

「ここの警備体制……ちょっと調べたんだけどー……。『光の姫』が警備網を破った痕こん跡せきはなかったんだよねー」

　晶機コムニカを弄いじりながら言う。常信もパオラも身を寄せて彼女の手て許もとを覗のぞき込こんだ。

　そこには城内の３Ｄマップが映し出されている。キャラが指で操作すると拡大されたり縮小されたり、細かい説明文が表示されたりした。

「何だ、これ!?　いつの間にこんなの作ってたんだ!?」

「設計図を読み込ませたら自動で立体的に表示してくれるアプリ作ったんだー……。それに警備体制のデータを入力しただけだよ……」

　驚く常信にキャラは何でもないことのように答える。パオラが「すごいね」「すごいね」とはしゃいだ。

「でねー……。この城って魔力結界で覆われてるし、建材も全すべて魔力付与されてるから、物理攻撃にも魔法攻撃にもかなり耐えられるようにできてるんだけどー」

「そうなのか？」

　思わず口走ってしまった。まずいと思ったが、案の定、キャラが眠そうな目をじろりとこちらに向けてきた。

「陛下ー……そんなことも知らなかったのー？」

　呆あきれた声音で言う。どうやら単にものを知らないだけだと思われたようだ。

「へーかにも困ったものですねぇ。魔力結界はジョーシキですよ」

　パオラが偉そうに胸を張る。たゆんと大きなものが揺れた。

「魔力による防御はすごく強いんだよっ」

　鼻高々に解説を始める。せっかくなので稀き代たいの天才召喚魔法使いの話を聞かせてもらうことにした。

「例えば、このみかん！」

　常つね信のぶが興味を持ってくれたことに気を良くしたのか、パオラは活いき活いきと語る。元気良く掲げたみかんを「ムムムムム……」と見つめた。

「このくらいでいいかな？　はい、へーか。皮をむいてみて」

　手渡されたので軽くもんで剝むいてみる。ところが皮に親指の爪を立てても全く通らなかった。感触は柔らかいのに食い込まない。

「な、何だ、これっ？」

「パオラー……相変わらず、魔力量すごいねー……」

　キャラが常信の手て許もとを注視した。

「ぐぬぬぬぬぬぬぬっ」

　意地になって爪を押し込む。不意にビリッと指先に痺しびれが走り、いきなり親指がみかんの中に突っ込んだ。汁が飛び散る。

「うわっ？　いきなり入ったぞ」

「へーかに破られちゃったね」

　パチパチとパオラが拍手をした。親指を引き抜き、常信はみかんの皮を剝いてみる。簡単に剝けた。

「……今のが魔法の効果なのか？」

「ううん。今のは私の魔力でみかんを包んだだけだよ。それでも、あのくらいの防御力はつけられるんだ」

「魔力で包んだだけっ？　確かに強力だな……」

　剝いたみかんをしげしげと見つめる。どう見ても何の変哲もないみかんだ。

「パオラは特別、体内の魔力量が多いからねー……。パオラが本気で拒んだら、それだけで相手はかるーく弾はじき飛とばされるよ……」

　そんなことを言いながら、キャラはパオラの豊満な胸をむにむにと揉もんだ。「キャラちゃん、くすぐったいよぉ」と銀髪巨乳娘が笑う。

「じゃあ、この城は魔法によって守られているんだな？」

「そういうことー。で、魔法による防御は……魔力が全くない攻撃じゃ破れないんだー」

「さっき、へーかが私の膜を破れたのは、へーかの魔力が指先に集まったからだよ。破ったとき、ちょっとビリッとしたでしょ？」

「ああ、あれってそういう……えっ？　俺も体内に魔力を有してるのか？　じゃあ、魔法を使えたりっ？」

「うーん……。へーかの魔力量じゃ無理だと思う」

　純粋な瞳ひとみで言われてしまった。

「人間種はみんな、そこそこの魔力を持ってるからねー……。でも、それを魔法として行使できるのは一部の人間だけだよー」

　キャラがパオラの胸に頰ずりしながら言う。そろそろやめさせようかと思ったところに予想外の言葉が飛んできた。

「あたしたち獣人族には魔力が全くないからねー。帝国との戦争に負けたのも、そのせいだって言われてるしー……」

「魔力がない!?　帝国との戦争!?」

「えーっ……それも知らないのー？　陛下、獣人族に興味なさ過ぎ……」

「ご、ごめん。キャラ、もう少し詳しく話してくれないか？　獣人族に魔力がなかったら、どうして戦争に負けることになるんだ？」

　常つね信のぶの反応が意外だったらしく、パオラのおっぱいを堪能していたキャラがぬるりとこちらに顔を寄せる。じいっと下から覗のぞき込こまれた。

「陛下ー、話聞いてたー？　魔法防御は魔力のない攻撃じゃ破れないんだよ……。あたしら獣人族がどんだけ火力の高い武器を発明しても、全部、魔法防御で防がれちゃったら意味ないしー」

「火力が高いって、大砲とかか？」

「あー……そんなのもあったねー……」

　キャラが晶機コムニカを弄いじって幾いくつか画像を表示させる。常信は「え？」と目を見開いた。

「……これ、機関銃だよな？　こっちは、バズーカ砲とかいうんじゃなかったっけ？」

　そこに映し出されていたのは現代兵器と思おぼしき映像。

　獣人が迷彩服を着て銃火器を構えている写真もあった。更には狙そ撃げき銃じゆうや輸送トラック、手しゆ榴りゆう弾だんにダイナマイトらしき画像もある。極めつけは数人の獣人兵士が乗り込んだ戦車の写真だ。もはや中世ヨーロッパ風の世界観など、どこにも見当たらない。

「陛下、古い武器に詳しいねー……」

　吞のん気きに感心するキャラに慌てて尋ねた。

「いやいやいや！　こんなすごい兵器持ってて、何で負けたんだよ!?　剣や弓より遥はるかに強いだろ!?　射程だって圧倒的に長いし！」

「だからー……全部、魔法防御で防がれちゃったって言ったじゃーん……。武器だけじゃなくて、個々人の戦闘力でいっても獣人族の方が人間種より断然上なんだけど、帝国兵はみんな魔力付与された防具で身を守ってたから攻撃が通じなかったんだー。それなのに帝国兵の攻撃はこっちに有効だから、どうすることもできなかったんだよ……」

「そ、そうか……。魔法って相当強力なんだな」

　それでも半ば信じられない思いで画像を眺め続ける。

「……一度、現物を見てみたい気もするな。この兵器に魔力を付与して魔法防御を破れるようにできれば最強だろ？　そういう研究とか行われてないのか？」

「それねー……」

　キャラがこたつの天板に頰をくっつけた。やる気なさそうに答える。

「魔力を持ってないあたしたちには無理な話なんだよねー……。研究したくても魔力がないんじゃ魔法そのものを扱えないしー」

「ああ、そうか……。確かに、そのくらいのことは誰でも考えつくよな。実現してないのには、それなりの理由があるってことか……」

　自分の凡人らしい浅はかさに気づき、常つね信のぶは苦く笑った。

「話が脱線したな。それに、すまない……。辛つらいことを話させた」

　キャラに頭を下げる。

　以前、ムツィオから帝国の大まかな歴史を聞かされたことがあった。そのとき宰さい相しようは獣人族と度たび重かさなる交渉をしたと言っていたが、実際は戦争、それも一方的な虐殺に近いことをやったのだろう。

　獣人族の中には帝国に対して恨みを抱いている者も少なくないのではないか。そんなことを思い、常信は重苦しい気持ちになった。

「何で陛下が謝るのー？　別にあたし、何も辛くないけど……」

　ところがキャラはぽかんとしている。あれ？　と首を捻ひねった。

「帝国と戦ったのってすごく昔のことだから、陛下もあたしも生まれてないよー。それに、戦争したのは獣人族の中でも好戦的で他種族を虐げてた支配種族なんだよねー……。うちらみたいなのは帝国兵に加勢して支配種族を追い払ってもらった方だって祖じ父いちゃんも祖ば母あちゃんも言ってたなー」

「あ、そうなんだ……。獣人族の中でも色々あったんだな」

「まあ、あたしにはどうでもいいことだけどねー……」

　再びキャラがパオラのおっぱいに顔を埋うずめようとする。首根っこを摑つかんでそれを止め、常信は尋ねた。

「そうなると、ユーリは相当強力な魔法を使って結界を越えてきたってことになるんだな？　俺には宝石の中から出てきたようにも見えたんだが。あの場にいた者の中で、同じことを言っている者もいる」

「やっと本題かー……」

　キャラが晶機コムニカを弄いじる。

「どんな経路で結界を破ったのか調べてみたんだけどねー……。どこも破られてなかったんだよねー。謁見の間に、いきなり現れてるんだ」

「やっぱり、宝石の中に隠れていたのか!?　そういう魔法があるのか!?」

「うーん、どうだろー……？　それに、帰りは結界を破って出ていってるんだよねー。多分、ユーリが結界に穴を開けて、そこを通ってアートマの使者も転移させてる……」

「使者がいなくなった理由は調べがついた。五人が羽織っていた外がい套とうにあらかじめ転移魔法陣が描かれていたらしい。きっとユーリが転移魔法を発動させたんだろう」

「そうなるとー……。あー……やっぱり魔法のことって苦手だなー。パオラー、あと、よろしくー……」

　キャラがパオラの方を見た。彼女は晶機を真剣な表情で見つめていたが、二人の視線に「どうしたの？」と小首を傾かしげる。

「パオラ。ユーリの能力についてなんだけど……」

「うん！　それを今、知恵袋で聞いてたんだっ。ユーリちゃんはすごいんだよ！　瞬間移動ができるんだよ！」

　嬉き々きとしてパオラが晶機の画面を見せてくれた。
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「……どこからツッコめば良いんだ」

　質問の時点で大幅にずれているのに、回答も好き勝手な方向に走り回っている。唯一、ブライアンの回答だけは興味深かったが。

「過去にも『七勇神姫セテイオ・プリンサ』って現れたことがあるんだな。でも、瞬間移動か……」

　唸うなってしまう。ここに書かれてあることが事実で、ユーリも同じ力を有しているのだとしたら常つね信のぶ自身が引きこもりになるしかない。

「暗殺者に怯おびえながら引きこもるなんて最悪じゃないかっ……。どうにかして対策を立てないと、また……？」

　何か足元でもぞもぞと蠢うごめいている。こたつの布団が盛り上がり、中からパオラが顔を出した。

「パオラっ？　何やってるんだ？」

「へーかのお膝ひざはわたしが守るんだよ！」

　嬉うれしそうに言って身を捩よじり、強引に収まってしまった。あぐらをかいていた常信の上に上う手まいこと座り、ご満まん悦えつだ。

「これならユーリちゃんもへーかのお膝に乗れないねっ。もう大丈夫！」

「えっと……問題なのはそっちじゃないんだけどなぁ……」

「へーか、みかん食べさせて♪」

　こちらによりかかり、あーんと可愛かわいらしく口を開ける。常つね信のぶは剝むいたままだったみかんを取り、一房口に運んでやった。パクッと少し身を乗り出して咥くわえたせいで人差し指までくわえ込んでしまう。

「んんっ……」

「おっと、ごめんごめん」

　すぐ指を引き抜いたが、パオラの唾液がツウッと糸を引いた。

「…………」

　背徳的なものを感じてしまい、慌てて頭を振る。

「ねえねえ、陛下ー」

「何でしょうか!?」

　突然、キャラに話しかけられ、肩が跳ねた。

「これ、ちょっとすごいかもねー……。こないだ誰かが作った動画投稿サイトにさっき上げられた動画みたいなんだけど、ものすごい勢いで再生数が伸びてるよー……」

「動画投稿サイト？　どんどんファンタジー感がなくなっていくなあ」

「あー……これって、えっと、水晶球あるー？　大きい画面の方が良いかもねー」

　動画を観みていたキャラがリビングを見回す。常信はパオラを降ろしてこたつを出た。奥に置いてある私用の水晶球を持って来てこたつの天板に置く。

「これでいいか？」

「あんがとー……。これ、また面倒なことになるかもねー……」

　キャラが不安を煽あおる物言いで水晶球を操作する。「早く早く」と急せかされてパオラを膝ひざの上に乗せ直した常信は、こたつに潜り込んで水晶球を覗のぞき込こんだ。

「動画投稿サイトって何か分かるー？」

　キャラが聞いてきた。

「そのものズバリ、動画を投稿できるサイトだろ？　井戸端会議でも画像を添付したりできてたけど、こっちは動いてる画を載せられるんだ」

「陛下って時々、鋭いんだよなー……。変なのー」

「まあ、いいじゃないか。知識の偏りは人それぞれだって」

　適当に誤ご魔ま化かしていると、件くだんの動画が再生される。

　水晶球の画面に映っているのは劇場の舞台のようだった。誰もいない。

　力強いドラムの音が鳴り響き、音楽が流れ出した。

　手拍子したくなるような躍動感のある曲だ。

　そして「とうっ！」というかけ声とともに一人の美少女が画面中央に飛び込んできた。前転を決め、素早く身構える。

　ポニーテールにした黒髪が大きく舞い上がった。

　小麦色の肌に水色を基調としたビキニ型の鎧よろいが映える。画面の外から投げ込まれた槍やりを受け取り、軽やかに振り回してみせた。こちらに向かって見み得えを切る。赤い瞳ひとみが強い意志を感じさせた。

「ナタリア!?」

　常つね信のぶは目を見開く。にわかには信じがたかったが、画面に映っているのは以前ルビーク川で戦った「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人、「水の姫アクウイツサ」ナタリア・テラディリャスだ。

　彼女は画面の外から奇怪な声を上げながら姿を現した全身黒ずくめの男たちを相手に大立ち回りを演じている。長なが槍やりを巧みに操り次々に男たちを打ち倒していく姿は「七勇神姫」の名にふさわしい美しさと力強さがあった。

　黒ずくめの男たちが全員打ち据えられ、舞台から姿を消す。

　一人だけになったナタリアは舞台中央に戻り、曲のクライマックスに合わせてポーズを決めた。ぐっとカメラが彼女に寄る。

「あたしが『水の姫』ナタリア・テラディリャスだ！　死にたい奴やつからかかってきな！」

　堂々と名乗りを上げた。

「わーっ。すごい、すごーい！」

　パオラが瞳をキラキラ輝かせて拍手をする。

　一瞬、暗転し、音楽が変わった。今度はアップテンポながらも軽やかな曲調だ。誰もいなくなった舞台に新たな美少女が「え～い」と跳んでくる。

　まず目を引いたのは爆乳だった。

　パオラを凌しのぐのではないかという巨大な胸が赤系統で統一された服によって強調されている。ナタリアと同じくらいの長身で、手には戦せん斧ぷを持っていた。

　またしても黒ずくめの男たちが彼女を囲むが、爆乳お姉さんは「あらあら～」と緊張感がない。頰に手を当て、「どうしましょ～」とにこやかに言いながら片手で戦斧を振り回した。男たちが数人吹っ飛ばされる。

　斧おのによって巻き上がった風にウェーブした髪がなびく。茶髪のようだが、光の加減ではオレンジにも真紅にも見えた。爆乳をぽよんぽよん揺らしながら男たちを打ち倒した彼女は、「えっと～。ここよね～？」と足元を確認して舞台中央に戻り、決めポーズを取った。

「うふふふ。『火の姫フイアネツサ』マリアンヌ・レーヴェ・スライフォードで～す。悪い子は焼き滅ぼしちゃうぞ～♪」

　またしても一瞬の暗転。曲調が荘そう厳ごんで神秘的なものになった。

「ああ！　ユーリだ！」

　半ば予想はしていたが、本当に登場したので常信は声を上げてしまう。「この子がユーリちゃんなんだね」とパオラが真剣な表情になった。

　舞台に現れたのは先日と同じ服装の真っ白な美少女。

　大剣を担かつぎ、前二人と違って普通に歩いて画面に登場した。こちらを向き、そのまま動きを止める。左右からお馴な染じみの黒ずくめが威勢良く現れ、囃はやし立たてるように跳びはねた。しかし彼女は一向に気にした様子もなくじっとこちらを見ている。

　男たちが一斉にユーリに飛びかかった。パオラが「ユーリちゃん、逃げてーっ」と叫ぶ。当の本人はチラリと視線を動かし、次の瞬間には消えていた。

「わ！　すごーい！　瞬間移動だよ、へーか！」

　膝ひざの上でパオラが興奮したように身を揺する。密着しているので色々と困るのだが、彼女はお構いなしだ。必死に画面に意識を集中させる。

　画面では黒ずくめの男たちが瞬殺されていた。巨大な剣の剣筋が全く見えない。気づけばユーリは舞台中央に突っ立っており、曲の盛り上がりに合わせて名乗りを上げた。

「一撃必殺。『光の姫ルーテツサ』ユーリ」

　それだけ言ってさっさと舞台袖そでに歩いていく。暗転した。

　唐突な合唱。

　真っ暗なままの舞台に一条のスポットライトが差し、一人の美男子、いや、男装の麗れい人じんを照らし出した。

「おまたせ、子猫ちゃん」

　ウインクする。常つね信のぶはあんぐりと口を開けた。

　今までの三人と違い、彼女は武器を持っていない。しかも一人で歌い踊り始めた。舞台が一気に明るくなり、周囲に黒ずくめの男たちが現れる。「お前たち♪　何者だーっ♪」と芝居がかった声で問とい糾ただし、襲い来る者どもをバッタバッタと打ち倒した。舞い踊りながら拳こぶしを突き出し、足を蹴け上あげる。途中で何な故ぜか男たちに抱え上げられ、天を舞うかのように大きく両腕を広げて舞台の端から端まで移動した。

　クライマックスに合わせて舞台中央に戻ると、シンバルの音とともに決めポーズ。同時に周りの男たちが一斉に画面外へと弾はじき飛とばされるように後退していった。

「そう！　『闇の姫ブイオツサ』シエラ・ログルド・バートロンとはボクのことさ！　もう大丈夫。ボクが全すべてを、救ってあげる」

　最後は妙に色気のある囁ささやき声になり、投げキッスを飛ばす。暗転した。

　リズミカルな音楽が奏でられ、色彩豊かな光が舞台上を踊る。

「みんな～！　いっくよー☆」

　元気の良いかけ声に続いて舞台に登場したのは中東の踊り子を彷ほう彿ふつとさせる小柄な美少女だった。黄色を基調とした露出の多い格好で体操選手のように軽やかにバク宙や側転をして舞台を所ところ狭せましと駆け回る。こちらに向かって瑞みず々みずしい笑顔で手を振ってきた。

「わーっ！　可愛かわいいーっ」

　パオラが手を振ふり返かえす。

　踊り子少女は両手にナイフを持ち、剣舞のように舞いながら黒ずくめの男たちを薙なぎ倒たおしていった。さらに「まだまだ、これからだよ～☆」とこちらを指差す。カメラが引き、舞台全体を映し出したかと思いきや、その舞台が震えだした。

　見ているうちに舞台が大きくうねり、形状を変える。幾いくつもの石柱が立ち並ぶ回廊になったかと思いきや、豪ごう華か絢けん爛らんな大広間、木漏れ日が降り注ぐ森林風景、大おお海うな原ばらを進む帆船のデッキと目まぐるしく変化した。

　その中を少女は楽しげに舞い踊る。地面から人間サイズのゴーレムが生まれ、彼女の後ろで群舞を見せた。いつしか両脇にも十メートルほどのゴーレムが立ち、音楽に合わせて踊っている。舞台中央で少女がポーズを決めると、全員が動きを止めた。夜空に鮮やかな花火が咲き誇る。

「あなたのハートに幸せプレゼント☆　みんなのアイドル、『地の姫スオロツサ』マライカ・ビッテ・アラースムだよ☆　ありがとー♪」

　満面の笑顔で自己紹介をし、大きく手を振った。

「ふわわーっ！　すごいよー！　感動だよー！」

　パオラは大喜びだ。

　暗転。

　そして画面いっぱいにマリアンヌの顔が映し出された。

「火の姫フイアネツサ～」

　そう言って、とことこと後ろに下がっていく。すかさずナタリアがアップになった。「水の姫アクウイツサ！」と言って後ろに下がる。「地の姫☆」とマライカがウインクし、「光の姫ルーテツサ」とユーリが平へい坦たんに言った。

「そして闇の姫ブイオツサ！」

　最後にシエラが芝居がかった口調で宣言し、背後の舞台に駆け上がる。中央に立ち、こちらに向き直った。

「ボクたち」

　シエラが口を開き、五人同時に叫ぶ。

「「「「「『七勇神姫セテイオ・プリンサ』スーパー５!!」」」」」

　各々がポーズを決めると同時に、後ろで赤、青、黄、白、黒の爆煙が上がった。

　パチパチパチパチパチ！

　パオラが熱心に拍手をする。

　対して常つね信のぶは、開いた口が塞ふさがらなかった。

　俺、何を見せられてるんだ……？　と首を捻ひねる。

「観みているか、皇帝！」

　シエラがキリリと表情を引き締めて言った。

「ボクたちは、大切な仲間『風の姫ヴエネリツサ』ロザリンド救出のために立ち上がった！」

　ビシッと無駄に大きな動きでこちらを指さす。

「彼女を虜りよ囚しゆうとし、あんなことやこんなことや、あまつさえそんなことまで……えっ？　そ、そんなことまでっ……いやいや、さすがにそんなことまでは……やっているのか!?　やっているのか、そんなことまで!?　一国の姫だぞ!?　一国の姫に、まさかそんなことまでやるだなんて……この、破は廉れん恥ち外げ道どう!!」

　ガバッと片手で顔を覆い、苦しげに眉まゆを顰ひそめた。ツウッと涙が頰を伝い落ちる。

「何てことだ……。ロザリンドにそんなことまでするだなんてっ……それが人のすることかぁっ？　皇帝！　よく聞け！」

　バッと手を振り、涙を払い飛ばしてシエラが断言した。

「ボクたちはお前を絶対に許さない！　絶対にだ！」

「おおーっ！」とナタリアとマライカが勢い良く、マリアンヌがのんびりと、ユーリはどうでもよさそうに腕を突き上げる。

「ボクたちは帝国に宣戦布告する！　皇帝、お前の命運は尽きたと思え！」

　最後にシエラが堂々と宣言し、動画は終わった。

「…………」

　言葉が出ない。

[image: ]

　あまりの展開に思考が追いついていなかった。

　呆ほうけている常つね信のぶの胸元で、か細い声がした。

「へーか……」

　ハッとして見下ろす。

　先程とは打って変わって、パオラがシュンとしていた。瞳ひとみを潤うるませてこちらを見上げてくる。汚れを知らない眼まな差ざしで言った。

「どうしてシエラさんは怒ってたの？　あんなこととかこんなことって何？　へーかはロザリンドさんにひどいことしてないよね？　ちゃんと大切にしてるよね？　それなのに、何で……」

「そ、それはもちろんっ……」

　言いがかりだと言おうとして、ハタと口を噤つぐむ。

　シエラの発言はただの煽あおりだろう。「あんなことやこんなこと」という具体性のない言葉でなら幾いくらでも相手を非難できる。ただ、緊急事態であったとはいえ、従属魔法の影響でロザリンドに「あんなことやこんなこと」をしてしまった自覚はあった。

「か、彼女たちは何か勘違いをしてるんだよ……。俺がそんなことするわけないじゃないかー」

　視線を逸そらし、我ながら下手くそな言い訳をする。

　ところがパオラは「そうだよね！」と花咲くような笑顔を見せた。

「へーかはひどいことしないもんね！　みんな勘違いしてるだけだよね！」

　真まっ直すぐな瞳を直視できない。

「パオラー……従属魔法はひどいことのうちに含まれないんだねー」

　キャラがこたつに潜り込みながら言った。常信はドキッとしたが、パオラはさらさらの銀髪を揺らして首を傾かしげる。

「従属魔法はへーかの言うことをちゃんと聞けば良いだけだから、ひどくないよ？　それに気持ち良くもなるんだよ。良いことずくめだよ」

「あー……。そういう発想かー。さすがパオラー」

「へーかはロザリンドさんにひどいこと命じたりしないから、従属魔法は何にもひどくないんだよ。でも、悪用には気をつけないといけないよね！　ありがとう、キャラちゃん！　従属魔法はへーか専用にするから安心してねっ」

「そっかー……。じゃ、おやすみー」

　そう言ってキャラはこたつで丸くなった。常信はこたつから抜け出る。

「パオラ、俺、ちょっと今後のことを話し合ってこないといけないから」

「そうなの？　いってらっしゃーい！」

　元気に見送られ、執務室に向かった。
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　案の定、井戸端会議はかつてない盛り上がりを見せていた。

　初めに見つけた会議だけでなく、『七勇神姫セテイオ・プリンサが本気出してきた件』『七勇神姫のヤバイ動画見つけた』『七勇神姫が宣戦布告してきた件』『陛下はロザリンドに何をしたのか考える会』等々、様々な会議が立ち上がっており、そこで動画について益体のない会話が繰り広げられている。

「即刻、動画を削除させましょう！　このサイトを運営している者を捕らえ、処罰することも念頭に置かねば！」

　執務室でムツィオが荒ぶる。しかし常つね信のぶは首を振った。

「そんなことをしても国民の不満が高まるだけだ。それに、もう手遅れだろうな」

「残念ながら、そのようですわ」

　ベアトリーチェが水晶球を操作する。

「元の動画は二時間余りで十万再生を超えております。その動画を余よ所そのサイトに上げている者もいて、さらにそれを別のサイトで上げる者まで……。全すべてを削除させるのは不可能かと……」

「おのれ『七勇神姫』、誅はかりおったな！」

　悔しげに宰さい相しようが吐き捨てた。

「しかし、このまま放置するわけにもいきますまい。早々に何らかの手を打たねば」

　サルバドールが腕を組む。ベアトリーチェはつまらなさそうに息をついた。

「陛下がロザリンドにあんなことやこんなこと？　バカバカしいですわ。陛下が私以外の女に欲情することなどあり得ませんのに」

「ビーチェも唐突にぶっ込んでくるな……」

「そうですわ、陛下！　私と陛下の仲むつまじい動画を投稿して、下らぬ言いがかりを一掃致しましょう！」

　金髪エルフが名案とばかり身を乗り出す。

「却下だ」

「どうしてですのぉ？」

「それ、単にビーチェがやりたいだけだろ！　……それより向こうが宣戦布告してきたのは確かなんだ。今はそっちの対策を練る方が有意義なんじゃないか？」

　ムツィオ、ベアトリーチェ、サルバドールと順に目を向ける。三人とも頷うなずいた。

「『地の姫スオロツサ』がいるエイズルム王国は十四カ国連合軍に加わっておりました。終戦協定を結んだばかりだというのに、これは厳しく問責せねばなりますまい」

「アレグランサは『水の姫アクウイツサ』を打ち負かしているので、ただちに戦争を行えるほどの力は蓄えられていないはずなのですが……」

「アートマ神王国には『光の姫ルーテツサ』の奇襲の件でも追及する必要がありますな」

「問題はテルエとブリムレックですわね。両国とも十四カ国連合軍には加わっておりませんでしたし、『闇の姫ブイオツサ』がいるテルエは大陸二番目の国土を持つ国。ブリムレックにも『火の姫フイアネツサ』が率いる竜騎士団がおります。数ではこちらが勝まさっているとはいえ、ブリムレックの竜騎士団は大陸最強との呼び声が高いですわ」

「マリアンヌ殿の騎乗する竜は、セキリンダイシンリュウだそうですからな」

「あんな怪物を乗りこなすとは、どれほどの強者なのか……」

　三人が口々に意見を述べる。こうなると常つね信のぶにはついていけない世界だ。適当に相あい槌づちを打っておく。じきに今後の方針が定まった。

「陛下、まず五カ国に使者を立て、動画の件について真意を問とい糾ただすべきかと。あの宣戦布告は様式に則のつとったものではありませんので」

「その上で、陛下を公然と侮辱したことについて賠償を求めましょう。これは高圧的に出て良いかと。今のエイズルム、アレグランサとアートマに交戦能力はございませぬ」

「ブリムレックには私が参ります。竜を数多く飼っている関係で、あの国には妖精族が少なくありませんから。一度、実家に戻って父からブリムレック国内の妖精族に話を通してもらいます」

　立て続けに提案される。常信は少し圧倒されながら頷うなずいた。

「よかろう。そのように為なせ」
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　二週間経たっても会議室の盛り上がりは収まらなかった。

「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の動画はついに一千万再生を超え、なお再生数を伸ばしている。新たな会議室が続々開かれ、皇帝に対し、ロザリンドに行ったことを動画で配信するよう求める声が日増しに大きくなっていた。

「……この国は大丈夫なのか？」

　常つね信のぶは頭を抱えた。

　こういう騒ぎは下手に反応すると、かえって大事になる。

　そう考えて、あえて放置していたが、皆、まるで落ち着く気配がない。「真実を明るみに出せ！」と声高に主張し、各領地の役所に嘆願書が届けられる事態にまでなっていた。

「陛下、これはもはや無視できませぬ」

　帝国宰さい相しようが重々しい口調で言った。

「時期も悪うございました……。農閑期に入って屋内での作業が増えたこともあり、国民は家で楽しめる娯楽に飢えておったのです。そこに格好の動画が投稿されたもので一気に食いついたのでしょう。何らかの対応を取らねば、収まりますまい」

「……そうだな。打つ手を誤ったか」

　項垂うなだれる。やはり自分は凡人だ。こういう危機に対して的確な対応が取れない。常信は目の前に立つムツィオとサルバドールに尋ねた。

「どうすればいい？」

「畏おそれながら……」

　ムツィオが口を引き結び、険しい表情になる。断腸の思いといった顔で答えた。

「こうなっては仕方ありませぬ。ロザリンド殿の調教エロ動画を配信致しましょう」

「何、言ってんの!?　バカなの!?」

「ですが！　今、国民が一番に望んでおるのはそれですぞっ」

　禿とく頭とうの宰さい相しようは意外にも強気で押してくる。執務机に両手をつき、鼻息荒く言った。

「ロザリンド殿に何もしておらぬこと、儂わしも重々承知しております！　ですが！　そんな夢のない真実よりも、国民が喜ぶ噓うそをつく！　それもまた国の長おさたるものの務めではありませぬか!?」

「ありませぬよ！　それっぽい理屈並べてるけど、単にお前が見たいだけだろ!?」

　ムツィオを指差す。「ぐぬぬっ」と身を引いた宰相に代わり、隣で押し黙っていたサルバドールがぽそりと言った。

「陛下は、ご覧になりたくないのですか？」

「その質問はずるい！　そういう問題じゃないからな！　一国の姫に変なことしたら国際問題だろ！　いや、一国の姫じゃなくても、そういうことダメだから！」

「ご安心下さい。所しよ詮せんは小国。いざとなれば大軍で踏ふみ潰つぶしましょう」

　さらりと元公爵が暴言を吐く。

「そういうところ！　そういう態度だから大陸中の嫌われものになるんだぞ！　少しは学べよ！」

「でしたら！」

　再びムツィオが机に手をついた。

「陛下には何か他に名案がございますかっ？」

　血走った目で挑みかかるように見据えてくる。今度はこちらが「ぐぬぬ」と身を引く番だった。

「……こうなったら、本人に否定してもらうしかないんじゃないか」

　苦し紛れにそう答える。言ってから、意外と良い手かもしれないと思った。

「そうだ。そうだよ！　ロザリンド本人に帝国での暮らしを報告させれば良いんだ。確かに虜りよ囚しゆうの身だけれど、きちんとした待遇を受けている。だから安心して欲しいと彼女自身が言えば、みんな納得せざるを得ないだろっ？」

「……素直に言うことを聞きますかな？」

　ムツィオが渋い顔になる。

「本当のことを話すだけなんだ。何も問題はないだろ？」

「ロザリンド殿も『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の一人ですぞ。仲間の不利になるような発言をするでしょうか？　いささか不安が残りますな」

　サルバドールも否定的な見解だった。

「良い考えだと思ったんだがな……。いや、待て。大丈夫だ！　俺に秘策がある。俺自らロザリンドと交渉しよう。きっと彼女は協力してくれる」

　不敵な笑みが洩もれてしまう。ロザリンドには従属魔法がかかったままだ。常つね信のぶの命令を彼女は拒むことが出来ない。

「警護にはヒルデを連れていく。従姉妹いとこが相手なら彼女の態度も少しは軟化するだろう」

「いや、しかし陛下……」

「やはりエロ動画を配信した方が……」

　未練がましい二人を無視して、常信はロザリンドに会いに行くことにした。





第三章　ランキングが全すべてじゃないから！（強がり）







　ロザリンドの監禁部屋は城の敷地内に幾いくつも建っている塔の一つにあった。

「足元にお気をつけ下さい、陛下」

　ヒルデガルトに先導され、塔内の螺ら旋せん階段を上っていく。長い時間を掛けて最上階まで上りきったと思いきや、そこは監禁部屋の一階下にある使用人部屋だった。ロザリンドの身の回りの世話を任された使用人たちが寝起きしているらしい。

「こちらでございます」

　鍵のかかった二つの扉を越えて、ようやく最上階の監禁部屋に辿たどり着ついた。先にヒルデガルトが入室し、安全を確認してから常信が入室する。

　監禁部屋という名前からは想像できないほど、室内は豪華だった。

　広々とした空間に高級そうな調度品が設しつらえられ、毛足の長い絨じゆう毯たんが敷かれている。窓はさすがにはめ殺しで鉄格子もついているが、日の光を十分に取り込んでいた。掃除も隅々まで行き届いており、全て清潔に保たれている。

「……皇帝自らお出いでになるとは、光栄だな」

　本を読んでいたプラチナブロンドの美少女が、こちらを振り向いた。青灰色の瞳ひとみが常信を鋭く捉とらえる。ヒルデガルトによく似た顔立ち。彼女がイグドラル王国の王女にして「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人、「風の姫ヴエネリツサ」ロザリンド・スターリング・フォン・イグドラルだ。

「ロザリー、またそんな憎まれ口を。一度は完全に堕おちたと思ったのに……」

　従姉妹いとこの態度にヒルデガルトがぼやく。ロザリンドは「フン」とそっぽを向き、荒々しく本を閉じた。テーブルにそれを降ろすと立ち上がる。

「皇帝陛下におかれましては、ご機嫌うるわしゅう」

　ドレスの裾すそをつまみ、帝国淑女式の礼をした。

　常つね信のぶは見とれてしまう。

　ロザリンドは、以前見た軽装鎧よろい姿や虜りよ囚しゆう姿ではなく、貴族の令嬢らしく黄緑のドレスを身につけていた。普段使いの簡素なものなのだろうが、それが逆に彼女自身の美び貌ぼうを際立たせている。

　ただ、表情は不機嫌そのものだった。

「……ロザリンド、目が怖いよ」

　背中に嫌な汗をかきながら常信は愛想笑いを浮かべる。ロザリンドが口を真一文字に引き結んだ。

「私に、あんなことをしておいて、よく言えたなっ。この破は廉れん恥ち外げ道どう！」

　彼女の顔がサッと紅こう潮ちようする。まさか人生において「破廉恥外道」と二度も言われることになるとは思ってもみなかった。
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「いや、まあ、あれは……正直、すまんかったと思ってる」

「…………」

　素直に謝ると、ロザリンドの方が虚を突かれたらしく目を丸くする。

　言葉を失った彼女に対し、ヒルデガルトが苦言を呈ていした。

「何を言ってるんだ、ロザリー！　あれは、あなたが強情を張るから良くなかったんじゃないか！　初めから陛下の命令に従っていれば、あんなことにはならなかったんだ」

「抵抗するに決まってるだろう！　そもそも何だ、あの魔法は!?　命令されたら……き、気持ち良くなるなど、おかしいだろっ」

　首まで真っ赤にしてロザリンドが抗こう弁べんする。「ですよねー」と常つね信のぶも言いたかった。

「皇帝！　改めて言っておく。あのときの私は貴様の外げ道どうな行いに屈してしまったが、二度とあのような痴態をさらしはしない！　騎士の誇りにかけて！」

　決意を秘めた瞳ひとみで「風の姫ヴエネリツサ」が断言する。

　常信の脳裏を「即堕おち二コマ」という単語が過よぎってしまった。

「あー、うん。それで、今日は折り入って頼みがあって来たんだけど……」

　バッと音がしそうな勢いでロザリンドが身を引いた。自分の体を抱き、警戒心を露あらわにこちらを見つめる。

「頼みだとっ？　白々しい……。どうせ、どうせまた私に、無理やり良からぬことをするつもりなのだろう!?」

「落ち着くんだ、ロザリー。陛下はそんな御お方かたじゃない。あなたが素直になりさえすれば良いだけだ！　私と一緒に陛下のものになろう！」

「ヒルデはちょっと黙っててくれ！　話がややこしくなっちゃうから！」

　常信は急いでヒルデガルトを制し、ハハハとロザリンドに笑いかけた。

　冷たい目で睨にらみ返かえされる。

「ええと……。外の情報は遮断されてるんだよな？」

「……ああ、そうだ。時折、ヒルデが来てくれるので、雑談程度には外の様子を聞いているが、大したことは知らない」

「そうだったのか？」

　ヒルデガルトを見ると、彼女は「はい」と頷うなずいた。

「ですが、ご安心ください。帝国の情報を洩もらすことは決してありませんので」

「確かに一日中一人きりというのは辛つらいだろうからな。話し相手になってくれてありがとう。そういう気遣いは助かるよ」

　どうにも自分は配慮が足りないなと思いつつ礼を言う。ヒルデガルトは「勿もつ体たいないお言葉です！」と頰を赤く染めた。

「それなら、この際、はっきり言うけど……あ、座ってくれ」

　立ったままのロザリンドに椅い子すを勧め、常つね信のぶも近くのソファに腰を下ろした。ヒルデガルトも隣に座らせる。ロザリンドがこちらを見つめたまま座ったところで話を再開した。

「君を助けるため、他の『七勇神姫セテイオ・プリンサ』が立ち上がったんだ」

　晶機コムニカを取り出して彼女たちの動画を再生する。

　動画は二千万再生に達しようとしていた。

　ロザリンドは黙って動画を観みていたが、再生が終わるなり、額に手を当てて項垂うなだれる。予想外の反応に常信は首を傾かしげた。

「どうしたんだ？　仲間が君を助けようとしているのに、嬉うれしくないのか？　てっきり喜ぶと思っていたのに」

「……もちろん、仲間の気持ちは嬉しい。帝国に宣戦布告する勇気も讃たたえよう。しかし、その動画は一体、何の真ま似ねだ!?　おおかた、マライカの発案だろう。何な故ぜ、シエラも乗ったのか理解に苦しむ！」

「お、おうっ……」

　突然の激げき昂こうに戸惑う。ヒルデガルトの方を見るが、彼女もぽかんとしていた。

「……『七勇神姫』は良くも悪くも個性が強すぎるんだ。皆、自分の好きなように行動してばかりで。一応、『闇の姫ブイオツサ』シエラがまとめ役になってはいるものの、すぐ悪ノリするから困っている」

「君も大変そうだな」

「皇帝に情けをかけられたくなどない！」

　キッと睨にらまれる。常信は宥なだめるように言った。

「でも、この動画のせいで帝国はちょっとした騒ぎになっているんだ。なかなか上う手まい手だったと思うぞ」

「そうなのか……？」

　どこか疲れた様子でロザリンドが返す。本当はちょっとどころではないのだが、正直に話しても得はなさそうなので曖あい昧まいに笑ってみせた。

「それで、頼みというのは他でもないんだ。君が帝国で大切に扱われているという事実を皆に知らせたくてね。決して酷ひどい扱いは受けていませんよって。ほら、外に出られないだけで、ここはとても快適だろ？　真実をそのまま語ってくれればいいから」

　晶機を手に言う。

　ロザリンドの柳りゆう眉びが逆立った。

「酷い扱いは受けていない？　皇帝、お前は私に……あんなことやこんなことをしたではないか！　先程、謝ったのは何だったのだ!?　何が真実だ！　私は絶対にお前の言いなりにはならないからな！」

「…………やっぱり、そうなるか」

　予想はしていた。「そんなこと」まではしていないけれど、「あんなことやこんなこと」くらいはしてしまった自覚はあった。それでも、あれは不可抗力というか決してこちらの本意だったわけではないと心の中で言い訳していたのだが、相手に通用するわけがなかったのだ。

「仕方ない。できれば穏便に済ませたかったんだが……」

　このままでは、宰さい相しようたちの手によってロザリンドの調教エロ動画が撮影されてしまう恐おそれがある。それだけは食い止めねばなるまい。

「無理やりにでも言うことを聞いてもらうぞ、ロザリンド」

　意を決して立ち上がる。ヒルデガルトが「お手伝い致します！」と勢いよく立ち上がった。この娘こは天然なのか従姉妹いとこに対して地味に鬼畜なのか判断に迷う。

「従属魔法を使って、私に心にもないことを言わせようという魂胆だな。やってみろ、皇帝。たとえ貴様が私の体を好きにできても、心までは決して好きにさせたりしない！」

　ロザリンドも席を立ち、堂々と宣言した。

　常つね信のぶは一度、目を瞑つぶり、呼吸を整えて彼女に命じた。




　動画再生開始。

「私は、ロザリンド・スターリング・フォン・イグドラル。イグドラル王国の王女であり、『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の一人『風の姫ヴエネリツサ』だ」

　画面には、ソファに座り、こちらを見て自己紹介するドレス姿のロザリンドが映っている。少し顔が火ほ照てっていて瞳ひとみも潤うるんでいた。

「私は今、不本意にも……くっ……」

　ビクッと肩が跳ねる。しかし視線は気丈にもこちらを向いたままだ。

「私は……今……帝国の、くうっ！　て、帝国のぉっ……」

　ビクビクと身を震わせるロザリンド。ハアッと熱い息を吐いた。

「偉大なる……グロリア帝国の、虜りよ囚しゆうとなっている……。だが、親愛なるイグドラルの民よ、安心して欲しい」

　大きく息を吸い、言い放つ。

「私は必ず帝国を打ち負かし、イグドラリュううううううっ！　に、帰還んんんん!?」

　唐突に身を反らし、ガクガクと震えた。食いしばった口元からツウッと一滴、涎よだれが伝い落ちる。ハッ……ハッ……と荒い息を吐き、焦点の定まらなくなってきた瞳でロザリンドは言い直した。

「安心して欲しい……。皇帝は……皇帝はぁっ……！　皇帝、皇帝、陛下っ。陛下ってつければ良いんだろ!?　つけるから！　陛下って、つけるからぁっ！　皇帝陛下！　皇帝陛下の計らいによって、何不自由ない生活を送っていますぅっ」

　大きくのけぞり、ソファに爪を立てて叫ぶ。肩で荒い息を吐き、伏し目がちになったロザリンドは、ぽそぽそと早口で語を継いだ。

「見て下さいこの豪華な部屋を。外に出る自由こそありませんが私はこのように大切に扱われており決して不当な扱いは受けておりませんんんんんんんんんっ？」

　股間を押さえ込み、ギュッと目を瞑つぶる。「何でぇっ？」と叫んだ。

「もう一度!?　聞こえなかった!?　そんなの……言います言いますぅ！　ちゃんと大きな声で言うからぁっ！」

　激しく身を捩よじり、切なげに自身の胸や腰を摑つかむロザリンド。彼女が乱れるたび、涙や唾液の飛沫しぶきが散った。半泣き状態でこちらを見つめ、乱れた前髪を搔かき上あげて言う。

「見て下さい、この豪華な部屋を！　外に出る自由こそありませんが、私はこのように大切に扱われており、決して不当な扱いは受けておりません！　これも全すべて皇帝の……皇帝陛下のぉっ！　今のはちょっと間違えただけ！　わざとじゃないからぁっ！　皇帝陛下！　親愛なる皇帝陛下のお陰です！」

　言い終えるなり、ガクッと力なくソファに頽くずおれる。その視線が斜め下を一いち瞥べつした。震え声を洩もらす。

「えっ……まだあるの？」

　瞬間、ビクンと彼女の体が大きく弾はずんだ。ドレスが舞い上がり、下着が一瞬、露あらわになる。ぐっしょり濡ぬれたそれを慌てて隠し、泣きながらロザリンドは叫んだ。

「言います！　言いましゅぅ！　ちゃんと最後まで全部書かれた通り言いましゅかりゃぁ、もう許してぇっ！　何でも言うこと聞きましゅかりゃぁっ！」

　グスグスと洟はなを啜すすって懇こん願がんする。

　息を整え、ソファに座り直して、彼女は全てを諦あきらめた顔で言った。

「帝国の皆さん。皇帝陛下は私にとても紳士的に接して下さっています。世間では陛下が私に酷ひどい仕打ちをしているというデマが流れていますが、決して信じないで下さい。私は虜りよ囚しゆうの身でありながら、こんなにも大切に扱っていただいております。それでは、皆さん。ごきげんよう」

　こちらに向かって、にっこりと微笑ほほえむ。

　その頰を涙が一筋、流れ落ちた。

　再生終了。




「こんなもん配信できるかああああああああああああああっ！」

　常つね信のぶは晶機コムニカを床に叩たたきつけた。

　毛足の長い絨じゆう毯たんが、もふんと受け止める。

「思わず全部観みちゃったけど、これ、完全にアウトじゃないか！　どうしてこうなった？　従属魔法で言うこと聞かせるだけの簡単な話じゃなかったのか!?」

　がっくりと膝ひざを突く。一緒に動画を確認していたヒルデガルトが小首を傾かしげた。

「撮り直しでしょうか？」

「やめて！　ロザリンドのライフはもうゼロよ！」

　思わず叫んでしまう。常つね信のぶが書いた原稿を従属魔法によって無理やり読まされたロザリンドは、布団に潜り込んで泣いていた。

「ですが、これでは確かに言わされてる感が強いですし……。ロザリーはもっと演技が上う手まいと思っていたのですが……」

「ヒルデ。やっぱり君、ロザリンドに対して鬼畜じゃないか？」

　ハアとため息を吐つき、立ち上がる。

「名案だと思ったんだけどなあ……。別の手を考えるしかないか……」

　晶機コムニカを拾い上げて動画データのアイコンをじっと見つめた。

「陛下？」

「うおいっ？　いや、消すよ！　これは使えないから削除するに決まってるだろ!?」

　ヒルデガルトに早口で言い返し、削除操作をする。最後に「削除」をタップするとき、指が震えた。気合いを入れて押す。「削除しました」という一文に小さく頷うなずいた。

「これでいい。これでいいんだ。俺は何も間違っていない」

「帰るぞ」と告げる。去り際、布団に潜り込んだままのロザリンドに言った。

「ロザリンド……何ていうか、その……ゴメン……」

　返事を期待してはいなかったが、存外に彼女の声がした。

「皇帝、ひと思いに殺してくれ。どうせイグドラルに帰っても同じことだ……」

「え？」

　問い返しても、それに対する返事はなかった。




　私室に戻る常信の足は重かった。

　宰さい相しようたちに何と言えば良いのか分からない。魔力通信網の「祭り」は一向に収まる気配を見せず、上手い対策は見み出いだせていない。

「俺はつくづく凡人だなあ……」

　部屋に戻ってすぐ、パオラの背中を見かけた。こたつで晶機を見ているらしい。俯うつむいている彼女に「ただいま」と声を掛けた。

　ハッと銀髪が跳ねる。

　パオラはごしごしと目を擦こすり、「へーか、おかえりなさい」と笑顔で言った。

「…………」

「えへへーっ」という笑顔が無理しているものだというのはすぐに分かった。

「どうしたんだ、パオラっ？　泣いてたのか？」

　屈かがんで尋ねる。心臓がバクバク鳴り出した。動揺している自分に気づき、余計、焦りが募つのる。

「えっ？　泣いてないよ！　わたし、元気だよ！」

　パオラはぐっと握り拳こぶしを作ってみせた。たゆんと胸が揺れる。しかし目元が赤くなっているのは確かで、手が微かすかに震えているのも間違いなかった。

「何があったんだ!?　話してくれっ」

　ピクッと彼女が震える。「んんっ……」と頰を赤く染めるが、しかしパオラは答えなかった。ぐっと口を引き結んで堪こらえている。

「我慢しないで、言ってくれ。俺が必ず力になるからっ」

「んんんっ……！」

　パオラがきゅっと目を瞑つぶった。必死に従属魔法に抗あらがっている。混乱してきた。どうすればいいのか分からず頭が真っ白になる。視線を彷徨さまよわせる。

　そのとき、パオラの晶機コムニカが目に飛び込んできた。

「これかっ？」

　引ひっ摑つかむ。「ダメだよ、へーか」と飛びついてきた彼女を制し、画面を見る。
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「ああーっ……」

　思わず眉まゆを顰ひそめる。

　知恵袋の画面を閉じた。

　内容自体は、常つね信のぶにとってそれほどきついものではない。元いた世界でも、この程度の悪意や暴言は珍しくなかった。

　だが、パオラにとってはどうだろう。

「ごめんなさい……へーか……」

　彼女はすっかり萎しおれていた。

　目に大粒の涙をため、ふるふる震えさせている。

「わたし、へーかの力になりたくて……でも……」

「うん……。ありがとう」

　パオラを抱きしめる。常信の胸に顔を埋うずめ、彼女は洟はなを啜すすった。

「ごめんな。俺、パオラを泣かせてばかりだ。一番、泣かせたくないのに」

　美しい銀髪をそっと撫なでる。

「パオラ、俺のことで心を痛めたりしなくて良いんだよ」

　背中を撫でつつ言う。

　彼女を慰なぐさめたい一心で。

　ところが、不意にパオラが顔を上げた。

　涙で赤く腫はれた目で、責めるようにこちらを見る。

「そんなのイヤっ」

「……パオラ？」

「わたしはへーかのこと考えてたいっ。へーかのことで悩んだり迷ったりしたいっ。辛つらいこともあるけど、それも一緒に感じてたいよっ……！」

「あ……」

「わたしはいつだって、へーかの味方だからっ」

　まっすぐに宣言した。

　潤うるんだ瞳ひとみで、それでもしっかり見上げてくる。

「そっか……。ごめん。いや、ありがとう」

　パオラを強く抱きしめる。身のうちから得も言われぬ力が湧わき上がってきた。

「そうだな。一緒に乗り越えていこう」




「あーっ！　どうすんだよ、俺！」

　風ふ呂ろで叫ぶ。

　パオラの前では格好良いことを言ったけれど、結局は無策のままだ。これでは無能＆無能と煽あおられても仕方ない。

「こうなったら、心を鬼にしてロザリンドの調教エロ動画をっ……。いやいやいや！　そっちに行っちゃダメだって！　どの程度、効果があるのか分からないけど、俺自身が公式見解ってやつを出すしかないか……」

　湯船に浸つかったまま唸うなる。一刻も早く対策を打たないと、またパオラを悲しませることになる。それだけは避けなければ。

「陛下ーっ！　ご入浴中、失礼致します！」

「ムツィオか!?　何ごとだ!?」

　禿とく頭とうの宰さい相しようがバタバタと風呂場を駆けてきた。あげく常つね信のぶの前で滑って転ぶ。腰を強したたかに打ちつけて「むおおおおっ……」とのたうち回った。

「おおい！　ちょっ、誰かー！」

　急いで使用人を呼ぶ。駆けつけてきた男たちにムツィオを運ぶよう命じた。

「わ、儂わしのことは良いのですっ……。早く、早く動画投稿サイトを、ご覧下さい！」

「動画!?　まさか、また『七勇神姫セテイオ・プリンサ』かっ……」

　歯嚙がみする。こちらが手をこまねいている間に次の手を打たれてしまったのか。

　男たちに抱え上げられ、「お早く！　お早く！」と言いながら連れていかれる宰相を見送り、常信は風呂から飛び出した。




『ごめんなさい……へーか……』

『わたし、へーかの力になりたくて……でも……』

『うん……。ありがとう』

『ごめんな。俺、パオラを泣かせてばかりだ。一番、泣かせたくないのに』

『パオラ、俺のことで心を痛めたりしなくて良いんだよ』

『そんなのイヤっ』

『……パオラ？』

『わたしはへーかのこと考えてたいっ。へーかのことで悩んだり迷ったりしたいっ。辛つらいこともあるけど、それも一緒に感じてたいよっ……！』

『わたしはいつだって、へーかの味方だからっ』

『そっか……。ごめん。いや、ありがとう』

『そうだな。一緒に乗り越えていこう』




　執務室の水晶球で常つね信のぶが見たのは、数時間前の私室での出来事だった。

「どうなってるんだ……？」

　愕がく然ぜんと動画を見つめる。角度からして簞たん笥すの引き出し辺りに隠しカメラが設置されていたのか。背筋に悪寒が走った。

「誰かに、監視されていた……？」

　真っ先に思い浮かんだのは、本物の皇帝を暗殺したという「呪のろい」の件。

　すでに魔の手は自分の側そばにも忍び寄っていたのか。

「おー……順調に再生数伸びてるねー」

　背後で急に声がしたので、常信は文字通り飛び上がった。

「だだだ誰だ!?」

「あたしだけどー……。そんなにビックリしなくてもいいんじゃない？」

　目の前に立っていたのは赤毛の猫耳猫尻尾しつぽ娘。

「キャラ！　脅かすなよー……」

　思わず床にへたり込んでしまう。

　キャラはいつものＴシャツ姿で執務机の椅い子すに飛び乗り、あぐらをかいた。水晶球を覗のぞき込こんでにんまりする。

「もうすぐ十万再生かー……。予想より早いねー。明日のうちに百万超えそうだなー」

「……キャラさん。ひょっとしてこの動画は、君がアップしたのかな？」

　常信は椅子ごと回し、キャラの顔をこちらに向けた。半分寝ているような目が常信を捉とらえる。「あれーっ？」と呟つぶやいた。

「まだ気づいてなかったのー？　陛下の私室に隠しカメラ仕掛けられるのなんて、あたしくらいしかいないじゃーん……」

「何してんだよ!?　そして、何で動画アップしてんだよ!?」

　叫ぶ。彼女の耳がピーンと立った。

「陛下、うるさいよー……。夜中だよー。もっと静かにしようよー」

「誰のせいだと思ってるんだ!?　俺だって風ふ呂ろから飛び出してきたんだぞ！」

「あー、そうなのー……。風邪引かないようにねー」

「そんなことはどうでもいいんだよ！　何でこんなことしたんだ!?」

　水晶球を指差す。画面では常つね信のぶとパオラの会話シーンがリピート再生されていた。

「えー……？　分かんないのー？　簡単なことじゃーん」

「分からなくて悪かったな。バカな俺にも分かるように説明してくれ」

　椅い子すの肘ひじ掛かけを摑つかみ、ズイッと顔を近づけて凄すごむ。しかしキャラはいつもの半目で平然としていた。

「じゃあさー……。そろそろ井戸端会議を覗のぞいてみたらいいんじゃないかなー」

「井戸端会議？　この動画について何か……おい、ちょっと待て！」

　そこでようやく気づいた。

　期待と不安が入り交じる。震える指で検索した。出てきた会議内容を読んでみる。
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　他にも「パオラ様に抱きつかれてる陛下マジ羨うらやましすぎる件」や「パオラ様を泣かせた七勇神姫セテイオ・プリンサを許せない件」といった会議室が立ち上がっており、どこも書き込みが凄すごい勢いで伸びていた。

「…………」

　パオラを泣かせた七勇神姫に対し、皆、怒りの声を上げている。その流れで「陛下、疑ってすみませんでした」「許して下さい。何でもしますからっ」「俺はずっと信じてました。本当です！」という書き込みも増えていった。

「あー……、この調子なら明日には状況がひっくり返ってそうだねー……。やっぱりパオラはすごいなー。おっぱいの力かなー？」

　机に頰をくっつけただらしない姿勢でキャラが言う。

　想定外の展開に、常つね信のぶの頭は追いつくので精一杯だった。ここまで鮮やかな手の平返しは初めて経験する。あれだけ盛り上がっていた皇帝バッシングがピタリと止まり、閉鎖された会議室まであった。

「……キャラ、この展開を狙ねらって、あの動画を？」

「うーん。ここまで露骨に変わるとは思ってなかったけど、最近、パオラがずっと落ち込んでたから、逆に使えないかなーって……」

「さすが、天才……」

　常信は心から感心したのだが、キャラは皮肉と受け取ったらしく、「悪いとは思ってるけどー……」と返した。

「パオラを利用するみたいで、どうかなーって思ってたけど、あんなの見せられたらねー。陛下も優しいじゃーん。ロザリンドには酷ひどいことしてたのにねー……」

「何でそのことまで知ってる!?」

「あー、やっぱりかー……。陛下が従属魔法を使ってロザリンドに七勇神姫の発言を否定させようとして失敗する展開、読めてたんだよねー……」

「それなら止めてくれよ！　余計なことして、また彼女を酷い目に遭あわせてしまったじゃないか！」

「えー……めんどい」

　キャラが椅い子すの上で猫のようにゴロゴロする。

　常信はため息を吐つき、気持ちを切り替えることにした。

「とにかく、これはチャンスだ。次はこっちから仕掛けてやる！」

「頑張ってねー……」

　やる気なさそうにキャラの尻尾しつぽが揺れる。

「いやいや、手伝ってくれよ！　なあ、あいつらをぎゃふんと言わせる動画とか撮れないか？　『七勇神姫』の動画を軽々追い抜けるようなっ」

「えー……？　っていうかー、陛下、動画のランキング観みてるー？　今のトップは『七勇神姫セテイオ・プリンサ』じゃなくてマライカ動画だよー……」

「……何だって？」

　キャラに言われ、常つね信のぶは動画投稿サイトのランキングを確認した。以前、観たときには「七勇神姫」の動画がダントツで一位を獲とっていたのだが。

　表示されたランキングの一位から四位、そして六位から十三位までをたった一人の動画が独占していた。ちなみに五位が常信とパオラの隠し撮り動画である。

「ほぼ一位から十三位まで独占……。この、マライカ動画って、まさか……？」

「あのマライカに決まってんじゃーん」

　常信は一位の動画を視聴した。

「みんな～！　いっくよ～☆」

　マライカのかけ声とともに音楽が流れ出す。背景はどこかの噴水広場前だ。元気良く画面に登場した黒髪の女の子が踊りながら噴水の前に立ち、楽しげに歌う。

「こ、これは……」

　マライカが自国でアイドル活動をしているという話は井戸端会議でも見かけた。しかし、その動画を配信して、しかも大人気になっているとは思ってもみなかった。

「……ちょっと待て。これ、どうやって配信してるんだ？　エイズルムには魔力通信網はないだろっ？」
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「そんなの簡単だよー……。録画したのを帝国に持ち込んで、動画投稿サイトに上げれば良いだけじゃーん。前の『七勇神姫セテイオ・プリンサ』動画だって同じようにしたんだろうし……。エイズルムと帝国の国境辺りなら、帝国に入らなくても通信届くかもねー」

「そういえば、エイズルムって貿易が盛んな国だったな……。商人が活発に行き来してるから、晶機コムニカだってすでに手に入れてると考えた方が自然か」

　三分ほどの動画が終わる。再生数は五百万に達していた。累計だとランキング一位はいまだ「七勇神姫」の宣戦布告動画のようだが、ほんの数日でこの再生回数は驚異的である。

「それにしても、再生数の伸びが異常だろ。ウチの国民は暇なのか？」

「っていうかー……。娯楽に飢えてるんじゃない？　冬は家に籠こもってることが多いし、あんまりやることないからねー」

「宰さい相しようたちも同じようなことを言ってたな。……ん？　待てよ」

　何か閃ひらめいたような気がした。

　しかし、具体的な形にならない。しばし唸うなってみたが、名案は出てこなかった。一いつ旦たん、諦あきらめてマライカの評判を調べてみることにする。
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　どうやら常つね信のぶとパオラの隠し撮り動画が上げられる前は十位内を独占していたらしい。元々、エイズルム王国内では有名で、貿易商や船乗りにも知られていたところ、動画配信によって一気に広まったようだ。

「帝国内でも大人気みたいだな。……あ！　そうか！」

　先程、摑つかみかけていた閃ひらめきが形になる。しかし、実現可能かどうか分からないので他の意見が欲しかった。椅い子すに座っているキャラを振り向く。

　キャラは丸くなって寝ていた。

「キャラ！　起きてくれっ。ちょっと思いついたんだけどっ」

「んー……」

　しかし起きる気配がない。仕方ないので部屋に運んでやろうと思い、抱え上げようとしてみた。ところが彼女の体はふにゃふにゃして上う手まく抱き上げられない。そのうちＴシャツが大きく捲めくれ上がった。常信は固まる。

　猫耳猫尻尾しつぽ娘は、下に何も穿はいていなかった。

「何で穿いてないんだよ!?」

　常信は慌ててＴシャツを整え、大事なところを隠した。




　翌朝、常信は執務室に宰さい相しようとサルバドールだけでなくパオラとヒルデガルトも呼んだ。軽く咳せき払ばらいをし、告げる。

「ウチもアイドルグループを作ろう！」

「…………」

「…………今、何と仰せになりましたか？」

　サルバドールの目が点になり、ムツィオが怪け訝げんな顔で聞き返してきた。

「アイドルグループだよ、アイドルグループ！　今、大人気のマライカ・ビッテ・アラースム！　パオラは知ってるだろ？」

「もちろん！」

　常信の膝ひざの上で銀髪巨乳娘が元気よく答える。

「マライカちゃんは世界一可愛かわいいんだ！　世界一のアイドルを目指してるんだ！」

「お前の方が可愛いよ」という言葉が喉のどまで出かかったが、グッと堪こらえて「そうだね」と返す。パオラは楽しそうにマライカのパフォーマンス動画を再生し出した。

「マライカちゃんは小さな頃から大道芸を見て育って、自分もたくさんの人を歌と踊りで楽しませたいって思ったんだよ！　ほら、この歌とダンスが可愛いんだ！」

　宰相やサルバドールに晶機コムニカの画面を見せる。「ふうむ」と老人二人が唸うなった。

「パオラの方が可愛いのう」

「このようなはしたない格好で踊るなど、下品ですな」

　二人には不評だった。パオラがむくれる。

「お祖じ父いちゃんもサルバさんも分かってない！　じゃあ、こっちの動画なら……」

「まあ、そんなわけでだ」

　パオラをやんわり制しつつ、宰さい相しようたちに動画ランキングを指し示した。現在の再生順位は二位に常つね信のぶとパオラの隠し撮り映像があるものの、一位から十三位まで全すべてマライカのパフォーマンス動画で占められている。

「見ての通り、マライカ人気がすごいんだよ。これに対抗してウチもアイドルグループを作るんだ。そうすれば──」

　マライカの対抗意識に火が点つき、彼女は動画配信に集中して「ロザリンド奪還」どころではなくなるだろう。そんな目算だったのだが、それを言う前にムツィオが「なるほど！」と大きく頷うなずいた。

「確かに陛下のご懸念通り、これは由ゆ々ゆしき事態ですな！」

「小国の姫ごときに帝国の民が惑わされるなど、嘆かわしい。これは文化的侵略といっても過言ではありますまい」

　宰相に続いてサルバドールまで深く頷く。

「やはり気づいたか、サルバ殿。『地の姫スオロツサ』が仕掛けた小こ賢ざかしい策略を」

「無論だ、ムツィオ殿。この小娘は破は廉れん恥ちな姿で帝国民を惑わし、己おのが意のままに世論を操ろうとしている。ただちに誅ちゆう殺さつせねば！」

　二人して頷き合う。

「いや、そんなつもりじゃなかったんだが……」

「そうだよ！　マライカちゃんはそんな子じゃないよ！」

「ごめんな、パオラ。少し黙っててくれ」

「ひゃうん♪」

　パオラがビクッと震えて身を委ゆだねてきた。何となく頭を撫なでてやる。

「陛下、人選は如何いかが致しましょう」

「帝国中から選よりすぐりの美女を集めさせましょう」

　宰相もサルバドールも俄が然ぜん、やる気になっていた。ぐいぐい迫ってくる二人を手で制し、じっと直立不動でいるヒルデガルトを見る。

「ヒルデ、『十二星姫ドーデイ・ステラ』の皆でアイドルグループを結成してくれ」

「はい！　……えええええっ？　何を仰おつしやるのですか、陛下!?」

　反射的に返事をし、その後でことの重大さに気づいた彼女が跪ひざまずいた。

「一からメンバーを揃そろえるより効率良いし、『十二星姫』は『七勇神姫セテイオ・プリンサ』に対抗する存在として集められたんだ。『地の姫』と戦うのは当然だろ？」

「で、ですがっ……」

「ふむ、それは良い。『十二星姫ドーデイ・ステラ』には貴族の令嬢も多うございます。マライカのような品のないダンスよりずっと華麗なものをお見せできることでしょう」

　宰さい相しようがうむうむと笑みを浮かべる。サルバドールも口を開いた。

「ヒルデガルト・スターリング卿きよう。この作戦、貴公にとっても陛下のご温情に報むくいる良い機会である。家名を回復し、ラグーザをいただいたご恩を返すときだ」

「サルバ様までっ……」

　おろおろと狼狽うろたえるヒルデガルトを見ていると、パオラが何か言いたそうに身をすり寄せてきた。大きな優しさがたゆんたゆん主張してくるので「喋しやべって良いよ」と許してしまう。パオラが勢い良く手を挙げた。

「へーか！　わたしもっ。わたしもマライカちゃんみたいなアイドル目指したい！」

「パオラ様！　それは名案ですっ」

　ヒルデガルトがその提案に飛びつく。しかし、すかさず宰相が声を上げた。

「それはならぬ!!　なりませぬぞ、陛下ぁっ」

　目を血走らせて猛反対する。

「パオラを、パオラを見せ物にするなどっ。神が許してもこの儂わしが許さぬ!!」

「もーっ。お祖じ父いちゃん、うるさーい！」

　孫娘に言い返され、老宰相は「パオラっ……」と萎しおれてしまった。

　常つね信のぶは目を閉じて考える。

　アイドルの衣装を着て踊るパオラ。

　想像するだけですごく可愛かわいい。元気よく舞台で跳びはね、歌い踊る。それに合わせて豊かな胸がたゆんたゆんと──

「ダメだー!!」

　クワッと目を見開いた。

「パオラ……君にはもっと重要な役割がある」

　こちらを見上げる純真な翡ひ翠すいの瞳ひとみを見つめ返し、脳をフル稼働させて言い訳を考える。そして一つの答えに行き着いた。

「アイドルグループの最高責任者。プロデューサーになってもらいたい！」

「プロデューサー？」

　目を瞬かせる彼女に力強く頷うなずく。

「アイドルに詳しいパオラにしかできない、重要な役割なんだ」

「そっか……。分かった！　私、プロデューサーになる！」

「ありがとう、パオラ！」

　狼狽しているヒルデガルトを尻しり目めに、作戦は実行に移されることとなった。
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第四章　魔法[image: ]現代兵器って作品によってうわなにをするやめろ（失言）







　数日後、ベアトリーチェが帰国した。

「あまり良い状況ではありませんわ……」

　珍しく意気消沈した様子の彼女から報告を受ける。

「ブリムレック王国はすでに戦の準備を進めております。向こうで妖精族をまとめている者数人とも会ったのですが、挙兵は時間の問題だと……」

「愚かな」

　宰さい相しようが呟つぶやいた。常つね信のぶに対し、恭うやうやしく一礼する。

「エイズルムとアレグランサ、アートマに向かわせた使者からは『帝国と敵対する意思はない』との回答を得ております。全すべては『七勇神姫セテイオ・プリンサ』個人の責めに帰すと。自国の姫を切り捨てるという屈辱に甘んじても、国を守る選択をしたようですな」

「問題はテルエとブリムレックか……」

　常信はぼやいた。ベアトリーチェが苦々しい顔で続ける。

「例の動画についても問とい糾ただしました。その場に『火の姫フイアネツサ』はいなかったのですけれど、国王オディロンⅡ世は、ブリムレックがテルエ王国と同盟していると申しました。ともにイグドラル王家の姫、ロザリンドの奪還を目指すと」

「陛下、ただちに北西へ軍を送り、守備隊を増援致しましょう。ブリムレックに睨にらみを利かせている竜騎兵大隊だけでは防衛は困難かと」

　執務机に素早く地図を敷き、サルバドールが進言する。しかし、常信は地図を見下ろして言った。

「戦争は避けたい」

「陛下!?　ブリムレックは、正式なものではありませんが帝国に宣戦布告し、実際に軍事行動を起こそうとしております。それに対し、無為無策というわけには」

「無為無策に過ごす気はない。ただ、戦争はダメだ。それ以外の解決策でいく」

「何を仰おつしやっているのですか？　これはむしろブリムレックを攻め落とす好機でもあるのですぞ。確かに『火の姫』は脅威ですが、たった一騎でできることなど高が知れております。竜騎士の数も竜騎兵の数もこちらの方が勝まさっておるのですから──」

「サルバ」

　少し強く制止する。相手の目を見て言った。

「戦争はしない。別の手で勝つ」

「……陛下。どうか、お考え直しを」

　戸惑う元公爵の肩をムツィオが叩たたいた。

「陛下のご意志は固い。我らが為なすべきは、陛下の理想を実現させる策を為すことだ」

「ムツィオ殿、そなたまで……」

　サルバドールは「むう」と唸うなった。ベアトリーチェが軽く頭を下げる。

「僭せん越えつながら申し上げますと、『火の姫フイアネツサ』の乗る竜はセキリンダイシンリュウです。あれは一騎で小国一つくらい滅ぼせる力を持っておりますわ。戦となれば何万、何十万という帝国民の血が流れることでしょう。戦を避けるという陛下のご判断は正しいかと」

「……ならば、ブリムレックが動き出す前に交渉の席に着かせることが肝要か。とはいえベアトリーチェ殿が使者として赴おもむいたばかりですからなあ」

「両国とも交渉に応じるとは思えませんわ」

　ベアトリーチェが言い切った。

「テルエもブリムレックも『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の力に相当な自信があるのです。『闇の姫ブイオツサ』シエラがどのような力を有しているのかは分かりませんけれど、『火の姫』マリアンヌの力は一いち目もく瞭りよう然ぜんですわ」

「セキリンダイシンリュウだな」

　常つね信のぶの言葉に彼女は真剣な目つきで頷うなずく。

「竜族には、私たち妖精族もたびたび苦しめられてまいりました。あれに対抗する術すべはほとんどありません。『火の姫』がセキリンダイシンリュウを意のままに操れるというのであれば、帝都を焼き尽くすことも容易たやすいことでしょう」

　常信は頰が引きつるのを感じた。

「勝算が十分あるから、こちらの苦情も聞く耳持たないってことか……」

「ならば、やはり先手を打つべきなのです！　ただちにブリムレックの王都を大軍勢で急襲し──」

「報復に帝都を焼き払われたらどうするんだ？」

　強硬なサルバドールに冷水を浴びせる。言いい淀よどんだ友の代わりに宰さい相しようが返した。

「相手が動いてからでは遅いのです、陛下。交渉の場に立たせるためには、セキリンダイシンリュウを無力化できる切り札を持たねばなりませぬ。竜族すら打ち砕く圧倒的な力を見せつけることができれば、ブリムレックも言うことを聞きましょう」

「圧倒的な力か……。宝物庫に何かないのか？　そういう、すごい武器」

「大おお雑ざつ把ぱですわね」

　ベアトリーチェが困ったように微笑ほほえむ。

「……なあ、やっぱりロザリンドをイグドラルに帰すのが一番良くないか？」

　常信は椅い子すに凭もたれた。

「テルエもブリムレックもロザリンドの奪還が目的なんだろ？　無理に彼女を捕らえておく理由もないと思うんだよなあ……」

「陛下、それにつきましては以前も申し上げましたが」

　宰さい相しようが険しい顔つきになる。しかし今回は引き下がりたくなかった。

「ロザリンドの身柄は外交に使える。それは分かってるし、むしろ今がそのときじゃないか？　さっさと帰した方が得だと思うけど」

「畏おそれながら、それは愚策かと」

　今度はサルバドールが眉まゆ根ねを寄せる。

「今、ロザリンドを解放すれば、帝国が『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の脅しに屈したと見なされますぞ。そうなれば相手は更なる要求を突きつけてくるに違いありません。『領土を寄よ越こせ』『城を明け渡せ』『皇帝は退位しろ』等々、幾いくらでも言ってくるでしょうな」

「それは……でも、今回は向こうにロザリンド奪還っていう大義名分があるから……」

「陛下、『大義名分』も『正義』も後から作り上げることが可能でございます」

　ムツィオも身を乗り出してきた。

「そもそも、ロザリンドの身柄は帝国とイグドラル王国の間で協議されるべき事柄。たとえ『七勇神姫』の仲間だからといって割り込んで良い道理はありませぬ。それを、さも自分たちは『正義』であるかのように見せかけて、こちらを脅しておる小娘どもに大義などありましょうか！」

　二人に強く迫られる。

　常つね信のぶは項垂うなだれた。またしても自分の凡人さ加減を思い知らされた気分だ。

「……ちょっと宝物庫に行ってくる。ひょっとしたら切り札があるかもしれないから」

　のろのろと席を立つ。「お供致しますわ」とベアトリーチェが腕を絡めてきた。一人にして欲しかったので、断ろうと彼女を振り向く。紫の瞳ひとみと目が合った。

　心配そうに潤うるんでいる。

「……ああ、そうだな。宰相たちは他の者と対策を練っていてくれ」

　自然と、そう口にしていた。「御意」と礼をする二人を置いて執務室を出る。ベアトリーチェに寄り添われて宝物庫に向かった。




　宝物庫は相変わらずの眩まばゆさで、何となくうんざりしてくる。

「また金塊が増えてるような気がする……」

「税収が過去最大になりましたので」

　豪ごう奢しやな金髪を揺らし、ベアトリーチェが誇らしげに答えた。

　とりあえず金塊に用はない。奥まった場所にある武器庫のような空間に足を向けた。ひたすら豪華な室内で、竜族を圧倒できそうな武具を探す。

「伝説の竜殺しの剣とか、そういうのってないのか？　勇者が竜を退治した逸話とか、ありそうなものだけど」

「陛下、そういった類たぐいのものは使い手を選びますわ。例えば、風の加護を得られるという聖剣ブランジェルも、ヒルデではなく歴史に名を残す英雄が使っていればロザリンドを容易たやすく討ち取っていたことでしょう」

「また、そういうことを……」

　常つね信のぶが苦笑したとき。

「陛下！　こちらにいらっしゃいますかっ？」

　ヒルデガルトが室内に飛び込んできた。ベアトリーチェがビクッと身を引き、「ぶ、無礼ですよ、この田舎娘っ」と取り繕うように怒鳴る。

「失礼致しました！」

　ガバッと音がする程の勢いでヒルデガルトは跪ひざまずいた。

「陛下にお願い致したきことがございまして、居ても立ってもいられず！」

「……急にどうした？　話してみよ」

　壁にかけられた長なが槍やりを見上げながら言う。振り向くとヒルデガルトは顔を上げていた。青灰色の瞳ひとみが一心にこちらを見つめる。大声で叫んだ。




「今すぐ、ロザリーを陛下の愛あい妾しようにして下さい！」




「……ヒルデ……君、やっぱりロザリンドに対して鬼畜だろ？」

　呆あきれる常信に、しかしヒルデガルトは切迫した目で訴えてきた。

「陛下、私は本気です！　本気でロザリーのことを思って言っております！」

「……どうした？」

　つい聞き返す。ベアトリーチェが耳元で囁ささやいた。

「本当に切せつ羽ぱ詰まっているようですわ、陛下」

　チラリと彼女を見る。エルフには他者の心の色いろ艶つやを視みる能力があるそうだ。小さく頷うなずかれたので、居住まいを正す。

「詳しく理由を話せ、ヒルデ」

「ありがとうございます！」

　思い切り頭を下げたので、ヒルデガルトは床にゴンと額をぶつけた。真っ赤になった額を気にした様子もなく彼女は語り出す。

「今、ロザリーをイグドラルに帰せば必ず首を刎はねられます！　伯父上の命で……」

　床についた手をグッと握りしめる。

「首を刎ねる!?　いや、さすがにそこまではしないだろう……」

「陛下は、伯父上のことをご存ぞん知じないのです！」

「……君の兄を殺したことは知っている。冷酷な王のようだな。しかし、実の娘だぞ？　それに『七勇神姫セテイオ・プリンサ』という貴重な戦力だ」

「そのような判断をなさる人ならば、兄を殺すことはありませんでしたっ……」

　ヒルデガルトの顔が辛つらそうに歪ゆがんだ。

　息を吞のむ常つね信のぶに彼女は言い募つのる。

「家族の贔ひい屓き目めを差し引いても、兄は立派な人でした。伯父上の側近としてイグドラルを支え、国内の貴族、平民を問わず皆から信頼されていました。でも、伯父上にはそれが疎うとましかったのです……」

「自分より人気がある甥おいを、疎んじたというのか」

「元々、伯父上より父の方が人気があったのです。もちろん父に王位簒さん奪だつの野心などありませんでしたっ。それでも伯父上は父を飛び地の領主に任じました。表向きは、帝国領に囲まれているイグドラルの重要拠点を守れるのは父をおいて他にいないというものでしたが、死地に追いやったも同然です！」

「実際、帝国はイグドラルの飛び地を攻めた。包囲されたハインリヒ卿きようはすぐに降伏し、領民を守ったそうだが」

「イグドラル王としては、一人残らず死ぬまで戦い、多少なりとも帝国に損害を与えておきたかったのでしょう。しかし目もく論ろ見みは外れました」

　ベアトリーチェが分析する。ヒルデガルトは小さく頷うなずいた。

「今にして思えば、兄は人質だったのです……。側そばに置かれていたのも、そのため……。そして目論見が外れた途端……」

　項垂うなだれる。絞り出すようにして彼女は続けた。

「父は……死ぬまで悔いておりました……。自分が兄を殺したのだと……。ですが、あんなに人望のあった兄をあっさり殺した伯父上は……異常です！　伯父上にとって必要なのは、自分の言いなりになる駒こまだけなんです！　どんなに貴重でも有能でも、気に入らなければ殺します！　そういう、人なんです……」

　背筋が凍る。

　にわかには信じられなかった。そこまで酷ひどい決断を下す人間がいることを。

「……だが、ロザリンドは跡継ぎでもあるんだろ？」

　何とか、そう尋ねる。しかしそれにはベアトリーチェが即答した。

「陛下。イグドラル王家の王位継承権は男子に限られます。ロザリンドに継承権はありませんわ。それに、彼女には確か弟がいたはずです」

「アーサーという弟がおります。来年、十二歳になり成人を迎えます」

　ヒルデガルトがつけ加える。

「陛下、重ねてお願い致します！　ロザリーをイグドラルに帰さないで下さい！　虜りよ囚しゆうではなく陛下の愛あい妾しようとして一生……あの、そのっ……私とともに側に置いていただければ、全すべて丸く収まるのではないかと……」

　急にもじもじと恥ずかしそうに言った。ベアトリーチェが声を上げる。

「どさくさに紛れて自分も陛下のご寵ちよう愛あいを受けようだなんて、何て浅ましい！　正妻たる私にまず挨あい拶さつがあってしかるべきではないの？」

「うん。ビーチェもさらっと正妻って言うのやめよう？」

「恥ずかしがらなくても良いんですのよ、陛下」

　ツンツンと人差し指で肩を突つついてくるので、やんわり止めた。

「ヒルデ、君の気持ちは良く分かった」

　先程、別の理由で散々反対されたことだが、この理由なら自分も納得できる。

「安心しろ。ロザリンドを帰国させたりしない。『七勇神姫セテイオ・プリンサ』に何を言われようと、知ったことじゃない。だってウチ、大国だから」

　ニヤリと笑ってみせた。

「あ、ありがとうございます！　陛下！」

　ヒルデガルトがその場に土下座する。

「随分と格好つけますのね」

　ベアトリーチェが耳元で囁ささやいた。意地悪な笑みを見せる。常つね信のぶは肩をすくめ、「そんなことより竜を倒せる武器だよ」と改めて室内を見回した。

「なあ、ヒルデ。竜族の、それも最強種を倒せるような武具に心当たりはないか？」

　特に期待せず尋ねる。ヒルデガルトがスッと立ち上がった。

「ご命令とあらば、身命を賭として！」

「いや、そういうことじゃなくて……」

　やはり帝国騎士は脳みそまで筋肉になってしまうのだろうかと不安を抱きつつ、宝物庫の探索を続ける。用事は済んだはずなのにヒルデガルトもついてきた。ベアトリーチェに睨にらまれるが、意外とそしらぬ顔でいる。

「そういえば、先程、陛下にお話ししていたことですが」

　ヒルデガルトを牽けん制せいするように、ベアトリーチェが口を開いた。

「どれだけ強大な力を秘めた伝説の武具でも、使い手によっては真価を発揮できませんわ。特にドワーフが、その秘儀をもって生み出す逸品は扱うこと自体、常人には難しいものばかりですの」

「そうなのか……。あ！　そういえば……」

　一つ思い出し、晶機コムニカを操作する。検索して幾いくつか画像を表示させた。

「なあ、ビーチェ、ヒルデ。獣人族の兵器に魔法付与をさせる方法ってないのかな？　これが魔法防御を破れるようになれば、セキリンダイシンリュウに対抗できるかもしれないと思うんだが」

「はあ……。戦車ですか？」

　ベアトリーチェは前髪を軽く払い、気のない返事をした。

「所しよ詮せん、獣人族の玩具おもちやですわ。金属と魔力は相性が悪いんですの。世に存在する魔剣の類たぐいはドワーフの秘儀や神の御技によってもたらされた物であって、私たちが作り出すことなど不可能です」

　ゆるゆると首を振られる。常つね信のぶは肩を落とした。突破口になりそうな気がしたのだが。

「あの……。私の知人は魔剣鍛か冶じをしておりますけれど……」

　そこにヒルデガルトの声が割り込んだ。

「魔剣鍛冶!?　それってドワーフかっ？」

　素早く彼女を振り向く。跪ひざまずこうとするヒルデガルトを制して話を促した。

「ええと……人間とドワーフの女性二人組でして……」

　何な故ぜか歯切れが悪い。ベアトリーチェが険のこもった目つきになった。

「陛下のご質問には明確に答えなさい」

「あ、はい……。父が治めていた領地に住んでいた二人組なのですけれど、随分と癖のある人たちでして……。陛下がお会いになるのはちょっと……」

「興味がある。その二人は今、どこにいるんだ？　すぐ連絡を取ることはできないか？」

　ヒルデガルトに頼む。「ですが……」と彼女は躊躇ためらった。「頼む！」と強く押す。

「……分かりました。元イグドラルの飛び地であるジンレンに入る許可をいただければ、ただちに彼女たちと話をつけます」

「助かる！」

「ですが……その……。本当に、お会いになりますか？」

　ヒルデガルトは不安そうだ。何だか嫌な予感がしたので、もう少し詳しく聞いてみることにする。

「……そんなに癖がある人たちなのか？　どういう感じなんだ？」

「そうですね……」

　斜め上を見上げ、ヒルデガルトが唸うなった。

「本人たち曰いわく、世界の真理を探究し続けているそうで」

「おお！　職人っぽいじゃないか。多少、無礼なところがあっても構わないぞ。そういう人たちは身分なんかに囚とらわれなかったりするからな」

「父を笑いながら殴り倒したことがあります」

「お、おうっ……」

「他には城を半壊させたり地盤沈下を引き起こしたり謎なぞの爆発はしょっちゅうで、あまりに酷ひどいのでどの村や町からも出入り禁止にされて山の麓ふもとに家を建てて暮らしていたのですが、川に妙な薬物を誤って流してしまい、下流の人々が数日、笑い続けるという事態を引き起こしました」

「それ大事件だろ!?　処罰されなかったのかっ？」

　さすがに許される範囲を越えている。ヒルデガルトは力なく笑った。

「幸い、死者は出ませんでしたので……。父は、彼女たちの言動はともかく腕は買っていましたから処刑するのは忍びないと」

「……それで、今は？」

「森の洞どう窟くつで監視つきの生活を送っているはずです。おそらく今も」

　彼女の渋い顔を見つめる。常つね信のぶは腕を組んだ。かなり危険な相手らしい。しかし背に腹は替えられない。

「……分かった。会おう！　ヒルデがジンレンに行っている間、俺も獣人自治区に行って兵器の実物を確認して来るよ」

「陛下、おやめになった方が……。それに獣人自治区など……」

　ベアトリーチェが眉まゆ根ねを寄せた。

「なりふり構ってはいられないんだ。ビーチェも別の対抗策を考えていてくれ」

「畏かしこまりました……。どうか、お気をつけて」

「それでは、私はただちにジンレンに向かいます！」

「ビーチェ、ヒルデ、よろしく頼む！」
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　常つね信のぶは晶機コムニカの画面をそっと閉じた。

　鼻歌を歌いながら前を歩くパオラの銀髪を見下ろし、後で自信満々に説明してきても「そうなんだ」と驚いてあげようと心に誓う。

「陛下、こちらが戦車の保管場でございます」

　犬顔の紳士が長い腕を振って前方を指し示した。パオラが「ふわーっ」と声を上げる。

　二人の目の前には、遠く地平の彼方かなたまで、ずらりと数万両の戦車が並んでいた。

「これが、時代遅れの遺物か……」

　常信は息を吞のむ。

　帝国との戦争に敗れた獣人族は、周囲をコンクリートの壁に囲まれた約四十万平方キロメートルの地域内で暮らしているという。もちろん自治区の外で暮らしているキャラのような獣人たちもいるのだが、大半はここにいるそうだ。

「大戦が終結し、自治区内での騒乱も落ち着いて、現在は平和が続いております。これも全すべて皇帝陛下のご威光の賜たま物ものかと」

　物理的に尻尾しつぽを振りながら案内役の犬紳士が喋しやべる。金網で区切られた保管場に並ぶ数多くの戦車を眺めながら、常信は尋ねた。

「これは今でも動くのか？」

「整備すれば可能ですが、使うことはないでしょう。保管してあるのは単に解体のコストが採算に合わないからでございまして。もし補助金を戴いただけるのでしたら即座に」

「いや、解体は……まだいい……」

　整然と並んだ鋼鉄の塊に身震いする。しばらく眺めた後、パオラに声を掛けて来た道を引き返した。道路の脇に停とめてある一台の車に乗り込む。黒塗りの高級そうな車で、中はとても広々としていた。ベロア生地の席で寝ていたキャラが赤毛の猫耳をピクピクさせて身を起こす。

「陛下ー、気が済んだー……？」

　寝ぼけ眼まなこで聞いてきた。「すごかったよ、キャラちゃん！」とパオラに抱きつかれ、猫の尻尾しつぽをピンと立てたキャラはパオラの豊満な胸に頰ずりする。

「こっちの武具、いや、兵器は一通り見させてもらった」

　常つね信のぶが席に落ち着くとドアが閉じられた。ゆるりと発進する。アスファルトで舗装された道を静かな駆動音で快走していった。

「わーっ！　すごいね！　面白いね！」

　窓に張りつくようにしてパオラが外の景色を眺める。

　彼女にとっては珍しい物だらけなのだろう。隣に座っているキャラに「あれは何？」「ねえ、あれは？」と頻ひん繁ぱんに尋ねる。反対側の窓から外を眺め、常信はため息を吐ついた。

　アスファルトで舗装された四車線の道路。車窓を流れていくのは鉄筋コンクリート製のビル群で、歩道を行き交う人々は皆、獣の特徴をどこかしらに有していた。

「自治区って、一体、どうなってるんだ？」

　疑問が口から洩もれ出でる。キャラが「んー？」とこちらを見た。

「どうって……壁の中で好きにやってるだけだよー」

「……もっと窮きゆう屈くつな生活を余儀なくされているのかと思っていたんだが」

「まさかー。一応、壁で囲ってるけど、範囲が広すぎてよく分かんなくなってるし……。むしろ好きなようにやれるから、ここから出たがらない獣人族がほとんどだよー」

　キャラのやる気なさそうな説明を聞きながら町の様子を眺める。見れば見るほど、元いた世界で見慣れた光景ばかりだった。多くの車が舗装道路を走っている。遠くには何かの工場が広がり、巨大な橋が架けられていた。

「そういえば、この車の動力は何なんだ？」

　唯一、違いを感じたのは自動車の後部についているはずのマフラーが見当たらないことだった。音も静かで、エンジン音がほとんど聞こえない。

「んー……？　電気って言って分かるかなー？」

「電気か……。つまりこの車、電気自動車か。初めて乗ったな」

　常信は車内を見回した。

「内燃機関は使われてないのか？　ガソリンとか」

　そう尋ねた常つね信のぶに赤毛の猫耳猫尻尾しつぽ娘は鼻をひくひくさせる。

「んあー……。陛下、古いの知ってるねー。でも、うちら鼻が良いから排ガスとか耐えられない種族が多くて、すぐ廃すたれたんだってー……。うちらが生まれるずっと前の話だよ」

　キャラの発想だけＳＦしていた理由がやっと分かってきた。獣人族は魔力がないから科学技術を発展させるしかなかったのだ。それでも魔法の前には無力で帝国に敗北したが、自治を認められた区画の中で発展を続けているのだろう。

　トンネルに入った。晶機コムニカを取り出し、通信が繫つながっているのを確認する。

「なあ、キャラ。どうして自治区では晶機の発想が生まれなかったんだ？　これだけ発展しているなら、通信設備だって相当発達していても良かったのに」

「んー……？」

　赤毛の猫耳が左右に動いた。

「だって……いらなかったしー……」

「いらない？　通信設備がか？」

「獣人族って同種同士だと、かなりの長距離でも意思疎通できるからねー……。帝国と戦ってた頃は部族間の争いもあったし、共用できる通信設備なんて持たない方が良かったんだー。暗号とか使わなくても、同種だけで通じる方法があったからねー」

「だから、キャラの発明は理解されなかったのか……」

　インターネットの構想をキャラから聞いたとき、この世界の住人が思いつくには発想が飛躍し過ぎているのではと疑問に思った。獣人族の自治区を訪れて、今度は逆に、どうして今までインターネットが普及していなかったのだろうと不思議に思っていたのだが、ようやく合点がいった。

「皮肉なものだな。優れた感覚を持っていたから通信技術を発展させる必要がなかった。キャラは自治区で生活していなかったから、『他者』との意思疎通に関して考えざるを得なかったってわけだ」

「そんな難しいこと考えてなかったけどねー……。陛下はときどき変に真面目まじめだねー」

「そりゃ、どうも……」

　晶機を仕し舞まおうとして、もう一つ疑問に行き当たった。

「なあ、魔法と金属って相性悪いんだよな？」

「そうだよー……」

「へーか、どうして金属と魔法の相性が悪いのか気になるのっ？」

　パオラが瞳ひとみをキラキラさせる。「その話は後で聞くからね」と微笑ほほえんでみせ、キャラに改めて尋ねた。

「晶機って金属を使ってないのか？」

「えー……そこからー……？」

　キャラの耳がぺたんと寝る。

「陛下ー、晶機コムニカは水晶だよー……」

「鉱物という意味では同じじゃ……ごめんなさい」

　じっとりと半はん眼がんで見つめられたので謝ってしまった。キャラが自分の晶機を引っ張り出して弄いじり始める。

「晶機は水晶に魔法の術式を入力したものだから金属じゃないよー……。これと同じことを金属と電気でやろうとしたら、すっごく大変だろうねー……」

　常つね信のぶは「そうなのか」と愛想笑いを返すことしかできなかった。

　長いトンネルを抜け、本日の宿である高層ビルの地下駐車場に車は滑り込んでいった。




　高層ビルの最上階から夜の摩天楼を一望する。

　光り輝く地上の星々をゆったりと見下ろし、常信は眉み間けんに指を押し当てた。

　周囲を確認する。パオラもキャラも寝室でぐっすり眠っており、ここの壁は防音も完かん璧ぺきらしいので声が洩もれる心配はない。

　大きく息を吸い込む。そして叫んだ。

「思ってた異世界ファンタジーと違ああああああああああああああう!!」

　天を仰ぎ、膝ひざを突く。毛足の長い絨じゆう毯たんが優しく受け止めてくれた。

「何だ、これっ？　何だよ、これっ？　こたつがあったり上下水道完備されてたり、風ふ呂ろも料理も快適で、中世ヨーロッパ風ファンタジー世界だと思ってた自分がバカみたいじゃないか！　俺はもっとこう、現代では当たり前の技術が、こっちの世界では珍しいもので大変喜ばれて楽しく過ごせてやったね♪　みたいな展開を予想してたのに、何かにつけてこっちの予想を超えてくるわ、みんな優秀だわ、俺は凡人だわ、あげく現代兵器が魔法の前に大敗北とかおかしいだろおおおおおおおおっ……。違うよ、そういうんじゃないよ、もっとチート無双な展開が欲しかったんだよおおおおおおおおお!!」

　絨毯の上を転げ回る。

　ひとしきり吐き出したところでハアと高い天井を見上げた。

「ここの科学技術は凄すさまじいものがあるけれど、使い勝手でいったら魔法の方が断然、強力で汎用性が高いんだろうな。それもあって帝国では魔法文化が主流なわけだし、何より金属、特に鉄が魔法と相性悪いのが難点なんだ」

　ホテルに着いてからもキャラを質問攻めにしてしまったのだが、それによって分かった大陸の「常識」が常信には引っ掛かっている。

　例えば、自治区以外ではいまだに馬車が主流であること。これは馬車ならば馬も含めて全すべてに魔法防御をかけることができるのに対し、車には魔法防御を施ほどこすことができないので、かえって危険だから。

　自治区には鉄道も走っているが、外に鉄道を敷きたくても竜やその他の幻想種が線路を破壊してしまうので敷設できない。線路そのものに魔法防御力がなければ、とても鉄道など作れないのだ。

　火薬もすでに発達しているものの、爆薬による攻撃は魔法壁を破れない。そのため武器として使用されることはなく、鉱山の穴掘りか花火に使われるくらいだった。

「……つまり、金属と魔法を融合させる技術があれば、自治区の技術を大陸中に適用できるはずなんだけど」

　今はヒルデガルトが魔剣鍛か冶じの二人と繫つないでくれるのを待つしかない。

「人間とドワーフの二人組って言ってたけど……。ヒルデは何であんなに会わせたくなさそうだったんだ？」

　不安は募つのる一方だが、どんな相手だろうと会うしかなかった。

「さて、寝る前に少しだけ……」

　水晶球を操り、小説・マンガの投稿サイトに入る。何か短めのものを読んでから寝ようと探っていると、見覚えのある名前を見つけた。

「ソニアの居ぬ間に」というタイトルのマンガである。タグは「百ゆ合り」「成人指定」とあった。映っている表紙には黒髪ポニーテールの美少女が描かれている。

「…………」

　読んでみた。

　端的に言うと「水の姫アクウイツサ」ナタリアが側近のソニアとあんなことやこんなことをするマンガだった。かなり絵が上う手まかった。

　読み終えるなり息を吐く。色々と眠れなくなってきたので検索してみた。

　ナタリアとソニアの百合マンガがぞろぞろ出てくる。

　この一作で終わろう。この一作で最後だからと次々読んでしまい、あっという間に二時間が過ぎる。それでもまだ読んでいないものがあった。

「これで……これで本当に最後だからっ……！」

　ナタリアとソニアが全裸で抱き合っている表紙を捲めくる。

『陛下！　起きていらっしゃいますかっ？』

　水晶球からムツィオの声がした。「どおおおおっ？」と変な声が出る。

『夜分、遅くに申し訳ございませぬ。ですが、一刻も早くお知らせせねばと』

「何があった？」

　努めて冷静な振りをして言った。

『「七勇神姫セテイオ・プリンサ」が新たな動画を載せました』

「来たかっ」

　すぐ動画投稿サイトに飛ぶ。件くだんの動画は探すまでもなく見つかった。

　再生する。

　以前と同じ派手な登場シーン。

　五人全員が名乗りを上げ、舞台に勢せい揃ぞろいする。

　五色の爆煙が上がった。

「皇帝！　いまだにロザリンドを解放しないどころか、ボクたちの国に圧力をかけるだなんて、貴様はどこまで卑ひ劣れつなんだ！」

　シエラがビシッと芝居がかった動きでこちらを指差す。

「宣戦布告はボクたち『七勇神姫セテイオ・プリンサ』から帝国に対するもの！　貴様がどれだけの兵力を差し向けてこようとも、この五人で打ち砕いてくれる！　正々堂々と勝負しろ！」

「たった五人で……。本気、なんだろうなあ……」

　マサト・ホウライのときも思ったが、主人公や正義の味方はどうして少数精鋭で攻めたがるのだろう。

　画面では他の「七勇神姫」たちも口々に煽あおり文句を言っていた。

　最後にシエラが居住まいを正す。

「この場を借りて、一つだけお詫びしたいことがある」

　神妙な顔をして彼女は頭を下げた。

「パオラちゃんを泣かせてしまったことに関しては、すまなかった。破は廉れん恥ち外げ道どうな皇帝と違ってとても良い子な彼女を悲しませるのはボクたちの本意ではなかったんだ。全すべての責めはボクが負う。帝国の民よ、思う存分、ボクを罵ののしってくれ！　どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんでも全身で受け止める覚悟だ！」

　大きく腕を広げ、顔を上げて「さあ！」と叫ぶ。

　数拍後、再びビシッと大げさな動きでこちらを指差したシエラは堂々と宣言した。

「皇帝。ボクたちは年が明けたら進軍する。せいぜい最後の年越しを楽しむんだな！」

　動画が終わった。

「最後の年越しって……ん？　年明け？　って、いつだ？」

　宰さい相しように呼びかける。ムツィオの深刻な声が返ってきた。

「陛下。年明けは二週間後でございます。恐おそらくテルエ王国は雪解けを待って兵を動かす算段でありましょう。あの者たちの進軍まで、長く見積もっても一月ほどかと」

「一ヶ月しかないのか……」

　常つね信のぶは頭を抱えた。

「あああ、時間が足りないなあ……。どうにかして足止めできないかなあ……」

　藁わらにもすがる思いで井戸端会議を覗のぞいてみた。
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「もうヤだ、この国……」

　常つね信のぶは顔を覆ってテーブルに突っ伏した。

「いくら農閑期で時間あるからって遊び過ぎだろぉ。もっとちゃんと考察してくれよぉ。彼女たちの弱点とかが知りたいんだよぉ」

　他の井戸端会議も概おおむね似たようなものだった。特に、「水の姫アクウイツサ」ナタリアに関しては百ゆ合りマンガ本の話で持ちきりである。件くだんの「ナタソニ」や「ソニナタ」だけでなく、他の側近と絡んでいるマンガもあるようだ。以前、ルビーク川を遡そ上じようしてきたとき注目を集めたのでネタにしている者が多いのだろう。

「……しかし、こんなにたくさんマンガのネタにされて、本人たちはどう思ってるんだろうな？　……もしパオラがネタにされたら、ムツィオが全すべて焼却しそうだけど」

　一人、呟つぶやく。

　不意に閃ひらめいた。

「これは、かなり無謀な気がするけど……。やるだけやってみるか」

　まだ宰さい相しようは起きているだろう。そう判断し、水晶球で通信を試みた。案の定、すぐに繫つながったので新たな作戦を伝える。呆あきれるムツィオに頼み込み、実行に移させた。

「さあ、鬼が出るか蛇が出るか……。残り一ヶ月。大国の本気を見せてやる！」

　常信は気合いを入れた。
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第五章　ロリババアって考えてみたらすごい言葉だよな（感心）







　年明けまでの二週間は本当に慌ただしかった。

　中でも魔剣鍛か冶じの二人に会いに行った三日間はひどかった。

　自分自身を含め、あらゆるものを実験対象にする頭のネジが数本吹っ飛んだドワーフに、腕はずば抜けて良いが作ることより壊すことの方が大好きな鍛冶職人の二人組のせいで洞どう窟くつ内を延々と彷徨さまよい歩き、あげく幻獣を目覚めさせて危うく死にかけた。

　どうにか彼女たちの協力を得られたものの、ヒルデガルトが会わせるのを躊躇ためらった理由が良く分かった。できれば、もう二度と会いたくない。それに、あの三日間のことは思い出したくもない。

　他にも年末の騒動や諸々の雑事に忙殺され、気づけば年が明けていた。慌ただしく過ごした甲か斐いあって仕込みは万全といえそうだ。あとは芽が出るのを待つだけだろう。

　新年行事をグロリア帝国第五代皇帝アルフォンソ・ハルバートとして務め、年始の挨あい拶さつに訪れる国内貴族の相手をするだけで一週間が過ぎた。一息ついたところに連絡が届く。

「テルエとブリムレックが軍を動かしました」

　大陸北部に位置するテルエ王国と北西のブリムレック王国。

　同盟しているという二つの国の軍が示し合わせて進軍を開始したという。

「予想通り、テルエは雪解けを待って動き始めましたな。しかし、ブリムレックの竜騎士団は両軍に先行して帝国領に入ったようでございます」

　執務机に広げられた地図を指し示し、宰さい相しようが説明する。

「先行して幾いくつか砦とりでを落とし、拠点を確保する算段かと」

　サルバドールが顎あご髭ひげをつまんだ。

「この分ですと、二日後にはジェマーノ砂漠に至りますわ」

　ベアトリーチェがこちらを窺うかがう。彼女の言いたいことは分かっているので頷うなずいた。

「運を天に任せる、といえば聞こえは良いが、前代未聞の作戦だというのは理解している。ただ、彼女と戦わずに事を収められるのなら、やってみる価値はあるだろう」

「念のため、ガンドルフ城に竜騎士大隊を集結させ、軍も増員させてあります。『火の姫フイアネツサ』がジェマーノ砂漠を越えてくるようであれば、迎げい撃げきもやむなしかと」

　宰相補が不安そうに言う。

「賭かけるしかない。……他の作戦はどうなってる？」

「……順調、といって良いのですかな？　アレグランサには密ひそかに輸出させております。そろそろ市井に広まりつつある頃では」

　ムツィオが首を傾かしげつつ答える。それに続いて元公爵も苦笑いで告げた。

「ヒルデたちの動画配信は今週末だそうで」




　会議を終え、常つね信のぶは城内のある場所に足を向けた。

「はい、ワンツーワンツー」

　壁の一面が全すべて鏡張りになった広間で百人ほどの美少女たちがステップを踏んでいる。その様子を椅い子すに座ったパオラが神妙そうな顔をして見ていた。隣ではキャラが眠そうな顔で晶機コムニカを弄いじっている。

「あ、へーか！」

　常信が入室するなり、パオラが嬉うれしそうに立ち上がった。

　練習していた少女たちも一斉にこちらを向き、お辞じ儀ぎをする。

「続けてくれ」

　軽く手を挙げて応じ、練習の再開を促す。「はい！」と爽さわやかな返事が返ってきた。ダンスコーチが手を叩たたき、練習が再開される。

「仕上がってきたじゃないか」

　パオラの隣に腰掛けると、彼女はフフンと鼻高々に答えた。

「わたし、プロデューサーとして頑張ってるから！」

　練習を続ける少女たちの先頭ではヒルデガルトが一心に踊っている。

「で、キャラは何をしているんだ？」

　舞台周りのことは全て彼女に任せてあるが、キャラはよく練習風景を撮影しては一人、頷うなずいていた。動きのチェックなら他のカメラで記録しているので、彼女のそれは別の用途に使われる予定なのだろうか。

「おー……。陛下、会員がついに百万人を突破したよー……」

「会員？」

「これこれー」

　キャラが自分の晶機を見せてくれる。画面には「十二星姫ドーデイ・ステラ公式サイト」とあった。

「……こんなサイトまで立ち上げていたのか。まだデビューしてないんだぞ？」

「分かってないなー……」

　キャラが眠そうな目で首を振る。

「前もって期待を高めておかないと、動画再生は伸びないよー……」

「そ、そういうものなのか……。でも、無料で会員登録したら何か良いことあるのか？」

「もちろん……。たとえば、これとかー……」

　公式サイトに上げられている動画を一つ、再生した。

　それは「十二星姫」の練習風景を撮影したものだった。適度に編集されている。

　激しいダンス練習を繰り返す彼女たち。

　練習着は汗に濡ぬれ、舞い踊るたび雫しずくが飛んだ。

『あっ……！』

　一人が足を滑らせて転倒する。周りの数人が『大丈夫っ？』と駆け寄った。倒れた少女は横座りになったまま立とうとしない。

『どうなさったの、ジャンナ？　もしかして、足を挫くじいたんですのっ？』

『いいえ……。そうではないの、ガブリエラ。私、私、やっぱり無理なんですわ！』

　座り込んだ少女が泣き崩れる。

『何度やっても上う手まくいかないっ……。きっと私には才能がないんですの！　こんなことでは、栄えあるアイドルグループ「十二星姫ドーデイ・ステラ」としてデビューする資格なんてありませんわ！　私には……無理だったんですのよ……』

『そんなことありませんわ！　ジャンナは誰よりも頑張っているではありませんかっ』

　ガブリエラと呼ばれた少女が、項垂うなだれて涙を零こぼすジャンナの肩を抱く。

　周囲からも『そうですわ！』『負けないで、ジャンナ！』と彼女を励ます声が上がった。

『じゃあ、やめればー』

　そんな中、ただ一人醒さめた声で告げる少女が一人。

『ドロテアさん!?　何てことを仰おつしやるのっ？』

　ガブリエラが信じられないという表情で振り向く。しかしドロテアは腕を組み、平然と言い放った。

『やる気がない奴やつは「十二星姫」にいらないって言っただけよ』

『そんな！』『ひどいですわ！』と彼女を非難する声が上がるが、ドロテアは全く気にした様子もなくジャンナに近づき、ガブリエラを押しのける。座り込んだままのジャンナの胸むな倉ぐらを摑つかみ、無理やり引き起こした。

『出ていってよ！　才能だとか何とか言い訳してっ……逃げたいだけの奴は出てって！　ジャンナ、私が生まれのことを気にして「十二星姫」を辞退しようとしたとき言ったよね？　自分の人生を決めるのは自分の意志だって。身分も才能も関係ない。自分がどうありたいか。それだけだって！』

　ドロテアはジャンナを突き飛ばすようにして放り出す。尻しり餅もちをついた彼女の周りで他の少女たちはおろおろするばかりだ。

『もう、あんたなんて知らない……』

　そっぽを向くドロテア。

　皆が固唾かたずを吞のんで見守る中、ジャンナがのろのろと立ち上がった。自分に背を向けているドロテアに背後から抱きつく。

『ごめん……ごめんなさい、ドロテア……。私、バカね。本当に大バカですわ』

『…………』

『すっかり忘れていました。思い出させてくれて、ありがとう。やっぱり貴女あなたは、かけがえのない親友ですわっ』

　ぎゅっと抱きつくジャンナの手に、ドロテアがそっと自分の手を重ねた。

『……練習くらい、いくらでもつき合ってあげるから』

　ワアッと黄色い歓声が上がる。

　少女たちが二人に駆け寄り、皆で抱き合う。『頑張りましょう、ジャンナ！』『私も手伝いますわ！』と眩まぶしい青春の光を放って笑い合った。

　再生が終わる。

「……これは、何だ？」

　目が点になっている常つね信のぶに、キャラは「えーっ……」と不満そうな声を上げた。

「アイドルの舞台裏を会員限定で配信してるんじゃーん。これ、特に受けが良くって、一気に会員数増えたんだよー……。陛下、分かってないなー」

「ああ、うん。それはすまんかった……」

　大半が温室育ちの貴族令嬢とはいえ、ここまでストレートなものを見せられると噓うそくささしか感じなくなっている自分が恥ずかしかった。

「ま、こんな感じで宣伝してるからー、マライカ動画をぶっちぎるのは余裕かなー」

「そういうフラグじみたこと言うのはやめてくれ」

「フラグ？」

「いや、何でもない……」

　パンパンとダンスコーチが手を叩たたき、練習の終了を告げる。

　すっくとパオラが立ち上がった。しかつめらしい顔をして、整列した「十二星姫ドーデイ・ステラ」たちの前に立つ。

「皆さん……」

　むむむ……と険しい表情になるパオラ。そして──

「今日もとっても可愛かわいかったです！」

　花咲くような笑顔になった。

　少女たちが声を揃そろえて「ありがとうございます！」と答える。

「こっちは大丈夫そうだな。やはり一番の気懸かりは『火の姫フイアネツサ』か……」

「あー……新しいお城作ってたんだってねー……」

　キャラがやる気なさそうに尻尾しつぽを揺らした。

「陛下って時々、あたしより変なこと思いつくよねー……」

「思いつきであることは否定しない。それにしても、ウチの工兵能力はずば抜けてるな。あれを半月ほどで建ててしまうなんて」

　常信は改めて帝国の尋常でない物量力を感じていた。
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「かかった！」

　常つね信のぶはグッと拳こぶしを握る。

　五日後の執務室。水晶球で情報を拾っていたところ、待望の結果が知らされた。

　ガンドルフ城からの報告よりも先に魔力通信網の会話で成果が分かってしまうのは問題があるようにも思うが、それより作戦が当たったことの方が大切だ。

「これでテルエとブリムレックの連合軍は進軍を止めざるを得ませんな。先行して拠点を押さえてくれるはずだった竜騎士団が動きを止めてしまったとあれば、テルエの軍はブリムレック軍に不信を抱くはず。二国の連携が崩れてくれれば」

　宰さい相しようが希望的観測を述べるが、それはベアトリーチェに否定される。

「お言葉ですが、この程度で揺らぐようなら同盟など組まないでしょう。主導しているのはあくまで『七勇神姫セテイオ・プリンサ』です。きっとシエラがマリアンヌをせっつきに訪れるはず」

　彼女が水晶球を操作すると、壁にお菓子の城が映し出された。

　砂漠のど真ん中に聳そびえる飴あめとチョコレートとビスケットとクッキーとマシュマロ等で作られた城には不思議な存在感がある。

「城内の様子はドローンで全すべて知ることができますわ」

「隠しカメラでも仕掛ければ良かったのに」

　そう言った常信に、ベアトリーチェは小さく頷うなずいた。

「仕掛けておいた物は全て取り除かれました。さすがに敵も愚かではありません」

「あ、そうなのか……」

　自分の浅はかさが嫌になる。

「とはいえ、お陰でドローンは盲点になったようですわね。小さな昆虫などに擬態させているので気づかなかったのでしょう。あら？　マリアンヌがいました」

　画面を次々に切り替えていた彼女が手を止めた。

　マシュマロでできたソファに身を預け、すっかりふぬけている「火の姫フイアネツサ」マリアンヌの姿が映し出される。彼女の側そばには数名の将士が立っており、ゆるみきった彼女に説得を試みていた。

『姫様！　もう三日になります！　早くこの城を出て帝国の砦とりでを落としましょう！　我々の動きが止まってしまったので、我が軍もテルエ軍も進軍できなくなっております』

『国王陛下から、また密書が届きました！　おそらくは進軍を促すもの！　どうか！　どうか先にお進み下さい！　さもなくば帝国に隙すきを突かれます！』

『ん～？　だって、このソファ、マシュマロでできてるんだよ～。こんなの、ダメになっちゃうよ～。私をダメにするソファだよ～』

　切迫した様子の将士に対し、マリアンヌは緊張感の欠片かけらもない。

　周りの将士が頷き合った。

『姫様、失礼致します！』

　一人が剣を抜き、飴あめ細工のテーブルを叩たたき斬きろうと振り上げる。

　しかし、その剣は宙を舞い、ビスケットの床をカラカラと滑っていった。

『…………』

　将士が一斉にマリアンヌを見る。

　しかし彼女はほわわんとマシュマロソファに身を委ゆだねたままだ。身を委ねたまま、チラリと部下たちを一いち瞥べつした。

『私ね～、このお城気に入ってるんだ～♪　子どもの頃からの夢だったの～♪　いつかお菓子のお城に住んで～、ゆったりホットチョコ飲むんだって～』

『姫様は猫舌ですよね？』

『うふふ～。焼き滅ぼしちゃうぞ～♪』

　パチンとマリアンヌが指を鳴らしただけで、余計なことを言った将士の髪の毛に火が点ついた。『どうわっはあああ!?』と転げ回る彼の頭の火を仲間が懸命に消し止める。

『だから～、調度品の一つでも壊したら～、怒っちゃうぞ～♪』

　ひたすらにこやかに、のんびりと告げるが、周囲の将士たちは震え上がった。『失礼致しました！』と敬礼して、皆、部屋を飛び出していく。

『あ～ん♪　困ったな～。このままだとシエラに怒られちゃう～。でも～、せっかく手に入った夢のお城を手放したくな～い』

　マリアンヌは一人、パタパタと手足を振った後、『ま、いいや～。明日、考えよ～』と呟つぶやいて目を閉じた。

「陛下！　絶好機です！　あの城を包囲してマリアンヌを捕らえましょう！」

　ムツィオが意気込む。しかし常つね信のぶは首を振った。

「せっかく相手がダメになってくれてるんだ。このまま大人しくしていてもらおう。今のうちにシエラの動きを止める策を──」

「おい、皇帝」

　突然、頭の中に声が響いた。

「えっ!?」

　周囲を見回す。ポカンとした顔の宰さい相しようと、眉み間けんに皺しわを寄せているベアトリーチェ。執務室にいるのは彼らだけだ。

「どこを見ておる。こっちだ、こっち」

「陛下、こちらです！」

　ベアトリーチェがひどく緊張した面持ちで水晶球を操作した。画面が切り替わる。

「エルフの小娘か。大儀である」

　切り替わった画面には黄金の瞳ひとみがアップで映し出された。しかも爬は虫ちゆう類るい特有の目をしている。常つね信のぶの背筋を悪寒が走った。

「……竜？」

「正解だ、皇帝。ふむ。まったく魔力の気配がせぬから見落としておったわ。このような玩具おもちやで我らを監視しておったか」

　黄金の目がスッと引き、その顔が露あらわになる。

　血のように紅あかい鱗うろこ。獰どう猛もうに歪ゆがめられた眼まな差ざし。そして剣けん吞のんな牙きばを有する巨大な口。

「我はセキリンダイシンリュウ。お前たちの下らぬ策によってふぬけてしまいおった『火の姫フイアネツサ』マリアンヌの相棒よ」

　そう言うなり荒々しく鼻息を吹く。こちらまで強風に煽あおられる錯覚に囚とらわれた。

「……陛下、これは一体？」

　ムツィオが戸惑った様子でこちらを向く。セキリンダイシンリュウがガバアッと口を開けて笑った。

「そこの禿はげ爺じいには我の声が聞こえておらぬ。我はこの玩具を通じてお前を認識し、その頭に直接話しかけておるからのう。隣のエルフはその余波を感じ取っておるに過ぎん」

「なるほど……」

　脇の下に嫌な汗をかきながら常信は頷うなずく。落ち着きのない宰さい相しように言ってやった。

「あいつの声は禿爺には聞こえないらしい」

「髪の毛に何の関係があるのですか!?」

　ムツィオが禿とく頭とうを押さえる。「言い方が悪かった」とだけ返した。

「それで、俺に何か用か？」

　声が震えないよう注意して言う。画面の中の竜が牙を剝むき出だしにした。

「強がっても無駄だ、愚かで脆ぜい弱じやくな人間種よ。我の前では全すべてが無力。貴様ごとき、いつでも簡単に踏みつぶせるわ」

「……そうだろうな」

　否定しても仕方ない。常信はあっさり認めた。ベアトリーチェが何か言いたそうにこちらを見たが、彼女も顔色が悪い。それだけでも目の前の相手が恐おそろしく危険な存在なのだということは分かった。

「ほう」

　竜の声に喜色が混じる。

「己の卑小さを少しは理解しておるか。まあ、だからといって無価値なのには変わりないが、良い良い。ちょっとは遊んでやる気になったぞ」

「遊ぶ？」

「我の相棒は人間の割に見所があるからのう。一緒に遊んでやっとるわけだが、ここ数日はすっかりふぬけて話にならん。それもこれも皇帝、貴様がくだらぬ策を講じるからだ。あれの甘い物好きはもはや病気ぞ。太ることを気にしとるくせに、我が甘い物を控えろと言うと『うふふふ～♪　甘い物は別腹だから～、お肉にはならないんだよ～』という謎なぞ理論を展開しおった」

「マリアンヌ、すごいな……」

「であるから、我は少々退屈しておる。退屈しのぎに帝都の一つでも焼き払ってくれようかとも思ったが……」

「おおおい!?　ちょっと待て！」

　焦って立ち上がってしまった常つね信のぶを見て、竜は愉快そうに目を細めた。

「おうおう、低俗な人間に相応ふさわしい無ぶ様ざまな面よ。良いぞ、皇帝。その顔を見せたこと、褒めてやろう。どうやらお前は遊び甲が斐いがありそうだ」

「何をしようって言うんだ……？」

「大したことではない。我は退屈しておる。我の暇ひま潰つぶしになれ」

「……それはつまり、何か遊びを提供しろと言っているのか？」

「物分かりが良いではないか、皇帝。我を楽しませてみせろ。さすれば帝都を焼き払うのはやめてやろう」

「陛下！　乗ってはなりません」

　ベアトリーチェが常信の腕を摑つかんだ。珍しく、その目には怯おびえの色がある。全く状況を理解できていない宰さい相しようはこちらと竜の顔を行ったり来たりする。

「セキリンダイシンリュウは大陸最強種の幻獣です。あれの力は──」

「エルフの小娘は黙っておれ！」

　竜の一いつ喝かつがベアトリーチェを打ち据えた。気を失い、倒れる彼女を急いで抱き留めて、そっと床に寝かせる。

「ちょっと、乱暴じゃないか？」

「フン。エルフも人間種と大差ない。我にとっては卑小で無価値なクズよ」

「そうか……」

　椅い子すに座り直す。深呼吸をして息を整えた。

「陛下……？」

　不安そうな宰相に軽く手を挙げてみせ、常信は竜を真正面から見据えた。

「賭かけをしようじゃないか、セキリンダイシンリュウ」

「ほう？　どのような賭けだ？」

「もちろん力比べだ。俺たち帝国軍とお前、どちらが強いのか、賭けよう」

　瞬間、竜が大笑した。

　鼓膜が破れるかという轟ごう音おんに耳を塞ふさぐが、そんなものは何の意味もない。直接、脳を揺らされるような衝撃を食らった。

　どうにか意識を繫つなぎとめ、笑い終えた竜を見る。

　相手は哀れみの籠こもった眼まな差ざしでこちらを見ていた。

「あまりに下らなすぎて笑ってしまったぞ。我とお前たちが力比べだと？　正気とは思えんな。出来の悪い冗談だ」

「俺は本気だ。やるのか？　やらないのか？」

　腹に力を込め、なけなしの勇気をかき集めて竜を睨にらみつける。

「ほほう……。どこまでも愚か。傲ごう慢まんが身を滅ぼすとは言い得て妙よのう。良かろう、皇帝。お前の暴言により帝都は消滅する。稀き代たいの暗君として歴史に名を刻むが良い」

「賭かけは成立だな。俺たちが負ければ好きなようにしろ。帝都だけでなく、好きなところを好きなように焼き払えば良い」

「言いおったな、皇帝！　我は本当にやるぞっ。人間風情が粋がりおった罪、思い知らせてやろう！」

「その代わり、俺たちが勝ったら──」

「そのようなことは聞く意味がない。万に一つもあり得んのだからな」

　常つね信のぶの言葉は竜に遮さえぎられてしまった。嗜し虐ぎやく的な笑いを含んだ声でセキリンダイシンリュウは言い放つ。

「もし我に掠かすり傷きずの一つでも負わせることができれば、お前たちの勝ちで良い。そのとき、改めて話を聞いてやる。何でも望みを言うが良い。まあ、そのようなことが起きればの話であるがなあ」

「そうか……。なら、一つだけハンデをくれ。こちらの先制でいかせてもらいたい」

「先制？　その程度ではハンデにもなるまい。お前たちが存分に攻撃するが良い。その間、我は大人しく地面に座っていてやろう。お前たちの万策が尽き、絶望しきった顔をたっぷり拝んでから蹂じゆう躙りんしてくれる」

「決まりだな」

「決まりだ。場所と日時は、この玩具おもちやを使って伝えて来い。我の気が変わらんうちにな」

　ブチンと音がして画面が真っ暗になる。ドローンが潰つぶされたのだろう。

「陛下……一体、何を話しておられたのですか？　まさか……」

　そう尋ねてきたムツィオの顔は蒼そう白はくだった。あらかたのところは常信の発言から察しているのだろう。常信は不敵に笑ってみせた。

「大したことじゃない。ちょっとセキリンダイシンリュウと戦うことになっただけだ」

　禿とく頭とうの宰さい相しようは腰を抜かし、そのまま寝込んでしまった。




　最大の問題はすでにクリアしていた。

　魔剣鍛か冶じの二人のおかげで新技術を獲得した帝国は、魔法兵器の開発を急ピッチで押し進め、量産体制に入っていた。

　だからセキリンダイシンリュウとの賭かけには十分、勝算があった。実験も成功していた。兵士の訓練も間に合った。ただ、それでも実戦では何が起こるか分からない。常つね信のぶは人前では平気な顔を保っていたが、毎日、胃が痛かった。

　周囲に迷惑がかからず、獣人自治区から戦車や自走式多連装ロケット砲を移動させるのに適した場所を見つけるのに一番手間がかかった。移動時間も計算してセキリンダイシンリュウに決戦の日時と場所を伝えると、相手は散歩する程度の気楽さでやってきた。




　そして大陸最強種の幻獣は無数の爆炎の中に沈んだ。




「やりましたーっ！　陛下、俺、やってやりましたよおおお！」

　ジルベルトが一際大きな声で叫んだ。

　つられて周囲の将兵たちも勝かち鬨どきを上げる。

　お祭り騒ぎの本陣にあって、常信だけがまだ気を張っていた。

「……煙でよく見えないな。相手の姿を確認するまで油断できない」

　ギリッと歯を食いしばる。胸のむかつきで吐きそうだ。

「頼むっ……。倒れていてくれっ……！」

　砲撃が収まり、煙が少しずつ風に流されていく。ジルベルトが大声で叫んだ。

「やったか!?」

「そういうこと言うな！」

　反射的に怒鳴る。何な故ぜ、怒鳴られたのか分からなかったのだろう。ジルベルトがこちらを見上げて、いつになく小声で「申し訳ございません」と謝った。

　煙が完全に晴れ、大地が露あらわになる。

　常信は目を剝むいた。

　左右を見回す。

　しかし、どこにもセキリンダイシンリュウの姿はなかった。

「上か!?」

　咄とつ嗟さに見上げる。しかし太陽が燦さん々さんと輝いているだけだ。

「どこだ!?　どこに消えた!?」

　相手は竜族だ。ひょっとすると瞬間移動もできるのかもしれない。考え得る限りのことを懸命に考える。決して油断はできない。

「ハッハッハッハッハ！　陛下、ご覧下さい！　我らの攻撃により、あの竜めは粉こな微み塵じんになって跡形もありませんぞ！　まさに快勝ですな！」

　ジルベルトが嬉き々きとして言った。だから、そういうフラグを立てるんじゃないと怒鳴りたかったが、そんなことを言っても彼には理解できないのだと思い直して無視する。

「死体を確認せよ。体の一部分だけでもいい。必ず見つけ出せ」

　そう命じて探索部隊を現地に向かわせる。念のため、戦車の遠隔操作も続けさせた。いつ攻撃を受けても反撃できるよう準備させておく。

「掠かすり傷きず……というか、けっこうなダメージは与えてるはずだ……」

　掠り傷を負わせればこちらの勝ち。そういう賭かけだったはずだが、相手は竜だ。いつ何時約束を反ほ故ごにして襲い掛かってくるか分からない。手負いの獣は恐おそろしいと聞いたこともある。常つね信のぶは腹を押さえた。

　実際には一時間も経たっていないだろう。ただし常信にとっては永遠にも等しい時間が過ぎ、物見台を何百往復かしたとき、探索部隊から通信が入った。ジルベルトが報告を受け、しかし首を捻ひねる。

「どうした!?　何か見つかったのかっ？」

　たまらず尋ねると、帝国軍総大将は訝いぶかしげな顔でこちらを見上げた。

「陛下！　セキリンダイシンリュウがいたと思おぼしき地点で幼女を発見したそうです！」

「……は？」

　一瞬、ヨウジョの意味が分からなかった。

　とにかく現場に向かうと告げ、忙せわしなく物見台を降りる。皆に「危険です」と止められたが、もはや待っているのは耐えられなかった。

　砲撃で穴だらけになった荒野を進み、ようやく現場に辿たどり着つく。クレーターの中心に探索部隊が集まっていた。常信が近づくなり、道を空けて跪ひざまずく。人垣の先には、報告の通り幼女がいた。

「……死んでるのか？」

　一目見て、そう尋ねずにはいられなかった。

　発見された幼女は俯うつぶせに倒れており、煤すす塗まみれでピクリとも動かない。爆撃に巻き込まれたのは想像に難くなかった。

「半径五キロ圏内には誰も近づけさせるなと命じてあっただろ!?」

　鎧よろいをガシャガシャさせて追ってきたジルベルトに問とい糾ただす。彼はすぐに跪き、「むろん、誰も近づけさせておりません！」と大声で答えた。

「でも、ここに女の子がっ……！　可哀かわい想そうに……」

　髪についた煤をそっと払ってやる。幼女の髪は血のような真紅だった。よく見てみると、ところどころ焼け焦げ、穴の開いている衣服も真紅のドレスである。上等な仕立てなので貴族の娘だったのだろう。

「丁重に弔とむらってあげよう」

　常信は幼女の亡なき骸がらを抱え上げようとした。

「コラーッ！」

　瞬間、ガバッと幼女が顔を上げ、常つね信のぶを怒鳴りつけた。

「我を殺す気か、このバカタレーっ！」

　涙目になって叫ぶ。身を起こし、パンパンと乱暴に煤すすを払い落とした。

「い、生きてたんだねっ……！　良かった！」

　抱きしめようとした常信の手を真紅の幼女がパシンと叩たたく。「無礼であるぞ！」と気色ばむジルベルトをじろりと睨にらみつけた。幼女とは思えない凄すごみに帝国軍総大将が「うぐっ」と身を引く。

「随分とやってくれたではないか、皇帝」

　幼いながら、不思議と威厳のある声で幼女が常信に言った。苦々しく顔を歪ゆがめる。常信はしばし幼女の発言を吟ぎん味みし、信じられない思いで指差した。

「……ひょっとして、セキリンダイシンリュウ!?」

「他に誰がおる!?　こんな、ついさっきまで地獄のような有様だった戦場のど真ん中に普通の人間が倒れておるわけなかろうが！」

　幼女が地団駄を踏む。

「バカか？　お前らバカなのか!?　我に向かってあんな大量の砲弾を撃ち込みおって！　途中で『降参』と言ったであろうが！　『話を聞いてやるからやめよ』と叫んだであろうが！　それなのにバカスカバカスカ飽きもせず撃ち込みおって！　お前らには良心というものがないのか!?　外げ道どうか!?　外道なのか!?」

　怒鳴りながらふるふる瞳ひとみを潤うるませる。相当、怖い思いをしたようだ。

「ごめん……。爆音がうるさすぎて全然聞こえなかった……。俺の頭の中に直接話しかけてくれれば良かったのに……」

「攻撃があまりにエグ過ぎてお前を認識できなくなっておったのだ！　そのくらい気づけ！　もちっと加減せんか！　我じゃなかったら百回くらい死んどるぞ！」

　さらにダンダン地面を踏みつけ、幼女が怒鳴る。とうとう涙がぽろぽろこぼれ落ちた。何となく頭を撫なでてやりたくなる。

　それをパシッと払いのけ、ごしごし涙をこすって拭ぬぐい、セキリンダイシンリュウは幼女の格好でふんぞり返った。

「ま、まあ、良い。今回は合格点をくれてやろう。賭かけはお前たちの勝ちで良いぞ」

「陛下！　第三陣の準備は整っております！」

　ジルベルトが敬礼する。セキリンダイシンリュウが「コラーッ！」と絶叫した。

「外道！　この帝国の外道ども!!　我が負けを認めてやっておるというのに、その仕打ちはなんじゃー！　お前らなんかなあっ。お前らなんか、魔力が戻ったら一ひと捻ひねりにしてくれるわ！　指先一つであの世逝いきであるぞーっ」

「ジルベルト……話がややこしくなるから黙ってろ……」

　常つね信のぶは彼を下がらせ、「さてと」と幼女に向き直った。

「賭かけは俺たちの勝ちだ。言うことを聞いてもらうからな」

「好きにせい……。皇帝、お前の悪評は知っておる。捕らえた娘に辱めを与えて喜ぶ破は廉れん恥ち外げ道どうだと。まさか、我のような幼女に対してもそのような真ま似ねをっ……？」

「誰がするか！　というか、お前、見た目通りの幼女じゃないよな!?　数千年くらい生きてるババアだよな!?」

「ロリババアと呼ばぬか、この無礼者！」

「まさかの公認!?」

　ともあれ、セキリンダイシンリュウには帝国に一切手出ししないことを約束させ、マリアンヌとの話し合いの場を設けてもらった。




「リンちゃん!?　リンちゃ～ん！」

　幼女姿のセキリンダイシンリュウを見るなり、マリアンヌは相そう好ごうを崩し、彼女に飛びついた。抱え上げて抱きしめる。幼女の小さな頭がマリアンヌの爆乳に埋もれてほとんど見えなくなった。

「苦しぃ……マリー……離せっ……」
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　じたばたもがく幼女を抱いたままマリアンヌは「ようこそ～」と常つね信のぶにお辞じ儀ぎをする。椅い子すを勧められ、精せい緻ちな飴あめ細工の椅子に腰掛けた。テーブルはチョコレートの塊から削り出して作られている。全すべて魔力による薄い膜に包まれているので溶けたり変形したりすることはなかった。強度も申し分ない。

「自分で作らせておいて何だけど、けっこう良くできてるな？」

「帝国の技術は世界一にございますぞ、陛下！」

　背後でジルベルトが誇らしげに笑った。

「ほんと～、すごいよね～♪　皇帝さん、ステキなお城をありがと～。あ！　私が勝手に奪っちゃったんだよね～？　やっぱり～、返さないとダメかな～？」

　唇を尖とがらせ、マリアンヌが物欲しそうに見つめてくる。

「いや、友好の証あかしにプレゼントしよう。場所が不便だというのならブリムレックに移築しても構わないが」

　常信の言葉に「火の姫フイアネツサ」は瞳ひとみを輝かせた。

「わーっ！　嬉うれしいな～♪　あ、でも～……移築するとなるとお金かかるし～。このままの方が良いかな～。私とリンちゃんの別荘にしよ～」

　キャーッと歓声を上げ、胸に埋まっているリンの体を振り回す。「いい加減にせんか！」と竜族の幼女は相棒の爆乳を下からむんずと揉もみ上げた。

「お前はこの状況を分かっとるのか!?　皇帝が目の前におるのだぞ！　ここでお前が本気を出せば、皇帝など簡単に仕留められるではないか！」

　背筋の凍る発言に常信は身構える。

　ところがマリアンヌはリンの頭をコツンと叩たたいた。

「リンちゃ～ん。そんなずるいこと言っちゃ、メ～！　リンちゃんは私に内緒で皇帝さんと賭かけをして、負けたんだよね～？　だったら、大人しくしてなさ～い」

　ゆるい口調で叱しかってから、こちらを見る。

「皇帝さ～ん。それで、ここに来た用件って何かな～？」

「ああ、そのことなんだが……」

　常信は咳せき払ばらいをしてロザリンドの件を彼女に話した。イグドラル国王の性格を考えるとロザリンドを解放して帰国させるのは危なすぎること。彼女に酷ひどいことはしていないので安心して欲しいこと。その二点を伝えると、マリアンヌは「そうなんだ～」と頰に手を当てた。

「ブリムレックに攻め込む気もないから、引き返してくれないか？　テルエ軍についてはシエラと直接話をするから、せめてブリムレック軍だけでも」

「いいよ～」

「難しいとは思うけれど……いいのか!?」

　あまりにあっけない返答に驚く。マリアンヌはリンを抱き直しながら言った。

「もともと私たち五人でやるはずだったのに、軍を動かすとか言い出して困ってたのよ～。私、リンちゃんと空を飛ぶのは好きだけど～、軍を率いるのって苦手なの～」

「お前と我がおれば、他の竜騎士など必要あるまい」

　リンがふてぶてしい態度で言う。「そうだね～」とマリアンヌは彼女の頭を撫なでた。

「それでは、シエラと渡りをつけて欲しい！　彼女の誤解も解きたいんだ！」

　ここぞとばかり頼んでみる。マリアンヌは「いいよ～」とまたあっさり承しよう諾だくした。

「でも～、シエラは手て強ごわいと思うな～？　あの子、すっごくアレだから～。さすがの皇帝さんも勝てないと思うな～」

「アレって何だ？」

「うふふふ～♪　アレはアレだよ～」

　そんな謎なぞの笑いで躱かわされてしまう。

「とにかく、シエラと話ができれば彼女も分かってくれると思うんだ。渡りをつけてくれればそれでいいから。感謝するよ」

　頭を下げた常つね信のぶにマリアンヌは少しだけ不思議そうな顔をした。

「皇帝さん、前、見かけたときと印象変わったね～♪」

「そ、そうかっ……？」

　目が泳ぐ。マリアンヌは「そうだよ～」と気にした様子もなく言った。

「前はパオラちゃん以外、みんな敵って顔してたのに～」

「パオラ以外、みんな敵……」

　思わず呟つぶやく。考え込みそうになり、急いで話題を変えた。

「それにしても、君の相棒は人の姿に化けることもできるんだな？」

「そうなんだよ～。でも、この姿に全然なってくれなくて、寂しかったんだ～。久し振りに見られて、私、すっごくご機嫌なんだよ～♪」

　マリアンヌがリンに頰ずりする。されるがままになりつつ、リンがぼやいた。

「この格好は窮きゆう屈くつで好かん。魔力が回復したらすぐ元の姿に戻ってやるわ」

「ええ～っ？　ずっとこのままでいようよ～。それで～、一緒にお風ふ呂ろ入ったり同じお布団で寝たりしようよ～♪」

「断固、断る！」

　随分と仲が良いことだと常信は微笑ほほえむ。

「そういえば～……」

　リンの首筋にキスしながらマリアンヌが言った。

「マライカちゃんとナタリアちゃんの方はどうするの～？　シエラはともかく～、あの子たちは人の言うこと聞く性格じゃないよ～？」

「ああ、そっちに関してもすでに手は打ってある」

　常つね信のぶはニヤリとした。

「二人とも、大国の本気を思い知るが良い」
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第六章　平和なカプ争いなど存在しない（恐怖）







『何でよーっ？』

　マライカがひっくり返った。

　緻ち密みつな図柄が編み込まれた座布団を抱きしめ、ゴロゴロ転げ回る。

『悔しいーっ。ずっとアタシがトップアイドルだったのにー！　こっそり帝国の魔力通信網に割り込んで動画投稿して、大陸中にアタシの魅力を広める計画が着実に実を結んでたのにーっ。何が「十二星姫ドーデイ・ステラ」よー！』

　ゴロゴロゴロゴロ……。私室で転げ回る彼女の姿を眺め、常つね信のぶは頰を緩めた。

「よしよし、悔しがってるな」

「作戦は成功したということでしょうか」

　右隣でベアトリーチェが尋ねる。

「いや、むしろこれからだよ。これでマライカがどう出るか。そこが重要だ」

「わーっ。マライカちゃんのお部屋、可愛かわいいねーっ」

　左隣でパオラがニコニコしている。アイドルの部屋を見ることができて素直に嬉うれしいのだろう。忍び込ませたドローンによる盗撮だということは触れないようにしておく。

　マリアンヌにシエラとの会合を頼んだ後、常つね信のぶは城に戻って作戦の進しん捗ちよく具合を確かめていた。執務室の壁に映し出された「地の姫スオロツサ」の反応は、狙ねらい通りのものである。

『もーっ……。「十二星姫ドーデイ・ステラ」なんて、ちょっと可愛かわいくて歌が上う手まくてダンスが派手で色んな魅力の子がいるから見てて飽きなくて舞台裏も見れてお得な感じと好きな子への感情移入がもっとできて感動して元気がもらえるアイドルグループってだけじゃないのよー！』

　画面の中でマライカが叫んだ。「ふわーっ」とパオラが瞳ひとみを輝かせる。

「へーか！　マライカちゃんが褒めてくれたよ！　『十二星姫』を褒めてくれたよ！」

　腕を摑つかんでゆさゆさ揺する。「良かったね」と笑顔で返すが、常信にとってそこは本題ではなかった。

「さあ、マライカ……。悔しいんだろう？　どうするよ？」

　彼女を見つめて呟つぶやく。

　ひとしきり転げ回った彼女は、再び水晶球の前にあぐらをかいてフムと腕組みした。

『ポッと出の連中に、いつまでも好きにさせてたら世界一可愛いアイドル、マライカちゃんの名が廃すたるわね！　アイドルは資金と物量だけで決まるものじゃないってことを可愛い可愛い後輩ちゃんたちに教えてあげないといけないわ！』

　水晶球を操作し、何やら計画を練り始めた。

『次の動画はもっと凄すごいの上げるんだから！　メイキング映像とか、アタシも無料会員特典つけてやる！　どんなに凄い舞台を帝国アイドルが作っても、「地の姫」の能力には勝てないわよ！　もっと派手な演出で……』

　夢中になって計画を書き込んでいくマライカ。

　そんな彼女の背後でノックの音がした。

『マライカ様、失礼致します！』

『エイズルム四天将、ついに勢せい揃ぞろいしましたぞ！　帝国、何するものぞ』

『我々が揃ったからには、何も恐おそれることはありません』

『軍を動かす余力がないからといって、このエイズルムを甘く見ている帝国に一泡吹かせてやりましょう！』

　ぞろぞろと四人の男女が室内に入ってくる。しかしマライカは水晶球にかじりついていて、彼らの方を見向きもしない。「んー」と気のない返事をするだけだ。

『先日の十四カ国連合軍には馳はせ参さんじることができず、まこと申し訳ございませぬ！』

　最年長と思おぼしき熊くまのような体つきの中年男が、マライカの前にあぐらをかいて両りよう拳こぶしを床につき、頭を下げる。

『ジャフェル殿は海賊退治の真っ最中だったので仕方なかったのです。それより、従軍したというのに大した戦果も挙げられなかった私の方が情けない……』

　ジャフェルと呼ばれた熊男の隣に生き真面目まじめそうな青年があぐらをかいた。項垂うなだれる彼の肩をポンと同世代らしき若者が叩たたく。自信に充みち満ちた顔で言った。

『ハシムは真面目まじめ過ぎだ！　そんなに気負わず、俺のように気楽に構えていろよ。姫様は負けちゃいない。マサト・ホウライとかいう軍師が甘かったのさ。せっかく姫様が授けてくださったゴーレムを八体とも一度に失うなんて』

　やれやれと首を振り、ハシムの隣にあぐらをかく。

『ダマート、あまり調子に乗るな』

　ハシムやダマートよりは幾いく分ぶん年とし嵩かさの美女が苦言を呈ていした。隣にあぐらをかいた彼女にダマートが苦笑いを浮かべる。『分かってるよ、セルタプ』と言いながら僅わずかに身を引いた。

『ジャフェル、ハシム、ダマート、セルタプ。エイズルム四天将、ここに集いましてございます。マライカ様のご命令あれば、ただちに出陣し、帝国兵を蹴け散ちらしてご覧にいれましょう！』

『どうか、我らの同行をお許し下さい！　いくら「七勇神姫セテイオ・プリンサ」とはいえ、姫様一人を帝国に向かわせたとあっては、我らの矜持にかかわります』

『これは汚名を返上する絶好機！　どうか、私に今一度、剣を取る許可を！』

『俺の知略をもってすれば、帝都陥かん落らくは容易たやすいこと』

　四人がマライカにじりじりと身を寄せる。

　彼女は「んー」と空返事を繰り返していたが、ふと顔を上げ、「わっ？」と悲鳴を上げた。

『四人とも、勝手に入って来ないでよ！　何してるの!?』

　膨れ面になるマライカに、四人は戸惑い顔になる。

『ノックはしましたが……』

『姫様も、一応、お返事をされたので……』

『そうだっけ？　まー、いいや。で、何の用？』

　マライカはまたすぐ水晶球に視線を落とす。ジャフェルが咳せき払ばらいをし、改めて出陣の日時を尋ねた。

『姫様お一人を向かわせたとあっては、我らの名折れ──』

『あー、それね。ちょっと待って。そんなことより重大な用事ができたから。帝都行きは無期限延期ーっ』

『何ですと!?』

　熊くま男が目を剝むく。

『マライカ様！　帝国に宣戦布告したのではなかったのですか!?　国王陛下がお止めになるのも聞かず、「七勇神姫」の仲間のためだと、あれほど熱弁を振るわれたではありませんか！　私はそれに感動したからこそ、他の四天将を説得し、マライカ様のお力となるべく馳はせ参さんじたのですぞ！』

『そっかー。ありがとねー。でも、それどころじゃないから休んでて良いよ』

　水晶球を弄いじりながらマライカはあっさり言い放った。さすがに表情を険しくし、他の三人も彼女に詰め寄る。紅一点のセルタプが口を開いた。

『姫様！　この一戦は先の雪せつ辱じよくを果たし、大陸中に「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の正義を示す重要なものなのです！　他の「七勇神姫」と連携して皇帝の暴虐を糾たださなければなりません！　水晶球の前で悠長なことをしている暇は──』

『悠長になんてやってないわよ！』

　マライカがカッと眦まなじりを決した。

『負けられない戦いがあるの。アタシの誇りを賭かけた、絶対に負けられない戦いが！　だからアンタたちは黙ってなさい！』

『ハ……ハハーッ！』

　四人が一斉に平伏する。すごすご部屋を出ていった。うーんとマライカが伸びをする。

『今度の舞台案はこんなもんかなーっ。あとはどこで撮影するかだけど……』

　再び腕を組み、彼女は「うーむ」と考え込んだ。

「よし！　これでマライカの動きは封じた！」

　常つね信のぶは椅い子すに凭もたれて息を吐つく。ベアトリーチェが呆あきれ顔で首を振った。

「国家の大事を自分の趣味一つで滞らせるなど、信じられませんわ」

「違うよ、ビッチェ！　それだけマライカちゃんはアイドルに真剣なんだよ！　むむーっ、これは『十二星姫ドーデイ・ステラ』のみんなにも見習ってもらいたい姿勢ですね！」

　パオラは熱い眼まな差ざしで頷うなずく。

「何にせよ、マライカはしばらく動かない。こっちも彼女に対抗していこう。マライカの意識が打倒『十二星姫』に向いている限り、エイズルムは何もできないよ」

「ねえねえ、へーか？　『水の姫アクウイツサ』の方はどうなってるの？」

　パオラが無邪気に聞いてきた。「あー、うん……」と言葉を濁してしまう。

「そうだ！　パオラ、そろそろ『十二星姫』の練習の時間だよ。プロデューサーとして彼女たちを指導してあげないと！」

「本当だ！　じゃあね、へーか。ビッチェ」

　手を振り、パオラは執務室を出ていった。ベアトリーチェと顔を見合わせる。

「パオラ様にも見せて差し上げればよろしかったのでは？」

「……いや、さすがに俺の心が痛む」

「私には良いんですの？」

「あははは……。ビーチェには密輸作戦の指揮とか、色々と手伝ってもらわないといけないからね。仕方なく、ね」

　言い訳しながら一番下の引き出しを開けた。中から三十頁ページほどの薄いマンガ本を数冊取り出して机の上に置く。

「今週の新刊だ。帝国には優秀なマンガ家がたくさんいるな」

　神妙な顔で告げる常つね信のぶに、金髪エルフは醒さめた顔で返した。

「ド変態の間違いでは？」

「変態であることは、創作において得難き才能だと、俺は思う！」

　強く宣言し、一冊手に取った。

「大陸にマンガの文化があって助かったけど、まだまだ埋もれている才能がいるはずだ！　見つけ出してどんどん描かせろ！　アレグランサ王国に輸出する『百ゆ合りマンガ本』を！」

　ベアトリーチェに表紙を突きつける。

　そこには黒髪ポニーテールの美少女とボブカットの美少女が水着姿で抱き合い、互いの舌を絡めている絵が描かれていた。

「……この作戦が上う手まくいくのなら、アレグランサはもう終わってますわ」

　額に指を当て、ベアトリーチェが呻うめく。

「首尾はどうだ？」

「……陛下の仰せのままに、商人を通してアレグランサに大量に持ち込ませました。そろそろ何らかの反応があっても良さそうですわね」

「だよなっ？」

　常信は水晶球に飛びつき、探りを入れてみた。

　アレグランサ王国の王宮に忍び込ませたドローンの映像を映し出す。しかし切り替えているうちに良く分からなくなってきたので、宰さい相しよう補に助けを求めた。

「ビーチェ、ここの切り替えって……」

「……すごいですわね」

　ベアトリーチェは薄いマンガ本を真剣な顔で読んでいる。頰を染め、口を手で覆った。

「こ、こんなところまでっ……？」

「ビーチェ」

「はひっ！　な、何でもありません……。ご用でしょうか、陛下？」

　素早く薄いマンガ本を机に戻し、素知らぬ顔を装う。ツッコミを入れるのは可哀かわい想そうだったのでドローンの操作について尋ねた。

「ああ、それでしたら」

　彼女に操作を変わってもらい、しばらく画面を切り替えているうちに見覚えのある黒髪ポニーテールを見つけた。

「この後ろ姿、ナタリアだ！」

「ここが彼女の私室でしょうか？　それにしては散らかっているというか……」

　室内のあちこちに書物が積み上げられていた。そしてナタリア自身は窓際に置かれた安楽椅い子すに座って読書に勤いそしんでいる。以前、ルビーク川で見た戦闘態勢の彼女ではなく、王女としての知性と品性に溢あふれた一面が感じられた。

　ただし、服装はＴシャツに短パンというラフな格好だ。公務中ではなく一人で寛くつろいでいるといったところか。

「意外と読書家だったんだな……。もっと脳筋かと思ってたよ」

　常つね信のぶはナタリアに対する評価を改めなければと思った。

「そこはさすがに一国の姫としての自覚をお持ちなのでしょう。……それにしても、随分と薄い本を読んでいらっしゃるような」

　ベアトリーチェが小首を傾かしげ、ドローンを移動させる。ナタリアが読んでいる書物の内容が見える位置までやってきた。二人揃そろって目を凝らす。

　黒髪ポニーテールの美少女とボブカットの美少女が、全裸でプロレス技の掛け合いをしている絵が大きく描かれていた。

「ナタリアああああああああああああ!?」

　思わず絶叫してしまう。

　ベアトリーチェはサッと目を逸そらした。

「真面目まじめな顔して何、読んでんだよっ？　理知的な一面もあるんだな。とか感心して損したよ！」

「しかし、何な故ぜ、彼女があの薄いマンガを読んでいるのでしょう？　これは陛下のご計画とは展開が異なっているのでは？」

「いや、まだ、そうと決まったわけじゃないんだが……」

　常信の計画は、国内のマンガ家たちに膨大な量の薄いマンガ本を描かせ、それをアレグランサ王国に密ひそかに流通させてナタリアたちを混乱させるというものだった。描かせているマンガは全すべてナタリアたちをネタにした百ゆ合りマンガであり、ナタリアとソニアが絡むものを重点的に描かせている。

　自分たちのけしからんマンガが国内に出回っていると知れば、ただちに取り締まるだろう。しかし、こういうものは取り締まったところで根絶は困難だ。しかも背後には帝国がいるのだから、どれだけ取り締まっても流入は止やまない。ナタリアたちはいつまでも終わらない取り締まりに時間と労力を奪われて出陣どころではなくなる。

　そんな青写真を描いて決行した作戦だったが、画面に映るナタリアは酷ひどく険しい表情をしているものの、マンガをじっくり読み続けていた。

『ふう……』

　一冊読み終わる。それを床に放り出そうとして、手を止めた。

　手て許もとに引き寄せ、再び読み始める。

「二周目っ？」

　まさかの展開に目が離せなくなった。彼女は黙々と頁ページを捲めくり、最後まで読み終えると、「ふう」と息を吐いて今度こそ床に放り出す。

　窓から清すが々すがしい南風が流れ込み、彼女の前髪を揺らした。

　遠く、思いを馳はせるようにナタリアは呟つぶやく。

『名作だな』

　常つね信のぶは吹き出した。画面のナタリアをまじまじと見つめる。僅わずかに憂うれいを秘めた赤い瞳ひとみが細められた。

『まさか、おへそにキスとか……。神展開かよ』

「あれ？　何か語り出したぞ」

「陛下。私、もう耐えられませんわ……。ひとしきり、笑ってきてよろしいですか？」

　ベアトリーチェが肩を震えさせている。

「笑いたいなら、ここで笑えばいいよ」

「いえ……そのような、はしたない真ま似ね……」

　彼女を見ると、あまり見ない表情になっていた。ちょっと涙ぐんでいる。許しを与えるなり部屋を飛び出していった。

「エルフ社会のマナーみたいなものがあるのかな？」

　そんな疑問を抱きつつナタリアの観察を続ける。彼女は新たなマンガを読み始めていた。しかし今度は半分くらいで本を閉じてしまう。

『これは外れ。ソニアのこともあたしのことも全然分かってない』

　ぽーんと遠くに放り投げた。壁に当たってバサリと床に落ちる。次のマンガを手に取った。そこに扉の開く音がする。

『姫様！』

『おう、ソニア。そんなに慌ててどうした？』

『大変です、姫様！　町中に……こ、この本の山は何ですか!?　まさか、すでに噂うわさを聞きつけて取り締まりを!?　さすがはナタリア様』

　室内に飛び込んできたのはボブカットの美少女だった。ソニアと呼ばれ、ルビーク川での戦いでも常にナタリアの側そばにいた人物だ。彼女は室内のそこかしこに積み上げられたマンガの山をすり抜け、安楽椅い子すに歩み寄った。

『一月ほど前から市場にいかがわしい書物が流通していると報告が上がっていたのです。調査させていたのですが、私はなかなか尻尾しつぽを摑つかめずにおりました。ナタリア様、いかにしてこれだけのものを取り締まられたのですか？』

　感心しきりといった様子の側近に対し、ナタリアはさらりと答える。

『取り締まってねえよ。普通に買ってこさせた』

『そうですか。普通に……何をなさっているのですか!?』

　ソニアが激げき昂こうする。

『このような破は廉れん恥ち極まりないものを、買った？　ここにあるもの全すべて、お買いになったと言うのですが、姫様!?』

『そうだよ。そんな大声出さなくても聞こえるって……』

『大声を出したくもなります！　何をなさっておられるのですか!?　このような公序良俗に反する破廉恥な代物を野放しにしておくだなんてっ。ただちに取り締まり、全て処分すべきです！　一冊残らず！』

　やっきになって迫るソニアに対し、ナタリアは悠然とマンガを読み進めた。『姫様！』と怒鳴られても気にした様子はない。最後まで読み終えて一言『これはいいものだ』と満足そうに笑みを浮かべた。

『特にソニアが可愛かわいく描けている。ソニアの可愛いところをよく分かってるな、この作者は。絵も良いし、これは作者買い、ありかもな』

『ナタリア様、何を仰おつしやっているんですかっ？　私が、可愛い……などと……』

　ソニアが赤面し、もじもじと身を捩よじる。ナタリアはマンガ本を床に置き、側近の肩を強引に抱いた。

『ソニアは可愛いだろ。そんなの常識じゃねえか。あたしは嬉うれしいよ。あたし以外にもソニアの可愛さを理解してる奴やつがいてくれて。しかも、こんな面白いマンガにまでしてくれて。こいつ天才だろ』

『バカなことを言ってないで、ただちにこの破廉恥な代物を一掃致しましょう！』

　バッとソニアが腕を振る。憤ふん懣まんやるかたないといった様子の彼女に、ナタリアは首を傾かしげて尋ねた。

『なあ、ソニア。このマンガの何が問題なんだ？』

『な、何が……ですって？　姫様、そんなの一いち目もく瞭りよう然ぜんではありませんか!?』

『一目瞭然……一目瞭然、ねえ』

　ニタリ、とナタリアが口の端をつり上げる。

『それじゃあ、教えてくれねえか？　例えば、これ。このマンガのどこがどう問題なんだ？　私にも分かるように説明してくれよぉ』

　側そばにあった薄いマンガ本を一冊手に取り、ソニアに差し出した。しかし彼女は『バカなことを言わないで下さい！』とそれを叩たたき落おとす。

　瞬間、烈火のごとき怒号が轟とどろいた。

『バカはどっちだ、ソニア!!』

　ビクッとソニアが身を震わせる。常つね信のぶも思わず背筋を伸ばしてしまった。

『バカなこと？　バカなことを言ってるのはお前だろう、ソニア？　あたしは真面目まじめな話をしてるんだぞ。確かに問題のある書物がアレグランサ国内に入ってきたら良くない。それを水際で食い止めるのも、発禁処分にして締め出すのも、必要なときはあるだろうさ。あたしだって、そんときは全力でやるぜ。あたしはこの国の王女だからな』

　ナタリアはガッとソニアの両肩を摑つかんで引き寄せる。鼻が触れあわんばかりの近さで相手を見据え、続けた。

『だがなあ、中身をろくに確認もせず、何がどう問題なのかの吟ぎん味みもせず、ただ自分が気にくわないからってだけで排除しようとすることのどこに正義があるんだ!?　ソニア、お前はあたしをそんな暗愚な王女にしたいのか？　将来、この国を背負って立たなきゃならないあたしを！』

『も……申し訳ございません、でした……』

　ソニアが涙目になって謝る。すっかり縮こまってしまった側近を、ナタリアは慈じ愛あいに満ちた微笑ほほえみで受け入れた。しっかり抱きしめてやる。

『姫様、私が愚かでした……。姫様がそこまで深いお考えで行動されていただなんて……。お側そばにお仕えする身として失格ですね』

『なあに、分かれば良いんだよ。そんじゃ、ソニアにも手伝ってもらおうかね』

　軽い調子で言い、ナタリアはソニアを安楽椅い子すに座らせた。そしてマンガの山の中から一冊を手に取り、彼女に手渡す。

『こいつをな、ちょっと音読して欲しいんだ』

『……は？』

　素直に薄いマンガ本を受け取ったソニアが固まった。

『中身の確認だよ、確認っ。どうしても、あたしの想像力だけじゃ摑めないところがあってな。ほら、ここの頁ページのこの台詞せりふとかっ。ちょっと言ってみてくれよ！　あたしも自分の台詞は読んでやるから！』

『あの……姫様？』

『ほら、早く！』

　急せかされ、ソニアは何か納得いかない顔のまま、それでもマンガに描かれてある自分の台詞を口にした。

『「ひ……姫様……私、何でか体が火ほ照てって仕方ないんです……」』

『「仕方ねえ奴やつだなあ。ほら、こっち来いよ」』

『「で、ですが……あっ？」』

『「……本当だ。こんなに顔、真っ赤じゃねえか」』

『「ど、どうしよう……。心臓の音が聞こえちゃうよっ」あ、あのっ、ナタリア様！　ここは心の声なので発声する必要はないのではっ？』

『何、言ってんだよ！　そこもちゃんと感情を込めて！』

『ですがっ……。これに一体、何の意味がっ……』

『ああ、もう！　だったら、ここだ！　この頁ページだけでいいから！』

　バサバサと頁を捲めくり、ナタリアは目当ての頁を指し示した。たちまちソニアの髪の毛が逆立つ。

『姫様!?　こ、こんな台詞せりふっ……言えるわけないではありませんか!?』

『何でだよ!?　何で言えねえんだっ？　理由を説明しろ！』

『だって……こんな、こんな単語……卑ひ猥わいです……』

『へへぇ……』

　恥ずかしがるソニアを見て、ナタリアは悪魔のような笑顔になった。

『分からねえなあ。あたしには全く分からねえ。この単語がどうして卑猥なんだ？　これ、どういう意味かあたしに教えてくれよぉ。ほら、ちゃんと説明してくれ。説明してくれたら、あたしも納得して「問題あり」と見なすからよぉ』

『そ、そんなっ……。ずるいですっ……』

『だって、分かんねえよぉ。このシーンのソニアは、単に素っ裸でＭ字開脚したまま「私のおマメ、こんなにたくさん蜜を出しちゃってます」って言ってるだけだぞぉ？　マメも蜜も何にも卑猥な単語じゃないよなぁ？』

『そ、それはっ……「私のおマメ」というのが、この場合……私の、私のっ……』

　ソニアが羞しゆう恥ちにぶるぶると震える。ナタリアの目が爛らん々らんと輝いた。
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『私の？　私の何だよ、ソニア!?』

『私のぉっ……やってられますかあああああああああああ！』

　勢いよく立ち上がり、ソニアは持っていた薄いマンガ本を窓から投げ捨てた。

『ちょおおい!?　あれ手に入れるの、けっこう苦労したんだぞ！』

　慌てて窓の手すりから身を乗り出し、どこに落ちたのか懸命に探すナタリア。その肩をソニアがむんずと摑つかんだ。

『ひ・め・さ・まぁ！』

　怒ど髪はつ天てんを衝つくというのはこういうのを言うのだろう。

　ナタリアの悲鳴を聞きながら、常つね信のぶは一人静かに頷うなずいた。




「というわけで、マライカもナタリアも当分、動くことはない」

　数日後。お菓子の城で常信はマリアンヌに語って聞かせた。

　シエラとの会合の場が整ったという連絡を受け、この城に赴おもむいたのだ。側そばにはジルベルトを含めた近衞部隊が並んでいる。外にはヒルデガルトが率いる大隊が控えているが、ベアトリーチェは宰さい相しようとともに帝都におり、パオラもある理由で帝都に残してきた。キャラは自室で寝ているのだろう。

「エイズルム王国もアレグランサ王国も十四カ国連合軍の一件で戦争する余力なんて残ってないんだ。あの二人が動かなければ、おとなしくしているよ」

　常信の説明にマリアンヌが感心したように何度も頷いた。

「なるほどね～。皇帝さんは策士だね～。ね～、リンちゃん？」

「どいつもこいつも愚かであるな」

　マリアンヌの膝ひざでリンが嗤わらう。

「だが、『闇の姫ブイオツサ』と『光の姫ルーテツサ』に対しては上う手まくいくかのう？　あやつらはどちらもアレだぞ？　二人とも違う意味でアレだぞ？」

　見下した目で竜族の幼女が言った。何な故ぜ、この二人は揃そろって「アレ」を使いたがるのか聞いてみたかったが、その前に入室を告げる声が上がる。

「やあ！　お待たせ。ボクだよ」

　颯さつ爽そうと姿を現したのは紫の礼服を着こなした麗れい人じん。

　テルエ王国第一王女にして「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の一人、「闇の姫」シエラ・ログルド・バートロンだった。コツコツと高らかに靴を鳴らして歩いてくる。マリアンヌが席を立って彼女を出迎えた。常信も立って迎えるのが礼儀なのだろうが、ここは「皇帝らしく」椅い子すにふんぞり返ったまま相手を見る。

「マリー、久し振りだね。良い子にしてたかい？　今日もとても綺き麗れいだ」

「あら～、シエラは相変わらずね～♪」

「おや？　この子はひょっとしてリンかな。その姿は久し振りだ。やっぱり、ボクはその姿の方が好みだな。そうだ、これをプレゼントさせてくれ。小さなレディ」

　胸元に挿していた赤いバラを引き抜き、大げさな動きで跪ひざまずいてリンに差し出した。

「いらん」

　リンがフッと息を吹きかけると、バラの花は一瞬で燃え上がり消し炭と化す。

「あらあら～。リンちゃん、シエラの厚意を無にしちゃ、メ～」

　そう言いながらマリアンヌはリンの頭を撫なでた。「ハッハッハ！」とシエラが笑って立ち上がる。

「いいんだよ、マリー。ボクにとってはご褒美だ」

「うふふ～。リンちゃんに近づかないで欲しいわ～」

　嚙かみ合あっていない気がしたが、二人して笑い合う。それからシエラがようやく常つね信のぶに向き直った。

「初めまして、グロリア帝国皇帝、アルフォンソ殿。ボクは──」

「まあ、座れ。シエラ」

　相手の挨あい拶さつを遮さえぎるようにして着席を促す。シエラは軽く片かた眉まゆを上げ、「それでは」と常信の向かいに腰を下ろした。

「求めに応じてくれて感謝する。我々の間には大いなる誤解が生じているからな。この会合が互いにとって有意義であることを願う」

　宰さい相しようたちに作ってもらった原稿を昨夜までみっちり練習して臨んだので、出だしはスラスラと出てくる。

「誤解というのは他でもない。帝国が保護しているロザリンドに関してなのだが──」

「その前にボクから一つ良いだろうか、皇帝！」

　シエラがビシッと右手を前に突き出した。

　予定外の展開に口を噤つぐんでしまう。それを同意と受け取ったらしく、シエラは急に立ち上がって喋しやべりだした。

「誤解。そう、確かにボクたちには誤解がある！　ただしそれはロザリーのことじゃない。この会合のことだ！　皇帝、ボクは貴方あなたと話し合いに来たんじゃない。直接、貴方を糾きゆう弾だんしに来たんだ！」

「あら～。困った人ね～」

　マリアンヌがこれっぽっちも困っていなさそうな顔で呟つぶやく。手て許もとのカップを引き寄せてホットチョコを飲もうとするが、まだ熱かったらしくすぐ戻して小さく舌を出した。

「……シエラ。座りたまえ。落ち着いて話をしよう」

　出鼻を挫くじかれ、手の平に汗をかきながら常信は告げる。しかしシエラは止まらない。

「どんな言い訳をしようと無駄だ！　皇帝、貴方がロザリーにどんな卑ひ劣れつで卑ひ猥わいな行為をしたのか、ボクは全すべて知っているんだからね！」

「!?」

　ギクッとしてしまう。

　必死に平静を装うが、相手をまともに見られなかった。

「噓うそだと思うか？　それなら今から証拠を見せてやる！」

　パチンとシエラが指を鳴らす。背後に控えていた従者の一人が素早く駆け寄り、彼女に一冊の薄い本を手渡した。

「皇帝、ここに貴方あなたが犯した罪の全てが記録されている！」

　板チョコの会議テーブルにシエラが薄い本を叩たたきつける。

　その表紙には牢ろう獄ごくで鎖に繫つながれているロザリンド。

　そしてタイトルは「風の姫ヴエネリツサ　牢獄調教」とあった。

「……………………え？」

　常つね信のぶは薄いマンガ本をまじまじと見つめる。顔を上げると「思い知ったか」と言わんばかりのシエラの顔があった。

「あの……これは？」

「ボクが独自に入手した、帝国内の内部告発マンガだ！」

「えええーっ……」

「このマンガには、貴方がロザリーに対して行ったことが全て記してある！　噓だと思うなら見てみるがいい！　己の罪深さに戦せん慄りつすることだろう」

「……陵りよう辱じよくものって嫌いなんだけどなあ」

　念のため、中身を確認しておく必要がある。万が一、本当にあのときのことを描かれてあったら怖い。

　頁ページを繰り、三十頁ほどのマンガを読み終えた。

　不覚にも下半身が反応してしまったが、それはともかく完全なる作り話で、自分がロザリンドにしたこととは全く異なった内容のマンガだった。しかも、きちんと奥付に「この物語はフィクションです。実在の人物・団体・地名とは一切関係ありません。あと、現実と虚構の区別がついているまともな大人の方のみご覧下さい」と注意書きがあった。

　表紙を改めて見る。きちんと帝国指定の成人マークもついていた。

「いや、これ、作り話だから」

　シエラを見る。「ハッ！」と彼女が吐き捨てた。

「そんな言い訳が通用すると思っているのか、皇帝！　ロザリーにこんな酷ひどいことをしたあげく、作り話と偽って全世界に晒さらし、彼女をさらに辱めるだなんて、貴方はどこまで外げ道どうなんだ!?　この破は廉れん恥ち外道め！」

　近頃、「外道」と言われることが多いなあ。俺、そんなに外道なことしてるかなあ？　と悲しくなりながらも、常つね信のぶは反論した。

「作り話と偽るってどういうことだよ!?　とにかく、これは事実とは無関係だ！　ロザリンドは丁重に扱っている。帰国させていないのは理由があるからだ！　俺は君とその話をしに来たんだ！」

「まだ言うか、破は廉れん恥ち外げ道どう皇帝！　ロザリーのような絶世の美少女を捕らえておいて、あんなことやこんなことをしない皇帝などいるはずないだろう！　貴方あなたは絶対にロザリーにものすごいことをしている！　しまくっている！　夜ごと、ロザリーの美しくも繊細で可か憐れんな柔やわ肌はだを思う存分弄もてあそんでいるに違いない！　この外道皇帝！　めちゃくちゃ羨うらやまし……じゃなかった、けしからん!!」

「おい、今──」

「さあ、言え！　このマンガには描かれていないことも具体的に話せ！　貴方の罪深い本性を観念してさらけ出せよ！　ガッハッハ！　とか下げ卑びた笑い声上げて、ロザリーを……ロザリーをどんなふうにしたのか、逐ちく一いち、事細かに説明しろよぉっ……！」

　血走った目でシエラが吠ほえる。板チョコテーブルをドンドンと叩たたいた。マリアンヌが「シエラ、それはダメ～っ」と珍しく焦った声を上げる。

「皇帝……何だったら、このマンガの続編って形でもいいから本当のことを公表するんだ！　極悪破廉恥外道皇帝！　お前に人としての良心がほんの僅わずかにでも残っているのなら、せめてそのくらいの罪滅ぼしはして当然だろう!?」

「お前の方こそ、頭おかしいだろ!?」

　たまらず立ち上がる。

「やってないって！　ロザリンドは大切に扱ってるよ！　そのマンガみたいな酷ひどいことは断じてやってない！」

「いいや、やってる！　とにかくやってる！　やってなくてもやってる！　そういうことにする！」

「無む茶ちや苦く茶ちやだろ！　お前、どんだけ横暴なんだ！」

「横暴なのはそっちだ！　いつになったら罪を認めると言うんだ!?」

「頼むから俺の話を聞いてくれよぉぉぉっ！」

　今度は常信がテーブルをバンバン叩く。マリアンヌが「やめて～」と情けない声を出した。「人間とはかくも愚かか……」とリンが呟つぶやく。

　マサト・ホウライ！　お前ってまともに話ができる、すごく良い奴やつだったんだなっ……。本当に危ない奴がどういうものか思い知ったよ、と椅い子すにぐったり座り込んで常信は頭を抱えた。目の前の相手にどう対応すれば良いのかまるで分からない。

「いいだろう！　交渉は決裂というわけだ。あとは戦場で決着をつけるしかないな」

　とうとうシエラは据わった目でそう言い切った。疲れを感じながら常信は顔を上げる。

「そんなことしたって、テルエ軍に大損害が出るだけだぞ……」

「安心しろ、皇帝。テルエの民を巻き込むつもりは毛頭無い。もとより兵を起こすことなどなかったのだ。父上が余計なことをするから面倒なことになる。皇帝、ボクは初めから一人でやるつもりだったんだ。テルエ軍はここに来る前に本国に帰したよ。残っているのはそこにいるボクの従者だけだ」

「ほう。それで帝国に勝つと？　言っておくが、他の『七勇神姫セテイオ・プリンサ』をあてにしても無駄だぞ。『地の姫スオロツサ』も『水の姫アクウイツサ』も『火の姫フイアネツサ』もとうに無力化している」

　かろうじてまともな話になったので、少し余裕を取り戻す。しかしシエラも不敵な態度を崩すことはなかった。

「だから、言っただろう、皇帝。ボクは初めから一人でやるつもりだったと。マライカが面白そうな動画撮影を提案してきたから乗ってあげたけど、ブリムレックとテルエの同盟は父上たちが勝手にやったことだ。ボクは一人でやるつもりだった」

　不意に空気が変わる。

　それまでとは違うオーラがシエラの体から立ち上っていた。

「皇帝、貴方あなたがマリーやナタリア、マライカを無力化しても、ボクは何の痛つう痒ようも感じないんだよ。だって──」

　ニイッと「闇の姫ブイオツサ」が残忍に笑う。

「ボク一人で十分なんだから」

「……ウチの軍は、そこのセキリンダイシンリュウを降参させたんだぞ」

「ああ、知ってる。確かにボクでもリンを降参させるのは難しいかな。だって、その前に殺しちゃうからね」

　咄とつ嗟さにリンの方を見る。彼女は不満げな顔をしてはいたが、シエラの言葉を否定しなかった。人間を見下している彼女のその態度こそが、シエラの言葉を真実だと告げている。

「皇帝。貴方のもつ最大戦力で攻めると良い。ボクはその全すべてを悉ことごとく打ち砕こう。できれば殺したくはないが、ボクに向かってくる帝国兵は何十万だろうと何百万だろうと消え去ることになるよ」

　そう言うと、シエラは薄いマンガ本を手に取り、小脇に抱えた。颯さつ爽そうとビスケットの扉に向かって歩いていく。

「ああ、そうだ」

　途中、立ち止まって振ふり返かえった。こちらに向かって何かを放り投げる。

「貴方にプレゼントだ、皇帝。まさか、彼女のことを忘れていたりはしないよね？」

　宙を舞い、目の前に落ちてきたそれを常つね信のぶは両手でキャッチした。手を開く。手の平に載っていたのは透明な宝石だった。

「あ……」

　呟つぶやくのと同時。

　宝石の中から真っ白な美少女が飛び出した。

「油断大敵！」

　淡々とした声で自身の背丈より大きな大剣を振り下ろす。

「さようなら、皇帝」

　シエラの声と扉の閉じる音が聞こえた。

　ユーリの大剣が常つね信のぶの脳天に当たる。

　刹せつ那な、彼女の姿がかき消えた。





第七章　危機的状況では覚醒するという風潮（ただし主人公に限る）







「あら～？」

　マリアンヌが目を瞬かせる。

　常信は胸を撫なで下ろした。

「上う手まくいって良かった……」

「ヌアアアアアアアアアアア!?　陛下、ご無事ですかぁっ？」

　鎧よろいをけたたましく鳴らしてジルベルトが駆け寄り、常信を庇かばう。しかし何に対して庇えば良いのか分からず、剣を抜いたままそわそわするばかりだ。全身甲かつ冑ちゆうの大男に視界を遮さえぎられて正直、邪魔だった。

「今の感じ～、ユーリちゃんの力じゃないよね～？　どこ行っちゃったの～？」

　きょろきょろと辺りを見回す「火の姫フイアネツサ」の胸を、リンが頭で押し上げる。

「皇帝自身に転移魔法陣が張られておったのだ。どこへ飛ばしたかは知らんが、少しは頭を使ったようだな」

「そっか～。やっぱり同じ手は通じないよね～」

　何が嬉うれしいのか、マリアンヌはリンを抱えて微笑ほほえんだ。

　ユーリの奇襲を防ぐ方法は、常つね信のぶ自身が引きこもることだけ。その結論に至ったとき、あえて奇襲を受けて罠わなを張るという命がけの手を見み出いだした。ユーリの大剣が常信に触れたときのみ発動するという厳しい条件だったが、おかげで魔法の精度も上がった。

「それじゃ、俺はこれで……。どうせシエラはこんな手で俺を仕留められるとは思ってないんだろ？　ユーリと話をして、シエラに対する策を練ることにするよ」

「陛下！　ただちに『闇の姫ブイオツサ』を捕らえましょう！　ただでさえ無礼千万な態度であったというのに、去り際にあのような真ま似ね、断じて許せませぬ！　者ども、続けー!!」

　壁が震えるほどの大音声でジルベルトが号令を掛ける。

「待て」

　走り出していた大男が急停止して振り向いた。

「今、何と？」

「待てと言ったんだ。相手の力量が分からないまま突っ込んでも無駄死にするだけだぞ」

　シエラは間違いなくチート能力持ちだから、と心の中で呟つぶやき、近衛このえ兵へいたちも制する。マリアンヌに一礼して席を立った。

「会合の場を作ってくれたこと、感謝する。それでは、失礼」

「は～い。またね～♪」

　マリアンヌに見送られ、常信はお菓子の城を退出した。




　帝都に戻るなり、城内にある尖せん塔とうの一つに駆け上がる。

　大丈夫だという目算はあったけれど、やはり気懸かりで仕方なかった。

「パオラ、帰ったぞ！」

　従者に扉を開けさせるのももどかしく、常信は室内に飛び込む。

「あ、へーか。おかえりなさーい」

　パオラが笑顔で振り向いた。

「今ね、ロザリーとユーリちゃんとトランプしてたんだ」

　三人は部屋の中央に置かれたこたつに入り、ゲームに興じている。天板にはトランプだけでなくクッキーや紅茶も用意されていた。

「……楽しそうだね」

「うん！　ユーリちゃん、すごいよ！　ゲーム強いんだよ！」

　はしゃぐ彼女の右側が空いていたので、そこに入ろうとするとパオラが腕を引いてきた。「こっち」と言うので彼女と同じところに潜り込み、膝ひざに乗せる。

「これで大丈夫」

　パオラは満足そうだ。

「理解不能。皇帝、説明？」

　向かいに座るユーリが淡々と尋ねる。左側のロザリンドは無言で常つね信のぶを睨にらんでいた。パオラの肩越しに話す。

「ロザリンドと直接話してもらった方が良いと思ってね」

「パオラ、ここにいる、危険。許可は不適当」

「それは、パオラたっての希望だったんだ……」

「お客さんが来るなら、接待しないといけないもんね！　へーかの嫁として！」

　ムフンとパオラが胸を張る。大きなものがたゆんと揺れた。

「私、敵」

　感情のこもっていないユーリの言葉に常信は肩を竦すくめる。

「そこなんだけど、どうしても君から殺意を感じられなくて。考えてみたら、初めの奇襲のとき、俺を殺そうと思えば殺せたはずだ。いくら防御結界が張られてあっても、膝ひざの上にまで乗られたんだぞ。あのとき、君がその気になれば俺は死んでた」

「えっ、そうなのっ……？」

　パオラが瞳ひとみをふるふるさせてこちらを見る。「大丈夫だからね」と頭を撫なでつつ続けた。

「『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の動画でもやる気なさそうだったし、実は話し合える相手なんじゃないかと思って、ここに転移するよう俺自身をエサにして罠わなを張ったんだ」

「……皇帝」

　そこで初めてロザリンドが口を開いた。

「私がお前にされたことを洗いざらいぶちまけて、それでユーリがお前を許すとでも思っていたのか？　私に……私にぃっ……」

「全部、話したのか？」

「…………」

　ロザリンドが顔を真っ赤にしてそっぽを向く。

「情報開示、至極困難。私、疲ひ労ろう困こん憊ぱい」

　ユーリが無感情に答えた。

「従属魔法、興味深い」

「でしょ！　私の自信作なんだ！」

　パオラが鼻高々になる。無邪気な子って本当に怖いな、と常信は苦笑した。

「皇帝の性癖、完全把握」

「性癖じゃないから！　仕方なくだから！」

「犯人の供述、皆、同様」

「信じてくれよぉっ……。君は頭良さそうだから期待してたのにぃっ……」

　顔を覆う。「少々感心」と僅わずかに感情の混じった声がした。

「私、茫ぼう洋ようと指摘、多数。頭脳明めい晰せき、如い何かに判断？」

「似たようなタイプの天才がウチにいるからね。君って、頭が良すぎて日常生活が退屈になってしまってる方だろ？」

「わたしもね！　ユーリちゃん、キャラちゃんに似てるねって言ってたんだよ！　へーか、本当だよ！」

「そっか、さすがだねパオラ。少し静かにしててくれるかな？」

「はうっ♪　はい、静かにしてますぅ」

　膝ひざの上でビクンとパオラの体が弾はずむ。たゆゆんと胸が揺れた。

　心を無にして受け流す。

「理解。結論を回答」

　真っ白な美少女は透き通った黄金の瞳ひとみで常つね信のぶを見つめて言った。

「シエラの能力、『全すべてを飲み込む暗黒』。暗黒球体で一切を完全消失。作成能力、多分、無制限」

「ユーリ!?　何てことをっ……」

　ロザリンドが息を吞のむ。

「私の転送理由。皇帝の意図」

「……ありがとう。まさか、こんなにあっさり教えてくれるとは」

「どういうつもりだ!?」

　身を乗り出したのはロザリンドだった。

「皇帝に仲間の能力を教えるだなんてっ。確かにシエラの力は私たちの中でもずば抜けて強いが、それでも彼女は自分の能力をひた隠しにしてきた！　これは、これは裏切りだぞ、ユーリ！」

　チュッと「光の姫ルーテツサ」が「風の姫ヴエネリツサ」の首筋にキスをした。

「なななななっ？」

　ロザリンドが身を引く。絶句した彼女にユーリは淡々と答えた。

「主人公、絶体絶命。真の力を発揮。非常に楽しみ」

「た、楽しみ……だと……？」

「肯定。非常に楽しみ」

　ユーリの顔は無表情で、底知れない。

　常信はゴクリと息を吞んだ。




　朝の日差しを左頰に受け、シエラは一人、優雅に立っていた。

『よく来たね、帝国軍！　このボクの前進を阻むことが果たしてできるかな！』

　大げさなポーズを取って叫ぶ。

　壁に映し出されたその姿を観みて、常信はため息を吐ついた。

「こういう展開、うんざりなんだけどなあ……」

　彼女が言った通り、テルエ軍は本国へと引き返していった。「闇の姫ブイオツサ」シエラだけが帝都に向けて南進している。会合の二日後。北方のランギーノ平原で帝国軍と相対した。

『宣言しよう！　ボクはただひたすら、真まっ直すぐ帝都を目指す！　途中の町や村は襲わないよ。ただし、砦とりでは消す。攻撃してくる者も消す。そして皇帝、最後はお前を消す！』

　堂々と言い放ち、颯さつ爽そうと歩き出す。

　彼女に対し、帝国軍第一陣の攻撃が始まった。

　無数の矢が放たれ、降り注ぐ。

　シエラはそれを一いち瞥べつしただけで、気にした様子もなく歩き続けた。

　そして矢の雨を抜けてしまう。大地に突き立った無数の矢は彼女に掠かすり傷きず一つ負わせることができなかった。

「……本当に消してますわね」

　右隣でベアトリーチェが呟つぶやく。確かにシエラが通ったところだけ矢が一切残っていなかった。きれいな一本道ができている。

「わーっ。すごいね！」

　パオラが左隣で目を丸くした。ムツィオとサルバドールが揃そろって苦い顔になる。

「あー……これが暗黒球体かー……」

　水晶球を弄いじり、キャラが先程の映像をスローモーションで見せてくれた。シエラに降り注ぐ矢が、彼女に当たる手前で次々に消えていく。途中で止めて、矢の部分をアップにすると、消えていく部分に黒い小さな球体がくっついていた。

「これ、シエラが意識的にやってるのか？　それとも自動的に彼女を守ってるのか？」

「うーん……。そこまではまだ、分かんないねー」

　そう言いながらキャラはパオラの胸に頰ずりする。

「もう少し、攻撃を続けるしかないか……」

　画面では帝国軍の攻撃が繰り返されていた。

　幾いく度ども降り注ぐ矢の雨。

　しかし、何度やっても結果は同じだ。

　シエラは春の微風に髪をなびかせつつ、口笛を吹きながら前進する。

　隙すき間ま無く盾たてを並べた防御陣に素手のまま近づいていった。

　不意に彼女の手が右斜め後ろに向けられる。

　何かを制するように手の平を突き出した。

　一拍後、射撃音が平原に響き渡る。

「狙そ撃げきを止めた!?」

　常つね信のぶは思わず腰を浮かせた。

　魔法と現代兵器を組み合わせる新技術によって誕生した魔法防御を貫く狙そ撃げき銃じゆう。それでシエラを遠方から狙ねらわせていた。距離にしておよそ一○○○メートル。銃弾の速度は音速を超えるので射撃音よりも先に着弾する。

　つまりシエラは、見えないはずの角度から音より速く撃ち出された銃弾に反応して「闇の姫ブイオツサ」の力を行使したことになる。

「これは本格的にチート能力だぞ……」

　椅い子すに座り直す。周りの皆も言葉を失っていた。パオラだけは何が起きたのか分からず、ひょこっと首を傾かしげていたが。

　その後、立て続けに狙撃するが全すべて防がれる。それも避よけるのではなくピンポイントで暗黒球体を作り上げ、銃弾を消滅させた。シエラは鼻歌を歌い、帝国兵に着実に近づいていく。

「……撤退させろ！　シエラに白兵戦を挑むな！」

　常つね信のぶは叫んだ。すぐに命令が伝わり、じりじりと兵が退ひき始める。徐々に陣形が崩れ、ついには我先にと逃げ出した。

『おやおや、帝国兵がボクに恐おそれを為なして逃げていくよ。どうしたんだい、皇帝？　大陸最大にして最強の大国、グロリア帝国の力とは、この程度なのかなあ？　だとしたら、正直、がっかりだよ。歯ごたえがなさ過ぎる』

　ただただ真まっ直すぐ進みながらシエラは頭を振る。

「陛下！」

　宰さい相しようが決断を迫ってきた。常信は眉み間けんに皺しわを寄せる。

「これはやりたくなかったんだが、これほどの力なら……死ぬことはないだろう……」

　シエラを睨にらみつけ、「やれ」と命じた。

　ロケット弾が一発、彼女目がけて飛ぶ。

　狙ねらい過たず、着弾した。

　が、何も起こらない。

　いや、よく見るとロケット弾が暗黒球体に飲み込まれつつあった。

　シエラの前に浮かんだ黒い球体にずぶずぶとロケット弾が沈み、完全に消え去る。

『ああ、なるほど。これが帝国の新兵器というわけか』

　舌なめずりをし、シエラが微笑ほほえむ。

『獣人族の技術と魔法の融合。確かに凄すさまじい攻撃力だ。これならリンが降参するのも無理はないかな』

　前髪を華麗に搔かき上あげ、ポーズを決める。

『ただし、ボクには通用しないけどね！』

「撃てーっ！」

　常つね信のぶの命令一下、一○○○両の戦車が火を吹いた。

　土煙が舞い上がり、平原の一画が瞬時にして荒れ地と化す。凄すさまじい爆炎と煙、そして爆発音。もはや人一人に対する攻撃ではなかった。

「やったか!?」

　サルバドールが期待を込めた眼まな差ざしで画面を見つめる。

　そういうこと言うなよ……と思いながら、常信も祈った。

「せめて、少しでもダメージを受けていてくれ！」

『ハハハハハハハハハハハ！　参ったね。こんなに熱烈な歓迎は初めてだよ！　いや、すごい！　久し振りに興奮してきた！　さあ、楽しくなってきたぞ！』

　愉快そうに笑いながら出てきたシエラは無傷だった。

　一発、遅れて砲弾が撃ち込まれる。

　それはシエラの直前で一抱えほどの大きさの暗黒球体に飲まれた。

『皇帝。早めに忠告しておくよ。リンを仕留めたとき以上の攻撃をしないとボクには届かない。いや、その数倍の攻撃をしても無駄だろうね。ボク一人の力と帝国の物量、どちらに軍配が上がるかな？』

　業火と黒煙をバックにシエラはスキップする。

　それから数十回に及ぶ帝国軍の攻撃を、シエラは全すべて無傷で乗り越えた。

　日が中天を越え、西へと傾く。

　平原を見渡す丘に建てられた砦とりでに彼女が迫った。

　すでに全ての将兵は避難している。その砦にシエラが踏み入った。

　それと同時に爆弾が起爆する。「闇の姫ブイオツサ」を巻き込んで砦は崩れ落ちた。

『まあ、そういうこともするよね』

　ボッと暗黒球体が瓦が礫れきの中から飛び出す。そして下からシエラが出てきた。何ごともなかったかのように瓦礫を越え、前進を続ける。

「こいつ……本当に反則だろっ……」

　常信は歯を食いしばった。

「陛下。準備が整いました」

　会議室に戻ってきたベアトリーチェが報告する。常信は小さく頷うなずいた。

　左隣を見る。パオラはいない。宰さい相しように頼んで自室に下がらせていた。

「さすがに、どうなるか分からないからな」

　そう呟つぶやき、作戦決行の命を下す。

『おや？』

　すぐにシエラが片かた眉まゆを上げた。足を止め、周囲をぐるりと見回す。

『へええ。次はどんなことをしてくれるのかな？　ざっと五万人ってところか。ボクを魔法使いが取り囲んで結界を張ってるね。でも、上空は空いてる。ということは……』

　彼女が見上げた空に、五○○○○○発のロケット弾が天てん蓋がいを作り上げた。

『あはっ♪』

　シエラの目が見開かれる。

　そこには驚きと、明らかな歓喜の色があった。

『これってリンのときより多いんじゃないかな？　多いよねっ？　帝国は一体、どこまで莫ばく大だいなんだ!?　ボク一人にこれだけの攻撃を仕掛けてくれるなんて光栄──』

　そこまでしか聞こえなかった。

　着弾。爆発。轟ごう音おん。

　降り注ぐ無慈悲で暴虐な熱の塊。

　衝撃波が上空のドローンにまで影響を与え、画面が真っ白になった。キャラが「あー……」と脱力する。

「これは無理かもねー……。撮影どころかドローン自体が……あれー？」

　急に映像が復活した。常つね信のぶは愕がく然ぜんとする。

『アハ！　アハハハハハハハハハハハハ！　すごい！　すごいすごいしゅごいいいい！　こんなに太くて固いのが何本も何本もボクの中にっ……しゅっごいにょぉぉぉぉ！』

　シエラの周りには数十の暗黒球体が浮かび、次々に飛来するロケット弾を、幾いく本ほんも同時に飲み込んでいた。それでも弾を捌さばききれないので、どんどん暗黒球体を生み出し、周りに展開している。周囲に着弾しそうなものも全すべて飲み込んだ。

『もっと！　もぉっと！　もぉっと来いよ!!　そんなんじゃボクは全然、あひぃっ？』

　ガクンと彼女の膝ひざが落ちる。しかしぎりぎりで踏みとどまり、「フーッ」「フーッ」と荒い息を吐いた。続々と押し寄せる攻撃にだらしなく笑う。

『しゅごいよ、皇帝！　君はボクに何発ぶち込んだら気が済むんだいっ？　こんなに熱くて固いのを二本も三本もねじ込まれて、中でこねくりまわされたら、しゅ……しゅご……しゅごしゅぎりゅぅぅぅっ……！』

　ビクンビクンと身を震わせ、大きくのけぞった。

　それでも彼女が倒れることはなく、笑いながら前進する。

　五○○○○○発のロケット弾は尽きようとしていた。

「たたみかけろ！」

　多少なりとも効果ありと見た常信は、機を逃さず攻め立てる。第二波がシエラを襲った。暗黒球体に新たな弾が次々にねじ込まれる。ずぶずぶと飲み込んでいく速度が追いつかなくなってきた。幾いくつかが大地に着弾する。

　爆風に煽あおられ、シエラの体がよろめいた。

　膝を突いた彼女は額に浮き出た汗を拭ぬぐい、熱い息を吐き出す。

『まだ……まだ来るなんてっ……こんなの！　こんなの！　初めての経験だよぉ！　しゅごいしゅごいしゅごいしゅごいしゅごいぃぃ!?　ボク、壊れちゃうよぉぉ！』

　絶叫し、天を仰ぐ。

　飛来するロケット弾は留とどまることを知らない。

　シエラがゴクリと喉のどを鳴らし、更に大量の暗黒球体を生み出した。

　じゅぶり、じゅぶりと高温に熱された鋼鉄の棒が尖とがった先端を中に突き入れていく。

　そのたびにシエラは身を捩よじらせ、涎よだれを垂らして叫んだ。

『あああああああああああああああああ！　ダメ！　ダメ！　これ以上、突っ込まれたら！　そんな奥で爆発しちゃったらぁぁぁぁっ……！』

　一際、大きく彼女の体が跳ねた。

　次の瞬間、バチンとシエラの服が弾はじけ飛ぶ。

　いや、内側で何かが弾けたせいで服が破れたのだ。

　ゴトンと地面に落ちたのは革製のコルセット。

　ただし、破れているのは腹部ではなく胸部だった。

「ええ!?」

　常つね信のぶは目を見張る。

　宰さい相しようとサルバドールも「おお！」と声を上げた。

　戒めから解き放たれ、外界に真の姿をさらしたのは豊満な二つの膨らみ。

　下着に覆われたシエラの胸が堂々たる存在感を示していた。

『あああああ……！　見られちゃった。ボクの秘密、見られちゃったよぉっ……。テルエの民にはとても見せられない姿……帝国兵たちに、それからきっと皇帝にも、見られちゃったぁ……』

　だらしなく口を開き、舌を出して喘あえぐ。

　両腕で豊かな双丘を隠そうとするが、その程度で隠せるようなものではなかった。

『見られちゃった……。見られちゃった見られちゃった見られちゃったあぁぁぁぁっ！』

　ゴッと衝撃波が放たれる。

　画面が真っ白になり、次いで真っ暗になった。

「何だ？」

「あー……今度こそ壊れたねー……。他のは生きてるかなー？」

　キャラが操作すると、別の角度からシエラを捉とらえている映像が映し出される。先程より遠いので彼女の姿は親指程度の大きさしかなかった。

　ただし、重要なのはそこではない。

　シエラを責め立てていた無数の弾が一つ残らず消えていた。

　そして彼女の周囲には数千もの黒い球体が浮かんでいる。

　シエラ自身も暗黒のオーラに染め上げられていた。

『アハ！　アハハハハ！　やった！　やったよ！　ボクは……ボクはとうとう、限界を超えた！　「闇の姫ブイオツサ」として新たな段階に至ったんだ！』

　彼女の背中に悪魔のような漆黒の羽根が生える。大きく広がったそれは、三度、天を埋め尽くしたロケット弾に向けて羽ばたいた。

　五○○○○○発のロケット弾に五○○○○○個の暗黒球体が飛ぶ。

　全弾、空中で消失させられた。

　陶然と空を見上げるシエラ。

　これで角が生えていたら、本物の悪魔だな……と絶望的な気分になり、常つね信のぶは項垂うなだれた。もう彼女を止める術すべが見当たらない。

　常信は全軍に撤退を命じた。

「対策を、練り直すしかないっ……」

　歯を食いしばる。宰さい相しようもサルバドールもベアトリーチェも俯うつむいていた。

「あー……みんな騒いでるねー」

　キャラが呟つぶやく。彼女の手には晶機コムニカがあった。きっと「闇の姫」の強さに恐おそれ戦おののいているのだろう。暗あん澹たんたる思いで常信は画面を覗のぞき込こむ。
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「そっちかよ！」

　思わず叫んでしまった。

　宰さい相しようたちが訝いぶかしげに顔を上げる。

「こんなときまで脳天気なことばかり言って……」

　常つね信のぶはテーブルに突っ伏した。キャラが水晶球を操作して壁に地図を映し出す。

「あー、オーベルはここかー……。このまま南下していったら、一週間くらいでロンバル平原まで来るねー……」

　シエラの予測ルートが矢印で示された。頰杖を突いて常信はそれを見つめる。

「ロンバル平原を越えたら帝都はすぐだ……。それまでに対策を立て直さないといけない」

「陛下、ここは決死隊を募つのり、大軍をもって突撃致しましょう」

　サルバドールが進言してきた。

「もはや人の壁をもって押おし潰つぶすより他、ございません」

「それはダメだ。兵士を無駄死にさせるだけになる」

「全すべては帝国のため！」

「国は民のためにあるんだ！　国のために民を死なせるのは本末転倒だろっ」

　席を立ち、常信は宰相たちを見回した。

「何としても、対策を見つけ出すぞ」
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　常つね信のぶは晶機コムニカを放り投げてベッドに寝転がった。

　あれから五日が経たとうとしている。

　有効な対策は何も見み出いだせず、会議は連日紛糾していた。たった一人の「七勇神姫セテイオ・プリンサ」相手に十四カ国連合軍以上の危機感を募つのらせている。

　今も宰さい相しようたちは対策を議論し続けているはずだ。邪魔にならないようにと部屋に引っ込んで「闇の姫ブイオツサ」の情報を探っていたが名案は閃ひらめかない。

「……言動はアレだけど、強さはまさにチートなんだよなあ。シエラ、どうしたら勝てるんだ？」

　天てん蓋がいを眺めてぼやく。そこにひょこっと銀髪の可愛かわいらしい顔が現れた。

「へーか、寝てるの？」

　パオラがこちらを覗のぞき込こんでくる。「ああ、いや」と身を起こし、常信は目を疑った。

「皇帝の私室、確認完了」

　寝室にはもう一人、真っ白な美少女がいる。白金の髪を揺らし、室内を見回していた。「光の姫ルーテツサ」ユーリである。常信はパオラを振り向いた。

「何で!?」

　その一言で伝わったらしい。パオラは光り輝く笑顔になった。

「ユーリちゃんが、へーかのお部屋を見てみたいって言うから連れてきたんだよ！」

「いやいやいやいや！　それはさすがにまずいって！　こんなところにまで──」

「皇帝」

　目の前にユーリが現れる。「うおあっ？」と身を引いたが更に身を寄せてきた。パオラが慌ててこちらの腹に跨またがる。「ユーリちゃんといえど、ここは譲れません」と柔らかな太ふと股ももでしっかり挟んできた。声が出そうになってしまう。

　ユーリはじーっとこちらの目を覗き込んだ。

「シエラ襲来。ロザリンド解放すれば、解決」

「……君には話してなかったっけ？　彼女をイグドラルに帰すわけにはいかないんだ」

「へーかはロザリンドさんを守ってるんだよ」

　パオラがしかつめらしい顔でつけ足す。ユーリが小首を傾かしげた。

「自身の命を最優先、常道。納得不可」

「ああ、うん……。そうなんだけど……」

　言いい淀よどむ。

　そこにノックの音がした。「失礼致しますわ」とベアトリーチェが寝室に顔を出す。

「陛下、会議の結果が……パオラ様っ？　抜け駆けはずるいですわ！　って、そこにいるのはユーリ!?　どうして貴女あなたまでっ？」

　取り乱す金髪エルフを宥なだめ、常信は会議室に向かった。

　そこで告げられたシエラ対策案は「ロザリンドの解放」だった。

「陛下、まことに心苦しいことではありますが、もはや『闇の姫ブイオツサ』を止めるのはこれしかございませぬ。『風の姫ヴエネリツサ』をシエラに引き渡しましょう。あれほどの力をもつ『七勇神姫セテイオ・プリンサ』ならばイグドラル国王を説き伏せてロザリンドの身を守ることもできましょう」

　宰さい相しようが深々と頭を下げ、結論を伝える。

　その選択がどれほど苦渋に満ちたものなのか、会議室に集った大臣や官僚の顔を見ればすぐに分かった。特にムツィオとサルバドールはうちひしがれている。あれほど常つね信のぶに対しロザリンドの解放を反対していた負い目もあるのだろう。

「……わかった」

　これだけ有能な人々が寄り集まって出した結論なのだ。凡人の自分がこれ以上、口を挟んでも意味はない。あとは皇帝として対策案に許可を与えるだけ。

「よかろう。そのように……」

　それなのに、言葉が途切れた。

　臣下が不安そうにこちらを見ている。早く命を下さなければならない。

　しかし、どうしても言葉が出てこなかった。

「陛下、お気持ちはお察し致します。ですが……」

　急せかすように宰相が口を開いた。続いてぽつぽつと弱々しい声が上がる。

「もはや、あれに対抗する術すべはなく」

「ここは陛下の身の安全を最優先せねばなりません」

「今回限り、ということでどうか……」

　皆、気弱な声で訴えてきた。表情には憔しよう悴すいの色がある。

「皆の意見、正当。皇帝、我わが儘まま」

　さらに思いがけない方向から声が聞こえた。驚いて振り向くと、ユーリの姿がある。先程までパオラとともに寝室にいたはずなのに、まさに神出鬼没だ。しかも彼女の隣にはロザリンドまでいた。会議室内がどよめき、警備兵を呼ぶ声が上がる。

「落ち着いて欲しい！　私は、虜りよ囚しゆうとしての役目を果たしに来ただけだ」

　ロザリンドの澄んだ声が室内に響いた。

「……皇帝。何度も言っているだろう？　私はもう死ぬしかないのだ。父上は貴方あなたを仕留め損ねた私を決して許しはしない。シエラに引き渡せば全すべて終わる」

　一歩前に進み出て、彼女が言う。宰相たちがざわめいた。その中には安あん堵どや感嘆の声も混じっている。

「その潔さ。敵ながら天晴あつぱれ」

「やはり騎士は散り際が華ですのう」

「『七勇神姫』の覚悟の程、見せていただきましたぞ」

　ロザリンドに対し賞賛の声が上がった。

「陛下、ロザリンド殿もああ申しております。ただちに解放致しましょう」

　本人の了承も得て、ムツィオが強めに訴える。

　他の大臣も官僚も口々に彼女の解放こそが最善策だと告げた。

　ロザリンドがもう一歩前に出る。

「貴方あなたが私の処遇についてヒルデと約束したことは知っている。それを違たがえることに抵抗があるのなら、気にしないでくれ。彼女は聡明だ。きっと私の死を悲しみはするだろうけれど、皇帝のことを恨んだりはしない」

「…………」

「それに、このままでは帝国の民にも危険が及ぶ。今のところ死人は出ていないようだが、物の被害は少なくないはずだ。民の生活を守るためにも、他国の姫の命など気にしている場合ではない」

「……………………」

「皇帝。決断して欲しい。シエラは私が命を賭として止めると約束する」

「陛下、ご決断を！」

「英断を願いまする！」

　皆が詰め寄った。

　彼らの言い分は正しい。

　自分より宰さい相しようたちの方が知識も経験もずっと豊富で、社会の理ことわりをよく理解している。

　その上、ロザリンド本人が覚悟を決めているのだ。

　彼女を解放し、イグドラルに帰すことは何一つ間違っていない。

　帝国民のためにも、そうすることが正しい選択だ。

　それは凡人の自分でもさすがに理解できる。

　だから──

　ハアとため息を吐ついた。

　自じ嘲ちようの笑みが浮かぶ。

　堂々と言い放った。




「ダメだ！」




　居並ぶ臣下が目を見開く。彼らに断言した。

「ロザリンドは決して解放しない」

「皇帝！」

　ロザリンドが声を荒らげる。

「貴方あなたは何を考えているんだ!?　まともな判断力をもっているのなら──」

「うるさい！　お前の意見など聞いていないぞ！」

　怒鳴り返した。「風の姫ヴエネリツサ」があんぐり口を開けて固まる。

　常つね信のぶは不敵に笑ってみせた。

「口を開けば『殺せ』だの『死にたい』だの抜かす奴やつの言うことなど誰が聞くか。あまりグロリア帝国を嘗なめるなよ！」

　ロザリンドの青灰色の瞳ひとみを見据える。

「何を考えているのか、と聞いたな？　簡単なことだ」

　そう。とてもシンプルなことだった。

「俺は君を死なせたくない」

　彼女の肩がピクッと跳ねる。

「君が死んだらヒルデはもちろん、イグドラルの民も大いに悲しむだろう。『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の仲間だって、君を助けようとしているのであって殺したいわけじゃない。そして何より、俺の寝覚めが悪い」

　ユーリが指摘した通り、これはきっとワガママだ。

「正直、君がイグドラルの王女だとか『七勇神姫』だとか、どうでもいい。ロザリンドという一人の少女を見殺しにすることを俺が許せないだけだ。大陸最大国グロリア帝国皇帝である、この俺自身が！」
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　宰さい相しようたちを見回す。目を伏せる彼らにも言った。

「いつまで萎しおれた顔をしているんだ！　ウチは大国だぞ。もっと傲ごう岸がん不ふ遜そんにいこうじゃないか。さっさと顔を上げろ！」

　その言葉にベアトリーチェが真っ先にこちらを見る。宰相、サルバドールと続いた。大臣や官僚たちが眩まぶしそうに顔を上げる。常つね信のぶはゆっくり頷うなずいた。

「そうだ。それでいい」

「陛下、先程は失礼致しました。確かに『七勇神姫セテイオ・プリンサ』の小娘ごときに譲歩する謂いわれはありませぬ。こうなれば、徹底抗戦と参りましょう」

　宰相の言葉に「おお！」と皆が気炎を上げる。「待て！」とロザリンドが叫んだ。

「私一人のために多くの帝国民を犠牲にする気か!?　そんなことは、許されない！」

「もちろん、そんなことはしない。帝国の民を守るのが俺の務めだ」

　常信は勢い任せに言い返す。

「俺はこれからロンバル平原まで出る。玉座に座ったままでは帝都をシエラに荒らされる恐おそれがあるからな。そこで決着をつけてやろう」

　室内が騒そう然ぜんとなった。

「安心しろ、勝算はある。……もし上う手まくいかなくても、俺を消し去ればシエラは止まる。そうなれば皇帝の首を獲とったことになるのだから、君も武功を立てて帰国できるだろう。ロザリンド、いずれにせよ、君は死なない」

「陛下！　バカなことを仰せになりますな！」「あのような小国の姫ごときに陛下の御身をかける価値などございませぬ！」「お考え直しを！」「あんな田舎娘のどこが良いのですか!?　私より胸も小さいのにっ」「ふぁっふぁっふぁ！　こればかりは断じて許せませんぞ」「ぶふふふふっ。陛下のお戯れにも困ったものじゃあ」「ひぃっひぃっひぃ！　何とぞ、お考え直しを！」「ふぇっふぇっふぇ！　行かせはしませんからのう」「ふぉっふぉっふぉ！　儂わしらを押しのけることなど無理でありましょう」

　たちまち臣下にしがみつかれ、常信は身動きできなくなる。懸命に抗あらがうが、相手も本気で止めにかかっているので振り払えなかった。鬩せめぎ合あいが続く。いつの間にか背中に抱きついていたベアトリーチェが豪ごう奢しやな金髪を振り乱しながら叫んだ。

「玉座で迎え撃つというのならまだしも、陛下が御身を危険にさらすような真ま似ねは認められません！　陛下に何かありましたら国が傾きますわ！」

「そんなことはない！　俺の代わりくらい、すぐに用意できるはずだ！」

「!?」

　思わず言い返した言葉に皆の動きが止まる。

　しまった、と宰相を一いち瞥べつする。彼の顔も真っ青になっていた。

「……いや、つまり、俺一人いなくなっても帝国の政治は回るし、盤石だってことだぞ。それもこれも皆の働きのお陰だっ。その上で、俺ができることといったら、大切な国民を守るために、『闇の姫ブイオツサ』を止めることくらい。今のは、そういう意味だ！」

　苦し紛れに言い訳を並べる。

「興味深い」

　不意に囁ささやき声がした。

　気づいたときには会議室の扉の前に立っている。常つね信のぶの服の裾すそをユーリが摑つかんでいた。彼女によって瞬間移動させられたのだと気づき、「わっ？」と声が出る。

「皇帝、興味深い」

　黄金の瞳ひとみがこちらを見上げた。

「王のため、国のため、民が死ぬ。それが常道。その逆、稀まれ」

「だったら、その常道っていうのが間違ってるんだよ」

　常信は「光の姫ルーテツサ」を見つめ返した。

「もちろん、死にたくないし、死ぬ気もないけどね」

　シエラとの最終決戦地はロンバル平原。

　常信自身の出陣も、半ば強引に認めさせた。





第八章　破は廉れん恥ち外げ道どうじゃない皇帝なんて存在しません！（断言）







　緊張で吐きそうだ。

「何で、あんなこと言ったんだろう……」

　地平線を眺めつつ、常信はぼやいた。

「今更ですわ、陛下……」

　右隣に立つベアトリーチェもフウと息を吐つく。膝ひざに乗っているパオラがムンと拳こぶしを握って気合いを入れた。

「わたしも頑張るからね、へーか！」

　どこで手に入れたのか馬上鞭むちを振る。勢いがないので、へにょっと揺れるばかりのそれを優しく押さえ、常信は周囲を見渡した。

　出陣を決めた日から三日後。ロンバル平原に最終防衛陣が張られた。

　とはいえ、常信たちの他には武装させた「十二星姫ドーデイ・ステラ」一○一人と本陣を警護する一部隊しかいない。今回はジルベルトも帝都の守りに就かせ、戦況はドローンで帝都に送信することになっていた。宰さい相しようもサルバドールも気が気でないようだが、もしものときのために城に残している。

　本当はパオラもベアトリーチェも城に置いてくる予定だった。しかし二人とも絶対についていくと言って聞かなかったので仕方なく連れてきている。

「陛下！　全員、配置につきました！」

　馬を駆ってやってきたヒルデガルトが報告した。「うむ」とだけ答える。従者に馬を預けた彼女は、いつものジルベルトよろしく胸を張った。

「ご安心下さい！　私たちの手で必ずや『闇の姫ブイオツサ』を打ち倒してご覧に入れますっ」

　気負った様子のヒルデガルトに微笑ほほえんでみせる。

「無理はしなくて良いぞ。作戦通り、相手を追い込んだらすぐに離れてくれ」

「……はい！」

　一瞬、青灰色の瞳ひとみが揺れたけれど、彼女は凛りんとした声で返事をした。それから脇によって待機する。

　ほどなくして地平線に人影が一つ、現れた。

　紫を基調とした男装の麗れい人じん。ただし胸は大きくはだけ、豊満なものが揺れている。優雅な足取りでこちらに向かってくるのは「闇の姫」シエラ・ログルド・バートロンだ。

「来たか」

「むむむむむーっ」

　膝ひざの上でパオラが口を引き結ぶ。真剣な表情に少し和んだ。

「手はず通り、動け」

「仰せのままに！」

　ヒルデガルトに命じるなり、彼女は馬に跨またがり駆けていく。これから「十二星姫ドーデイ・ステラ」によるシエラ包囲網が狭められていく予定だ。

「俺も準備しておこうかな。ごめんね、パオラ」

　立ち上がり、自分が座っていた椅い子すにパオラだけ座らせる。心配そうに瞳を潤うるませる彼女のさらさらの銀髪を丁寧に撫なでた。

「へーか……」

「大丈夫だよ。全すべて上う手まくいくからね」

　そう言ってシエラの方を振ふり返かえる。彼女は周りの状況をすでに把握しているだろうに、全く気にした様子もなく歩き続けていた。

　今頃、彼女を取り囲むように配置させた「十二星姫」の面々が少しずつ輪を狭めているはずだ。もちろん彼女たちに包囲させてシエラを叩たたくという算段ではない。シエラにまっすぐ自分の下に向かってきてもらうための布石だ。

「一対一で決着をつけよう、シエラ」

　数歩前に進み出る。北風が騒がしく草原を抜けた。

「お前の狙ねらいは俺なんだろう？　だったら俺一人に攻撃をしかければ良い。周りのヒルデたちに変なことしないでくれよ」

　まだ声の届く距離ではないが、そんなことを一人、呟つぶやいた。

　シエラはどんどん近づいてくる。彼女を取り囲む「十二星姫ドーデイ・ステラ」の姿も視認できた。少しずつ少しずつ包囲を狭め、シエラが常つね信のぶのところまで向かうよう煽あおっている。

　常信も一歩、また一歩と前に出ていた。心臓がバクバク鳴っている。緊張のあまり欠伸あくびが出た。足に力が入らなくなる。それでも堂々としてみせた。

「さあ、来い。シエラ」

　その表情まで見て取れるほどの距離になる。大きな声を出せば相手に聞こえるだろう。一○一人の「十二星姫」も緊張の面持ちでシエラを取り囲んでいる。

「ひょっとして降参しに来たのかな、皇帝？」

　彼女が話しかけてきた。常信は立ち止まって答える。

「つまらない冗談だな。俺には降参する理由がない」

「なるほど……。まだ何か秘策があるってことか。それって周りのレディたちに関係あったりするのかな？」

　相手も立ち止まり、周囲の美少女騎士をぐるりと見回した。

「いいや、関係ない。だから攻撃するのはやめておけ。目障りなら下がらせる」

「即答か……。いいよ。もし噓うそでも彼女たちにボクを止めることはできないからね。さて、皇帝。直々のお出ましってことは、これが最終決戦ってことで良いのかな？」

　芝居がかった仕草で前髪を搔かき上あげ、シエラが尋ねる。確かな実力に裏打ちされた自信が全身から溢あふれ出ていた。

　正直、勝てる気がしない。

　常信は一度、深呼吸をした。心臓はうるさく鳴り続けているが、気持ちは割と冷静だ。ある種の開き直りができたのだろう。

「そうだ。ここが最終決戦の場だ。俺とお前の二人で決着をつけよう」

　そう返すと、シエラが軽く口笛を吹いた。

「驚いたね。貴方あなたがボクと一対一の勝負を望むだなんて。実は腕にかなりの自信があるのかな？　ボク以上の『力』を、実は持っているとか？」

「いいや。そんなものはない！」

　バッと両腕を広げる。常信は相手の目を見て言い放った。

「俺は完全なる丸腰だ。来いよ、シエラ！　『闇の力』なんか捨ててかかって来い!!」

「……貴方は、正気なのか？」

「もちろん正気だ。あらゆる手を尽くしたが、お前には通用しなかった。だったら最後は大将同士が拳こぶしと拳でぶつかり合うしかないだろう！　どうだ、『闇の姫ブイオツサ』？　俺と殴り合いをする覚悟はあるか？　それとも……」

　嘲あざけるように笑ってみせる。

「丸腰の相手にすら、その『闇の力』とやらを使わないと戦えない腰抜けなのかっ？　随分と格好つけてるくせに大したことないんだなっ」

　思い切り煽あおった。ここで何としてもシエラに拳こぶしでの勝負を認めさせなければならない。それこそが唯一の勝機なのだから。

　勝算がある、というのは噓うそだった。

　三日前の会議室。勢い任せで出陣を口にしたとき、常つね信のぶの頭の中にシエラ対策など微み塵じんもなかった。しかしユーリに瞬間移動させられ、彼女の顔を見たとき閃ひらめいたのだ。今回の作戦を。

　ユーリのときと同じように、自分をエサにしてシエラを捕らえれば良い。

　常信自身に転移魔法陣を張り、シエラの拳が当たった瞬間、本陣の後方に設置させた束縛魔法陣まで強制転移させるのだ。その魔法陣には「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の能力が使えないよう、あらゆる封印魔法を幾いく重えにも施ほどこしてあるので、シエラは指一本動かせなくなる。

　この三日間は全すべて束縛魔法陣の準備に費やしたといっても過言ではなかった。パオラを含め「十二星姫ドーデイ・ステラ」の中でも魔法が使える者、そして帝都にいる魔法使い五万人を動員して凄すさまじい力を込めた魔法陣を作り上げた。

　あとはシエラに常信を素手で攻撃させること。作戦は今、最大の難関にして、最も重要な局面を迎えていた。

「ほら、どうしたよ？　素手で殴ってこい。そんなこともできないのか、この腰抜け」

　懸命に悪そうな顔をし、嫌味な物言いで挑発する。

「所しよ詮せん、『闇の姫ブイオツサ』もその程度か。本当は怖いんだろう？　何でも飲み込む暗黒球体とやらに守られてないと何もできないお嬢ちゃん。そうだ。お前は結局、自分の力では何もできない弱虫のお嬢ちゃんなんだよ！」

　脇の下に嫌な汗をかく。挑発自体、今までの人生で一度もやったことがなかったのに、ここまで命がけの憎まれ口を叩たたくことになるとは思ってもみなかった。心臓が喉のどの辺りまでせり上がってきたのではないかと思うくらい息苦しい。

「ほら、どうしたっ？　早く殴ってみせろ、格好ばかりの腰抜け！」

　シエラは俯うつむき、体を小刻みに震えさせた。どうやら怒りがふつふつとこみ上げているようだ。もう一押しで爆発する。どうか「闇の力」ではなく拳で自分を殴って下さいと強く願い、更に言い放った。

「いつまで黙ってるつもりだ、腰抜けお嬢ちゃん！　丸腰の俺に拳一発叩き込むことすらできないなんて、一国の姫が聞いて呆あきれるな！」

　思い切って一歩前に踏み出す。

　彼女の肩がビクンと跳ねた。勢いよく顔を上げる。

「い、言いたいことは、そそそれだけかいっ？」

　シエラは頰を紅こう潮ちようさせ、だらしなく口元を緩めていた。

「そ、その程度じゃっ……ボクには全然通じないよ！　そうさ！　全然、全然、通じてないからにゃっ。もっと！　もっと口汚く罵ののしってくれよ、皇帝！」

「……あれ？」

　蕩とろけた眼まな差ざしを向けられ、常つね信のぶは混乱する。この展開は予想していなかった。

「シエラ……？　俺に殴りかかってこないのか？」

「そうじゃない！」

　いきなり彼女に怒鳴られる。

「そうじゃなくて、さっきみたいに外げ道どうな顔で煽あおってくれよ！　ボクのことを腰抜けと罵って嘲あざ笑わらえよ！　それが欲しいんだから！」

「え……。お前……何、言ってんの？」

「何を言ってるか、だって!?　そんなの貴方あなたには分かりきってることだろ!?　破は廉れん恥ち外道皇帝の頭の中はそういうことでいっぱいだって、ボクは信じてここまで来たんだ！」

「……言ってる意味が、全然分からないんだが」

　困惑する常信にシエラは痛ましそうな表情で頭を振った。

「何てことだ……。何てことだ、皇帝……。ガッカリだよ。貴方には本当にガッカリだ！　ボクにもロザリーにやったような鬼畜外道なことをしてくれると期待していたのにっ……。罵ば倒とう一つできないなんて、鬼畜破廉恥外道皇帝として恥ずかしくないのか!?」

「お前は本当に何を言っているんだ!?　頭、大丈夫か!?」

「ああっ！　そう！　それ！　そういうの、もっと頂ちよう戴だい！　もっとだ、皇帝！」

　常信は思わず身を引いた。

　脳裏に、これまでの彼女の言動や、魔力通信網でなされていたシエラに関する会話がすごい速さで流れていく。

　そして、ようやく理解した。

「こいつ、ドＭの変態だっ……」

　じりじりと後あと退ずさる。しかしシエラは耳まで裂けんばかりの凄せい絶ぜつな笑みを浮かべた。

「逃がさない……。逃がさないよ、皇帝！　貴方の策など先刻お見通しなんだ！」

　パチンと指を鳴らす。瞬間、暗黒の球体が常信の体をすり抜けた。

「えっ……？　今のって……」

　どこにも外傷はない。ただ、微かすかな違和感があった。ハッとする。

「皇帝。貴方自身に張られていた魔法陣を消去した。これでもう、ボクを強制転移させることはできないね」

　悪魔のような笑顔で「闇の姫ブイオツサ」がこちらを指差した。

　血の気が引く音。

　シエラがズイッと体を寄せてきた。豊満な胸が常つね信のぶに押しつけられる。ガシッと両腕を摑つかみ、「闇の姫ブイオツサ」がねっとりとした笑みを浮かべた。

「皇帝、逃がさないよぉ。一対一で決着をつけようじゃないかぁ。早くボクに罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけ、辱めてみせろよぉっ。鬼畜破は廉れん恥ち外げ道どう皇帝の本性を、思う存分、さらけ出してくれよぉ！　ボクは、ボクはそのためにここまで来たんだ！　さあ、早くぅっ」

　血走った目で叫ぶ。彼女の熱い息が顔にかかった。

　想定外の事態に、常信は声が出せない。

　シエラに襟首を摑まれた。

「早くしろよ、皇帝ぃ!!　こっちは我慢の限界なんだぁ!!」

「そんなこと知るかあああああああああああああああああああああ!!」

　咄とつ嗟さに彼女をぶん投げる。「闇の姫」は華麗に受け身を取り、素早くこちらを振り向いた。柳りゆう眉びを逆立てる。

「投げ方が甘ぁい！　そんなんじゃ単に突き飛ばしただけだろっ。もっと、足を引っかけて確実に転ばせるとか、ちゃんと工夫しろよぉ！」

「だから知らんと言ってるだろうが！　俺にそんな趣味はない!!」

「噓うそを吐つくのもいい加減にしろ！　鬼畜破廉恥外道じゃない皇帝なんてこの世に存在するわけないだろぉ！」

「いや、ここにいますけど！」

「焦じらしてるのか？　焦らしプレイなのかっ？　そうだな？　そうなんだよなっ？　本当は、もんのすごいことを考えてるんだよな!?　ボクにそれをする算段を考えてくれてるんだよな!?　そうだと言ってよ、皇帝!!」

「絶対に言わないぞ!!」

　摑みかかってきたシエラの両手を摑み返し、力比べの体勢になった。ばるんばるん揺れる胸がチラチラ視界に入って仕方ない。

「なあ、皇帝……。貴方あなた、さっきからボクの胸、チラチラ見てるだろっ？」

「みみ見てないし！　これっぽっちも興味ないし！」

「遠慮せず強引に揉もみに来いよ！　そのくらい鬼畜破廉恥外道皇帝なら朝飯前だろ！」

　組み合っているというのに、シエラは胸を突き出して挑発してくる。汗ばんでシャツが透け、下着がうっすら見えていた。

「俺は鬼畜でも外道でもないって何度言ったら分かるんだ!?」

　力を込めて押し返す。

　瞬間、シエラがニヤリと笑った。

「何!?」

　彼女はだらりと両腕から力を抜く。必然的に常つね信のぶはシエラに体当たりをしてしまった。あっけなく相手がひっくり返ったので押し倒したような状態になる。

「ああ！　ついに！　ついに皇帝がその獣欲を解放し、ボクを押し倒したよ！　ここからが本番なんだろ!?　このボクに一体、どんな辱めを与えるつもりなんだい!?」

　瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせてシエラが叫んだ。常信は急いで彼女から身を離す。

「何もする気はないって言ってるじゃないか！」

「逃がさないと言ったはずだ！」

　シエラの長い両足が常信の腰をがっちり挟み込んだ。さらに摑つかみかかってきたので、相手の腕を押さえつけながら身を捩よじる。懸命に腰を振って相手の足をふりほどこうとするが、恐おそろしいことにビクともしなかった。あげく彼女が嬌きよう声せいを上げる。

「あああああ！　皇帝がっ。鬼畜破は廉れん恥ち外げ道どう皇帝がっ、ボクを組み伏せて獣のように激しく腰を振っているよぉぉぉっ！　こんな姿っ……全国にさらされたら！　全国にさらされたらボクはぁぁぁっ……！」

　だらしなく舌を出し、周りに聞こえるように叫んだ。慌てて腰を動かすのをやめるが、この体勢から逃れない限り、あらぬ誤解を招くのは間違いない。

「くそぅっ……。この足を、離せよ！」

「逃がさない……逃がさないよぉっ……！　こんな絶好機を逃してなるものかぁ！　皇帝、早くボクをロザリーのようにメチャクチャにしろぉぉぉっ！」

「やってないって、何度言ったら分かるんだぁぁぁ！」

　常信は天に向かって嘆いた。誰でもいいから助けて欲しい。




「皇帝陛下から離れろ、このド変態女あああああああああ！」




　そのとき、遠くから誰かの声がした。

　ハッとして振り向く。

　立て続けに声が飛んできた。

「お前の方がよっぽど破廉恥だろうが─────っ」

「自分の性癖満たすために他国に攻め込んでんじゃねえぞ、変態!!」

「その汚ぇ足を陛下から離しやがれええええええええええ！」

「変態！　変態よ！　あそこに変態がいるわ！」

「さっさと家に帰れ、ド変態女め!!」

　四方八方。ありとあらゆる方角からシエラに対する罵ば声せいが飛んでくる。

　常信は信じられない思いで周囲を見回した。

　いつの間に集まったのだろう。

　たくさんの民衆がぐるりと二人を取り囲んでいた。武装した帝国兵だけでなく、服装から見てただの一平民に過ぎない者たちも大勢いる。彼ら彼女らは声を張り上げ、腕を突き上げて「闇の姫ブイオツサ」シエラに罵ば声せいを浴びせた。

「これは……一体、何が起きてるんだ……？」

「しゅ、しゅごいっ……。こんな……見渡す限りの人々に罵ののしられまくるだなんて、こんなの、こんなの初めてぇっ……！」

　シエラが自分の身を抱き、ガクガクと震える。足の縛いましめが緩んだので、常つね信のぶは急いで飛び退すさった。そこに「陛下ーっ！」とお馴な染じみの大声が飛んでくる。鎧よろいをガチャガチャいわせてジルベルトが駆け寄ってきた。

「ジルベルト、何がどうなっているんだ!?」

「お早く！　お早く、この場からお離れ下さぁい！」

　言うやいなや抱え上げられ、常信はその場を脱する。人垣はすぐに開き、「陛下！」「陛下！」と多くの歓声を浴びながらパオラとベアトリーチェの待つ本陣まで戻った。

「へーか！」

「陛下！　ご無事で何よりでした！」

　二人に抱きつかれる。涙ぐんでいるパオラとベアトリーチェを抱きしめてから、シエラに罵声を浴びせ続けている民衆を振り向いた。千人ほどが彼女を囲んでいるが、その数は増える一方だった。平原のあちこちから人々がひっきりなしに走ってくる。

「何が、どうなってるんだ？」

「それはアタシが説明してあげるよ～！」

　元気な声に首を巡らせると、少し離れたところに中東の踊り子を彷ほう彿ふつとさせる美少女が立っていた。黒髪黒こく瞳どうに健康的な肌。明るい笑顔がパッと花開く。

「マライカ!?」

「は～い☆　あなたのハートに幸せプレゼント♪　マライカ・ビッテ・アラースムだよ。皇帝さん、初めまして～♪」

　素早くポーズを決めてマライカが挨あい拶さつした。パオラが「生マライカちゃんだよ！」と、はしゃぐ。

「うふふ～♪　皇帝さん、私もいるのよ～」

「あたしもな！」

　マライカの側そばにはオレンジ髪の爆乳美少女と小麦色の肌に黒髪ポニーテールの精せい悍かんな美少女が並んでいた。「火の姫フイアネツサ」マリアンヌと「水の姫アクウイツサ」ナタリアだ。目を疑う常信の袖そでを誰かが引いた。パオラかと思って見下ろすと、真っ白な美少女がこちらを見上げている。

「ユーリ!?」

「皇帝。着席を希望」

　彼女に椅い子すを勧められ、「ああ」とひとまず腰を下ろす。

　するとパオラが「むううう」と悔しそうな顔になった。

「ど、どうしたんだ、パオラ？」

「今回だけなんだからねっ。約束だからね、ユーリちゃん」

　珍しく切せつ羽ぱ詰まった様子で「光の姫ルーテツサ」に言う。

「……肯定」

　少し間があったが、ユーリは淡々と頷うなずき、常つね信のぶの膝ひざにちょこんと座った。

「何ぃっ？」

　常信は動揺で固まってしまう。ベアトリーチェが呆あきれたように首を振った。

「今回の功労者として、陛下のお膝に座らせることを許したそうですわ」

「……いや、だから、何の話なんだ？　これは何の集まりなんだよ!?」

「ユーリちゃんがね。動画配信してくれたんだよ」

　パオラが常信の左腕にしがみつく。大いなる優しさに包み込まれた。差し出された晶機コムニカを穏やかな気持ちで眺める。

　そこには三日前の会議室の様子が映し出されていた。

「何だ、これ!?」

　度肝を抜かれる。膝に座ったままユーリが淡々と告げた。

「皇帝の本心。皆に伝達」

「いつの間に!?　……あ、そういえば、あれから忙しくて動画投稿サイトなんて見てられなかったけど……。いや、そもそも何でユーリがこれを!?」

　無表情のまま「光の姫」が振り向く。

「主人公、絶体絶命。真の力を発揮」

「……それって、シエラのことだよな？　あいつを覚醒させたかったんだろ？」

「否定。最大の興味。最初から皇帝」

　淡々と喋しやべっていたユーリが、ほんの僅わずかに表情を和らげた。

「会議室での皇帝。非常に満足。予想以上の好感」

「えっ……？」

「皇帝、あんたけっこう言うじゃねえの。『俺は君を死なせたくない』とか、口説いてんのかって台詞せりふだよなあ」

　ナタリアが近づいてきて背中をバシバシ叩たたく。

　戸惑う常信の腕をパオラが引っ張った。

「それでね！　みんながへーかを守ろうって集まってくれたんだよ！」

　彼女が晶機を操作する。

　次に見せられた画面は、井戸端会議のものだった。
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「…………」

　言葉を失う。

　魔力通信網内での反応は常つね信のぶの想像を遥はるかに超えていた。

　数多くの井戸端会議室で「闇の姫ブイオツサ」対策が話し合われ、そのどれもが彼女をドＭと判断し、常信を守るため決起することを決めていた。主催者はロンバル平原周辺の貴族であったり各地の町や村で暮らす平民であったり様々だが、皆が自主的に参加を決めて、ろくな装備も整えぬまま駆けつけている。

　今も「やっと着いたぜ」「もう終わった？」等、書き込みは増え続けていた。平原には人が集まる一方で、すでに五千は下らない群衆と化している。

「陛下ーっ！　俺、やっちまいましたあああ！」

　大声に振り向くと、ジルベルトが頭を抱えていた。

「帝都の守備を仰せつかったというのに、出陣を求める将兵たちを止めることができず！　こんなところまで軍を率いてきてしまいましたあああああ！」

　ガバアッと土下座する。常信は笑ってしまった。

「そうか……。困ったものだな」

　シエラを取り囲んだ群衆は今、声を揃そろえて「かーえーれ！」「かーえーれ！」と帰れコールを繰り返している。

「シエラの様子を見たいんだが……」

「こちらに」

　ベアトリーチェが水晶球を差し出した。パオラに晶機コムニカを返して覗のぞき込こむ。上空から「闇の姫ブイオツサ」を捉とらえた映像がぐっとズームアップされた。

　五千人を超える大群衆に取り囲まれ、「帰れ」「帰れ」と連呼されているシエラは──




　恍こう惚こつとした表情で天を仰いでいた。




『にゃにこれ、しゅごいっ……！　右から左から前から後ろから、あらゆる方向からボクを責め立てる声が飛んでくりゅぅ……。しゅごいよぉぉぉ。こんなの、こんなのテルエでは絶対に体験できにゃいよぉっ……！　やっぱり、やっぱり帝国に来て良かったぁっ』

　蕩とろけきった表情でガクガクと膝ひざを震えさせている。ハアハアと熱い吐息を洩もらし、焦点の合っていない目で自分を罵ののしり続ける群衆をうっとりと眺めた。

『ああ、もっとぉ！　もっと欲しいにょぉ！　もっともぉっとちょおだぁい!!』

　彼女の背中に漆黒の翼が生える。大きく広がり、力強く羽ばたいた。

　悲鳴が上がり、群衆が一斉に引き退く。

『あれ？　どうしたんだいっ？　みんな逃げないでくれよ！　もっとボクを罵ってくれ！　せっかく、せっかくすごく気持ち良くなってたところなんだ！　ボクを見捨てないで！』

　シエラが焦った様子で群衆へと歩を進める。しかし彼女が近づけば近づくほど群衆は下がっていった。悲鳴とともに一部が逃げ出すと、たちまち全すべてが崩れる。

「変態だーっ。変態が来るぞー！」

　そんなことを叫びながら皆がシエラから離れていった。

　愕がく然ぜんとそれらを見送った彼女は「そんな……」と悲しそうに手を伸ばす。

『あと、もう少しで絶頂を迎えられそうだったのに……。でも……』

　フッと微笑ほほえんだ。

『放置されてると思えば、これはこれで、イイッ♪』

　再び蕩け顔になる。

「ダメだ、こいつ……。早く何とかしないと」

　常つね信のぶは戦せん慄りつとともに顔を上げた。

　荒い息を吐きながらシエラがこちらに向かって歩いてくる。漆黒の翼を大きく羽ばたかせ、飢えた野獣の形相でニタリと笑った。

「どうした皇帝……？　もっと！　もぉっと来いよ！　もっと、すごいの叩たたきつけてくれよぉ！　早く石を投げつけてくれ！　こないだの幼女の一撃はたまらなかった！　あんなの一生忘れられない！　ほら、周りの可か憐れんな美少女たち！　ボクに蔑さげすみと嘲あざけりの眼まな差ざしを向けながら石を投げつけてくれ！　その痛みといったら、きっと……ああ！　想像しただけでっ……しゅごい！」

　さあ！　と芝居がかった動きで大きく両腕を広げる。

「だったら、お望み通りキッツイのお見舞いしてやるよ！」

　突如、地面から水が噴き出した。

　水流は生き物のようにうねり、シエラの体を打ち据える。彼女は水浸しにされながら何度も何度も水流に叩たたかれた。

「どうだい、シエラ？　いっぺんあんたと本気でやり合ってみたかったんだ！」

　長なが槍やりを手に、ナタリアがシエラへと突っ込んでいく。

「あ～！　ナタリア、ずっる～い！　アタシにもやらせなさいよ～っ」

　マライカも飛び出した。水浸しの平原が地響きを起こし、周りの群衆が騒ぎ出す。

「え～い！」

　マライカがナイフを持った手をシエラに向けるなり、土の壁がそそり立った。ずぶ濡ぬれでふらついている「闇の姫ブイオツサ」を左右から容赦なく挟み込む。

「うふふ～♪　私もや～ろぉっと！」

　戦せん斧ぷを振り上げ、マリアンヌが跳ちよう躍やくする。炎をまとった斬ざん撃げきが叩たたき落おとされた。シエラを挟み込んだ土壁もろとも炎で包み込む。

「ええええええええ!?」

　常つね信のぶは度肝を抜かれた。

　目の前で「水の姫アクウイツサ」「地の姫スオロツサ」「火の姫フイアネツサ」が何の躊ちゆう躇ちよもなく仲間であるはずの「闇の姫」を攻撃している。シエラは水と土と炎の責め苦に苛さいなまれ続けた。「あひぃっ」「しゅごい！」という悲鳴とも嬌きよう声せいともつかない声が上がる。

「あいつ、暗黒球体で攻撃を無効化できるはずなのに、わざと受けてるのか!?　美少女の攻撃は受けるってことなのか!?　訳が分からないよ……」

「あっはあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ついには天にも昇る心地の嬌声が響き渡った。

　天高く漆黒の翼が広がる。

　群衆がどよめき、晶機コムニカを掲げた。撮影音が立て続けに鳴る。視線を降ろすと、案の定、シエラが漆黒のオーラをまとっていた。散々打ちのめされてボロボロになっているのに、陶然とした顔でだらしなく笑っている。こちらに凄すさまじい視線を向けてきた。

「ナタリア、マライカ、マリー……。皆を手て籠ごめにしたあげく、嫌がる彼女たちに無理やり言うことを聞かせ、ボクを嬲なぶりものにするだなんて……。さすが鬼畜破は廉れん恥ち外げ道どう皇帝！　どこまでも卑ひ劣れつで……すごくイイよ!!」

　心底、嬉うれしそうに身を震わせる。

　誰か彼女の誤解を解いてくれないだろうかと常つね信のぶは切に願った。

「でも、まだだ……。まだボクは満足していない！　もっと！　もぉっとくれよぉ！」

　シエラが前進を再開する。ナタリアもマライカもマリアンヌも疲れて座り込んでいた。三人がかりでも「闇の姫ブイオツサ」を止めるには至らなかったらしい。

　凄すさまじい戦闘に見入っていた群衆も、彼女を遠巻きに眺めるばかりだ。

「あと、もう少しのはずなんだがっ……。誰かっ。誰かいないのかっ？」

　ユーリをそっと降ろして立ち上がる。左右を見回し、最後の一手を探し求めた。

「誰か、あいつを止められる適役は！」

　豪ごう奢しやな金髪が目に飛び込んでくる。ベアトリーチェと見つめ合った。

「お断り致しますわ」

　ニッコリと完かん璧ぺきな微笑ほほえみで拒否される。

「そこを何とかっ」

「陛下の仰せでも、こればかりは……」

「あと、もう一息なんだ！　もう少しで『闇の姫』を倒せるんだよ！」

「そのようなことを仰せになられても、私、そういう嗜し好こうはございませんので」

「君しかいないんだ！　ビーチェにならできる！　頼む！　やってくれ！」

　彼女の両肩を摑つかみ、紫の瞳ひとみをまっすぐ見つめて頼んだ。

　耳の先まで真っ赤にし、ベアトリーチェが目を伏せる。

「で、ですがっ……。私、やり方など分かりませんので……」

「いつものビーチェで良いんだよ！」

「それはどういう意味ですのっ？」

　眉まゆ根ねを寄せて問とい糾ただしてきた。

「私、ドＭが喜ぶようなことは何一つ致しておりませんわ！」

「そ、そうだねっ……。でも、自覚してない才能っていうのもあると思うし……」

　我ながらいい加減な理屈をこねる。さらに耳元で囁ささやいてみた。

「俺、ビーチェがシエラを打ち負かす姿、見てみたいな」

「そ、それはっ……！」

　予想以上に揺らいだようだ。しかし、それでも彼女の自尊心がギリギリのところで躊躇ためらわせている。

「へーか！　わたしに任せてっ」

　ピシッとパオラが手を挙げた。持っていた馬上鞭むちをへにょっと振る。

「わたしがシエラさんをやっつけてみせるよ！」

「そうはいきませんわ！」

　常信が答える前にベアトリーチェがむんずと馬上鞭を奪い取った。

「パオラ様に任せるくらいなら、私が参ります」

「えーっ……。ビッチェ、嫌がってたのにー」

　口を尖とがらせるパオラにベアトリーチェは穏やかに微笑ほほえむ。

「正妻として、夫の頼みを断ることなどあり得ませんもの」

「いや、けっこう渋って──」

「行ってまいりますわ、陛下」

　人差し指で常つね信のぶの口を塞ふさぎ、金髪エルフは一礼した。豪ごう奢しやな金髪を揺らし、シエラに向かっていく。少しずつ下がっていた群衆が彼女を見て足を止めた。何が起きるのか固唾かたずを吞のんで見守る。

　少し落ち着いたらしく、ベアトリーチェを見止めたシエラは悠然と一礼した。

「これはこれは、美しいエルフのお嬢さん。次なるお相手は君かな？　だが、ボクは大抵の罵ば声せいと攻撃は味わったからね。かなり、きつめの──」

「誰が喋しやべって良いと言ったの、豚」

「ん？」

　シエラの目が点になる。

「すまない。よく聞こえな──」

「喋って良いなんて許可は与えていないわよ。躾しつけのなってない豚ね」

「…………」

　余裕の表情だった「闇の姫ブイオツサ」がはっきり凍りついた。信じられないといった目でベアトリーチェを見つめている。

　金髪エルフは馬上鞭むちをピシリと鳴らした。

「何で立ってるの？」

「はい？」

「何で豚が二本足で立っているのよ？　ちゃんと豚らしく四よつん這ばいになりなさい！」

「……す、すみません」

　のろのろと、しかし確実に膝ひざを突き、地面に両手を突いてシエラは四つん這いになった。

「これで、よろしいでしょうか。ご主人さ──」

　ビシイッと馬上鞭で頰を打たれる。

　呆ぼう然ぜんと自分を見上げるシエラに、ベアトリーチェは冷淡に言い放った。

「豚が人間の言葉を喋るんじゃないわよ。身の程を弁わきまえなさい」

「ぶ……ぶひいいいっ！」

「鳴き声が汚い！」

　再び鞭が鳴る。「ぶひいいいっ」とシエラが嬉うれしそうに鳴いた。

　背筋が凍る。

　ベアトリーチェの言葉は常つね信のぶの煽あおりや群衆の罵ば声せいとは一線を画している。

「ビーチェ、そんな嗜し好こうじゃないって言ってたけど、適任じゃないか……」

「わーっ！　すごいね！　ビッチェはドＳなんだね！」

　純真な瞳ひとみでパオラが手を叩たたく。

　ベアトリーチェはシエラの背中をぐりぐりと靴の踵かかとで踏みつけ、馬上鞭むちで尻しりを何度も叩いた。「ぶひぃ！」「ぶひぃ！」と喜びの声が平原に木霊こだまする。

「まったく！　この豚は！　よく鳴くわね！　叩かれて喜ぶだなんて、本当にダメな豚！　豚に失礼だと思わないの!?　謝りなさい！　豚に謝りなさい、この牝めす豚ぶた！」

　もはや理不尽としか思えない言葉でシエラを責め続けるベアトリーチェ。

　ウオオオオ！　と周りから歓声が上がった。

「さすがベアトリーチェ様だ！　俺たちには真ま似ねできねえことを平然とやってのける！」

「あんな容赦ない責め苦、本物のドＳじゃねえとできないぜ！」

「ベアトリーチェ様、ステキ！　抱いて！」

　再び群衆が活気づき、周りに集まってくる。そして「ビーチェ！」「ビーチェ！」と彼女を讃たたえる声が上がった。兵士たちも含め、皆が拳こぶしを突き上げて褒ほめ称たたえる。

　そんな歓声に混じって、「ぶひぃぃぃぃぃいぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!!」とシエラの喘あえぎ声が天高く響き渡った。
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「おのれ、皇帝！　このボクを一体、どうするつもりだ!?　お前にどんな酷ひどい辱めを受けようと、ボクが屈することは決してないからな！　本当だぞ！　試してみるか!?　試してみろよ！　というか試せ！　試して下さい！　試して下さい、お願いします！　何でもしますからっ」

　謁見の間に連れて来られたシエラはとても元気だった。

　その姿を見るだけでドッと疲れが湧わく。「闇の姫ブイオツサ」は手て枷かせ、足あし枷かせをされており、屈強な警備兵に引っ立てられて跪ひざまずかされた。

「警備兵、枷かせを外してやれ。俺は彼女と話をしたいだけなんだ」

　そう命じるなり、シエラの方が声を荒らげる。

「ふざけるな!?　せっかくの枷を外されてたまるかっ。むしろもっときつい拘束具をはめてくれたっていいんだぞ！　むしろ、そうしろ！」

「……警備兵、下がって良い」

　色々と面倒臭くなってきて、常つね信のぶは兵士を下がらせた。右隣のベアトリーチェに尋ねる。

「『闇の姫』の力は封じてあるんだろうな？」

「ご心配には及びませんわ、陛下」

　穏やかな笑顔で金髪エルフは答えた。

「もし少しでも力を行使しようものなら、『一国の姫として極上のもてなしをし、一生、何不自由ない生活が送れるよう取り計らう』と申しつけておりますので」

「それ、抑止力になるのっ？　……なるんだろうなあ」

　何な故ぜか期待に充みち満ちた眼まな差ざしでこちらを見ているシエラに目をやる。

「シエラ。勝敗は決した。今度こそ、話を聞いてくれるよな？」

「帝国の圧倒的な物量の前に力及ばず囚とらわれの身となってしまったボクだけれど、まだ終わりじゃない！　むしろここからが本番だといっても過言じゃないんだ！」

「いや、お前、ウチの物量には勝ってたよな？　負けたのは別の理由だよな？」

「そんなことはない！　断じてそんなことはないぞ！　疑っているのか？　疑っているのなら、あんなことやこんなことをしてボクの口を割らせてみせろよ！　ほら、早く！　早くしろ！　こっちは我慢の限界なんだぞ！」

「何、言ってんだ!?　なあ、俺の話を聞いてくれよ」

「あっはああ♪　キタキタキターッ！」

　シエラが身をのけぞらせ、床を転げ回った。

「……パオラ？」

　膝ひざの上に座っている銀髪巨乳娘を見る。ニパッと花咲くような笑顔で振り向いた。

「うん！　わたし、頑張ったよ。へーかの言うことをちゃんと聞くように、シエラさんにばっちり従属魔法をかけたからね！　これでへーかは命令し放題だよ！」

　ムンと胸を張る。おおきなものがたゆんと揺れる。

「また、この展開かああああ……！」

　頭を抱えた。

　シエラは「ボクは言うことを聞かない！」「決して聞くものかあはあっ♪」と叫びながら身み悶もだえ続けている。

「命令は取り消す」

「あれ……？　ちょっ！　何してんだよ、皇帝!?　そんな仕打ちがあるかよぉっ……」

　手て枷かせ、足あし枷かせをされたまま「闇の姫ブイオツサ」がぴょんぴょん跳びはねる。

　器用な奴やつだなあと思っていると、彼女は急に真面目まじめな顔になった。

「ボクは従属魔法なんかに負けたりしない！　決して！」

「ああ。そのくだり、ロザリンドのときにやったから」

「何でだよぉっ！　頼むよぉっ！　命令してくれよぉっ！」

　ゴロンゴロンと床を転げ回り、ダダをこねる。

「皇帝！　ボクに命令してくれたら、お前の話を聞いてやる！　それどころか何だって言うことを聞いてやるぞ！　これで、どうだ!?」

「いや、どうだって言われても……」

「陛下。いっそのこと、『息をするな』とお命じになれば」

「ビーチェも怖いこと言うな！」

「どうせ従わないのですから、問題ありませんわ」

「それいいな！　息をするだけですごいことになるなんて……あひぃっ♪」

「豚は黙ってなさい！」

「ぶひぃぃぃっ」

「マサトー！　マサト、帰ってきてくれーっ。俺、こんな奴やつらと戦うのイヤだー！　戦うんだったら、お前みたいなまともな奴の方が良いよー!!」

　たまらず常つね信のぶは天に向かって叫んだ。




　その後、どうにかシエラを納得させ、ロザリンドの解放を思い止とどまらせることはできた。イグドラル王国には改めて講和を求める予定だが、ひとまず「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の脅威は去ったといえる。

「やっと……一段落だ……」

　私室でソファにひっくり返り、常信は「あー」と声を洩もらす。

「結局、武力使い放題だったなあ……」

　戦争はしなかった。戦争はしなかったが、セキリンダイシンリュウやシエラには武力を行使した。どちらも「話が通じない」相手だったとはいえ、もっと上う手まくやれなかったものかと後悔が残る。

「平和的な解決って、難しいな……」

　天を仰ぎ、呟つぶやいた。

「へーか、へーか！　すごいんだよ！　すごいイベントが決定したんだよ！」

　私室の扉が開き、パオラが嬉うれしそうに駆け寄ってきた。キャラと、そしてマライカの手を引いている。

「パオラ!?　何でマライカをここに入れちゃってるのっ？」

「は～い☆　マライカちゃんだよ～！　今日は皇帝さんの私室を突撃ほうも～ん♪」

　マライカが陽気に挨あい拶さつする。その姿を眠そうな顔でキャラが撮影していた。

「わーっ！　マライカちゃん、可愛かわいいーっ」

「パオラちゃんも可愛いぞ☆　プロデューサーにしておくなんて勿もつ体たいないな～」

「えへへーっ」

　はしゃぐ二人をキャラが猫のような滑らかな動きで追う。

「いや、だから！　他国の姫を──」

「あのね、あのね！　『十二星姫ドーデイ・ステラ』とマライカちゃんの合同ライブが決定したんだ！　世紀のビッグイベントになるよ！」

　パオラが飛びついてきた。もにゅんと優しさに包まれる。何だかマライカ一人くらい別にいいかと思えてきた。

「永遠のライバルである『十二星姫ドーデイ・ステラ』とのライブ対決！　みんな、絶対観みに来てね☆」

　マライカはキャラが持つ晶機コムニカに向かってウインクをする。

「はい、オッケー……。素材はこのくらいでいいかなー……」

「う～ん。帝国の映像だけだと物足りないから、エイズルムの画も欲しいな～。二人とも、今度うちに遊びに来てよ～♪」

「やったー！　行く行くーっ」

　パオラがはしゃいで跳びはねる。ゆさゆさ揺れて常つね信のぶの胸を撫なでるので、今なら全すべてを許せる気がした。

「随分と、仲良くなったんだね」

「うん！　アイドルに対する熱い思いをぶつけあって認め合ったんだ！　わたしたち、プロデューサーとして通じるものがあるから！」

　フフンと鼻高々に答えるパオラを膝ひざに乗せ、「エイズルムとも友好的な関係を築きたいよ」と告げる。マライカが含み笑いを見せた。

「それとこれとは、話が別かもね～」

「『地の姫スオロツサ』はしっかりしてるな……」

　常信も微笑ほほえむ。

　ノックの音がした。

「陛下！　この不作法者を早くテルエに追い返して下さいっ」

　珍しく焦った様子でやってきたのはベアトリーチェだった。その手にはリードが握られている。何となくその先を追うと、四よつん這ばいで歩くシエラの首輪に繫つながっていた。

「皇帝！　このボクを牝めす豚ぶた扱いして、こんな仕打ちをするだなんて、何て酷ひどい奴やつなんだ！　ボクはお前を絶対に許さないからな！　さあ、ご主人様に刃向かう牝豚に思い切りお仕置きしてみろよ！　ほら、早く！　早く！　お願いします！」

「……シエラ、冗談抜きで帰ってくれ」

「あっはああ！　キタキタキタ──────っ♪」

　ド変態がよがり狂う。その姿を極寒の眼まな差ざしで見下ろす金髪エルフに気づき、彼女はさらに興奮した。

　ビクンビクンと身を跳ねさせるたび、拘束から解放されたシエラの豊満な胸がばるんばるん弾はずむ。「もっと！　もっと命令しろぉ！」と転げ回る彼女をベアトリーチェが「いい加減になさい」と踏みつけた。

「ビーチェ、そんなことしても喜ぶだけだぞ」

　そう言いながら、不思議そうに二人を見ているパオラの目を隠す。

「へええ。ここが皇帝の私室か。豪華だねえ」

「あら～♪　調度品が全すべてお菓子で出来てたら完かん璧ぺきなのに～」

　ナタリアとマリアンヌまで入ってきた。

「ここの警備、どうなってるんだよ!?　勝手に入ってくるな！」

　パオラを降ろして立ち上がる。ナタリアが「おー、皇帝！」と肩を組んできた。意外と柔らかい感触にドキリとする。少し潮風の匂においがした。

「お前さぁ、けっこう骨がありそうだから、あたしの男にしてやってもいいぜ」

　耳元で囁ささやかれる。思わず彼女の顔を見ると、ナタリアはにんまり微笑ほほえんだ。

「ちゃんと考えとけよ。それとさぁ……ソニアの怒りが治まるまで、しばらくここにいさせてくんねえかな。こっちにいる方が新刊も早く手に入るし、一石二鳥なんだよ。どっか一部屋貸してくれ」

「私も～、リンちゃんが完全に回復するまでお菓子の城で暮らすことにしたから～、ときどき遊びに来るわね～♪　帝都って美お味いしそうなスイーツがたくさんあるんだもの～」

　ニコニコと、しかし有無を言わせぬ態度で「火の姫フイアネツサ」も宣言する。

　さらに扉が開かれた。

「陛下！　大切なお願いがあって参りました！」

　入ってきたのはヒルデガルトである。彼女に引っ張られるようにしてロザリンドも姿を現した。しかも彼女は軽装鎧よろい姿ではなく、ドレスを着ている。

「何で次から次へとっ……。ヒルデ、何の用だ？」

「はい！　さあ、ロザリー。あなた自身の口から！」

「分かっている……。ドレスで歩くのは慣れていないんだ。そんなに押さないでくれ」

　従姉妹いとこに押し出され、ロザリンドが一礼した。

「陛下、ご機嫌うるわしゅう」

「ああ。君には、もうしばらく虜りよ囚しゆうでいてもらうが不自由はさせないから。なるべく早くイグドラルとも話をつけるよ」

「今日はそのことにつきまして、陛下にお願いがあって参りました」

　真剣な面持ちの彼女を見て、常つね信のぶはホッとする。

「君だけはまともでいてくれて助かるよ」

　こうなっては、ロザリンドだけが「七勇神姫セテイオ・プリンサ」の良心だ。椅い子すを勧める常信に、彼女はスッと身を寄せた。

「ロザリンド……？」

「陛下。私に陛下のお子をお授け下さい」

　真しん摯しな眼まな差ざしに、耳を疑う。

「……ロザリンド？」

「この度の一件で自分の浅はかさを思い知りました。もはや死を待つばかりと、生きることを諦あきらめていた私を、陛下はその身を賭としてお守り下さいました。ですから私も、この身を陛下に捧げる所存です！」

「ロザリンド!?」

「覚悟は出来ております！　陛下の……どのようなご命令にも従います！　どうぞ、存分にお命じ下さい！」

　言い切った途端、ロザリンドは強く目を瞑つぶった。ドレスの裾すそを握って震えを堪こらえる。

「さあ！　従属魔法を使って私を思うがままに辱めた、あれを好きなだけなさって頂いて構いません！　私は……私は陛下のものです！」

「ロザリンドおおおおおお!?　君だけは、まともだと思ってたのにぃぃぃっ……」

　あんまりだと頽くずおれる。ヒルデガルトが前に出てきた。

「ロザリー。また同じ戦いの舞台に立てたことを嬉うれしく思う」

「ヒルデ。今度は女としての戦いだ。もちろん負けるつもりはない」

「いいだろう。陛下のご寵ちよう愛あいを受けるのは私だ！」

「私より少しばかり胸が大きいからといって、有利だとは思わないことだな」

　ヒルデガルトとロザリンドが火花を散らす。

　それから微笑ほほえみ合い、互いを抱きしめた。

　常つね信のぶの背を小さな手が優しく撫なでる。

　顔を上げると、どこまでも澄み渡ったパオラの笑顔があった。彼女の神々しさに思わず手を合わせる。

「パオラ、俺、これからどうしたら……」

「やったね、へーか！」

　パオラが天使の笑顔でぐっと両りよう拳こぶしを握った。

「嫁が増えたよ！」

　常信は床に倒れ伏した。


（了）







あとがき







　こんにちは、櫂かい末ま高たか彰あきです。

　さて、近況を語ろうかと思ったのですが、前巻の人間ドックのようなネタはなかったので唐突に好きな食べ物について語ろうと思います。

　鶏とりの唐揚げが大好きです。

　もちろん牛肉も豚肉も美お味いしいのですが、鶏肉は何といいますか、体によく馴な染じむ感覚があるんですよね。あ、ちょっと待って下さい。引くのは、もう少し話を聞いてからでも良いんじゃないかな？

　で、最近はなかなかお目にかかれなくなっていたんですけど、手羽元って部位が好きでしてね。子どもの頃は夕飯に手羽元の唐揚げを十本とか平気で食べていました。それも軟骨までボリボリとね。分かる人は分かると思うんですけど、手羽元を食べていくと上下にまだいけそうな軟骨部分が出てきます。あれを歯ではぎ取って全部いくわけですよ。そうすると本当に骨！　って感じの骨だけが残ります。

　この骨、究極的には咥くわえてチュウチュウ吸ってみると僅わずかに旨味が感じられて、自分でも犬みたいだなと思いつつ、だけど犬に鶏の骨を与えてはいけないはず。鶏の骨は内部が網目状になっていて云々などと考えながら味わうこともできます。

　おっとっと。まだ引くには早いんじゃないかな？　ここから良い話になったりする可能性がなきにしもあらずだよ。

　そんなわけで、骨付きの鶏肉を食べるときはどこまでいけるのか試してしまいがちなんですが、某Ｋタッキーは恐おそろしいですね。あそこは軟骨どころか細い骨だったらコリコリいけます。これ、どこまで食べて良いんだろう？と初めの頃は迷っていました。やっぱり骨は残しておいた方が良いよね。と魚の小骨みたいな感覚で残していたんですけれど、あるとき気づいたんです。あ、いけるって。

　これ、いけるところまでいって良いんだ。考えてみれば魚の小骨だってバリバリ食ってしまえば良いじゃないか。それと同じだよ。（同じかな？）

　そう気づいてしまったので、今は遠慮無くいけるところまでいきます。たまに全すべてなくなってしまって、おや？　このピースには骨がついていなかったのかな？　と思うときもありますが、何の問題もありません。

　そろそろオチをつけないといけない行数になってきましたね。どうせ鶏肉（チキン）と己の臆病さ（英語のスラング）を掛けるんだろう？　とか、人間「ドック」と犬（ドッグ）を掛けるんだろう？　などと思っているのなら、あえて言わせていただきましょう。それは甘すぎると。

　私が、あとがきにオチを用意しているわけがないだろう！（開き直り）

　……なんか、すみません。




　それでは、恒例の謝辞に。

　今回もまことにエロ可愛かわいい絵を描いて下さった三み上かみミカ先生。ありがとう、ありがとう。日曜とか関係なく働いて下さる担当編集さん。ありがとう、ありがとう。遊びにつき合ってくれたり生暖かく見守ってくれたりする友人知人に親類縁者。ありがとう、ありがとう。この本に携わって下さった全すべての方々。ありがとう、ありがとう。

　続刊できたのも、ひとえに応援の賜たま物ものです読者の皆様。ありがとう、ありがとう。




　それでは、ご縁がありましたら、またお会いしましょう。





二○一七年　五月　櫂かい末ま高たか彰あき
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電子書籍特典　書き下ろし短編





「おーい、ソニア！　今日も良い尻してんなぁ」

　大声で呼びかけ、ナタリアがソニアの尻をぺろんと撫でた。

「何をなさるんですか、ナタリア様!?　風紀を乱すような真似はお控え下さいと、あれほど申しているのにっ……」

「ハッハッハ！　ソニアの尻があんまり可愛いもんだから、ついな！」

　真っ赤になって怒鳴るソニアに対し、ポニーテールを揺らして全く悪びれずに笑う。さらに撫で回そうとする手をパシッとソニアが払いのけた。

「そのようなことをしている暇があったら仕事をなさって下さい。まだ片付いていない書類が山積みなんですよ！」

「へーへー……。ソニアはお堅いねえ……」

　うんざりした様子でぼやくナタリア。その隣で更に言い募るソニア。

　廊下を行く二人の光景は、アレグランサ王国の王宮に勤める者であれば珍しくもない。

　だが、彼ら彼女らは知らないのだ。

　二人の本当の姿を。真の関係を──

「今日は随分と私のお尻を撫でましたね、ナタリア様」

　皆が寝静まった深夜。二人は互いに真実の姿をさらけ出す。

「それは……昨晩、ソニアがそうしろと命じたから……」

「えっ？　何ですって？　聞こえませんでした。もう一度、言って下さいナタリア様」

　高圧的な言葉にナタリアの肩がビクッと震えた。頰を染め、視線を足元で彷徨わせながら、ナタリアはもじもじと答える。

「ソニアが……いや、そのっ……あたしが！　ソニアの尻を撫で回したくて仕方ない変態だからだよ！」

　ギュッと目を瞑って言い放った。「よく言えました、ナタリア様」とソニアが耳元で囁く。ボブカットの髪がナタリアの頰を微かに擦った。

「どうして私のお尻を撫で回したかったんですか？　正直に言って下さい」

「そ、それはっ……あたしがソニアのことを……好きだから……」

　両手で顔を覆い、イヤイヤと首を振るナタリア。羞恥にもだえる彼女の肩をそっと抱き、ソニアは再び囁いた。

「耳まで真っ赤にしちゃって、ナタリア様は可愛いですね」

　フウッと相手の耳に息を吹きかける。ピクッと肩が跳ねたのを確認してから耳を甘嚙みした。「あっ……」とナタリアが声を洩らす。

「今夜は、どうして欲しいんですか？　ちゃんと言ってくださいね」

　そっと背中から脇腹、下腹部へと指を滑らせつつ言った。ナタリアは昼間の豪快な姿からは想像できない、か細い声で希望を口にする。

「ソニアの……指で、めちゃくちゃにして欲しい……」

　指の隙間から覗く赤い瞳は、これから訪れるであろう悦楽への期待に強く光っている。そのことに気づいているから、あえてソニアは焦らすことにした。

「それでちゃんと言ったつもりなんですか、ナタリア様？　私の指で、何を、どんなふうに、めちゃくちゃにして欲しいのか、ちっとも伝わってきませんよ？」

「そ、そんなっ……」

　ナタリアの声が震える。懇願する眼差しにソニアの嗜虐心が燃え上がった。

「さあ、ちゃんと言って下さい。そうしたら、ご褒美をあげますから」

　下腹部に伸びていた手を素早く持ち上げ、ナタリアの胸を荒々しく摑む。不意打ちに相手の背中が反った。「あひぃっ」と可愛らしい悲鳴を上げる。

　しばし後、観念したように両手を降ろし、ナタリアは正直に希望を口にした。

「ソニアの指で、私の──」




「へーか、まだ起きてるのーっ？」

　パオラの声にビクンと背筋を伸ばし、常信は水晶球に映し出していた投稿小説の画面を消した。「そろそろ俺も寝るから」と笑顔を取り繕って返す。

　寝ぼけ眼のパオラを寝室に送り届けながら、しみじみと思った。

　ソニナタ……ナタソニとはまた違った趣があるなあ……。
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